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はじめに 

 

『努力・素直・創造』 

「夢を語れる生徒を育成する！」 

 

変化の激しい（情報化、グローバル化、AI）、先行き不透明（VUCA、Soceity5.0）な時代を生きる子ど

もたちにとって、真に必要な力は何か。その力を身に着けるために必要な学びとは何か。また、それを実

現するために、学校に求められているものはいったい何かを考えた。 

新学習指導要領にある「社会に開かれた教育課程」「資質能力の三つの柱」「カリキュラムマネージメント」

「主体的・対話的で深い学びの授業改善」を適切に実施し、令和の日本型学校教育「個別最適な学びと協働

的な学び」を実現するために、「何を」「いつまでに」「どのように」取組まなければならないのか。 

まず、「自走する教職員集団」をめざして学校組織の改革を行った。人権教育と支援教育を基盤としたキ

ャリア教育を学校全体で推進すべく、学級・学年・異学年集団における人間関係づくりを土台に、総合・道

徳・特活を幹として、９教科の枝葉が連動し、総合的・系統的に「学び」の実現を図っていく。 

「夢を語れる生徒を育成する！」をスローガンに、自己調整力（情報活用能力、言語能力、課題発見課題

解決力）を高めるべく、全ての教育活動において、生徒は「あきらめない粘り強さ」や「失敗を恐れず挑戦す

る勇気」など見えない力（非認知能力）を自覚して鍛えるともに、教師はその見えな力（非認知能力）を意識

して全ての指導にあたる。 

「夢」は頑張る原動力である。「ワクワク感」は目標達成に立ちはだかる様々な困難を乗り越えるための

元気の源である。学校は、社会に出るための準備段階にある子どもたちにとって、『自己決定』や『自己実

現』の経験ができる貴重な場所であり、我々大人（教師・保護者・地域）はその機会を保障しなければならな

い。「子ども家庭庁」の創設や「子ども基本法」の制定の意味はそこにあるものと考える。 

子どもたちは夢に向かって、学校という場で、失敗を繰り返しながら「自己決定」や「自己実現」を体感

し、互いに絆を深め、成長する。子どもたちの自立に向けて、我々教職員一同は、保護者地域とともに、子

どもたちの「居場所づくり」に全力で取組む所存である。 

                                                 枚方市立第四中学校 

                                                   校長 鴨田 慎司 
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令和５年度 学校経営方針 
 

 

１．校訓・スローガン  

校訓  『努力・素直・創造』 

「夢を語れる生徒を育成する！」 
 

 

２．学校教育目標  

「学びあい、つながりあい、幸せな人生に向けて挑戦し続ける生徒の育成」 
○互いに学びあい、共に成長していく力（学力＆非認知能力） 

○互いに認めあい、共に生きていく力（人間関係力） 

○互いに思いを伝えあい、共に未来を想像していく力（探究力） 

 

 

３．めざす学校像  

「学力＆非認知能力」の育成 ⇒ 

・課題解決に主体的に取り組む学校（言語能力などを自覚させ、意識的に育成、ガマンも能力） 

「人間関係力」の育成 ⇒ 

・人（人権）を大切にできる学校（互いに注意ができ、失敗を許せる風土の向上、オリアイをつける） 

「探究力」の育成 ⇒ 

・誇れる地域のオンリーワンの学校（地域課題などホンモノの学び、自ら問いを立てる学び） 

 

 

４．めざす生徒像  

「自分で考え、判断し、行動できる生徒」 
 

 

５．めざす教師像  

・人生を楽しむことのできる教師（人として魅力ある教師） 

・仕事を楽しむことのできる教師（プロとして自覚ある教師） 

・プライベートを充実できる教師（労務管理「タイムマネージメント」のできる教師） 

・生徒の成長を喜びにできる教師（生徒の失敗を引き出す安心感を与えることのできる教師） 

・他人の失敗を許すことのできる教師（人間関係づくりが上手な教師） 

・生徒を信じることのできる教師（謙虚で余裕のある教師） 

・誰にでも自分から挨拶のできる教師（元気を与えられる教師） 

・人との約束を守ることのできる教師（人として信頼される教師） 

・時間を守ることのできる教師（自分に厳しい教師） 

・TPO を弁えた身だしなみのある教師（組織人としての教師） 
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６．本年度の重点目標 

☆タブレットを有効活用した「学力、非認知能力」の育成 

☆人間関係力の向上 

☆探究力の向上 

 
① 学習指導の充実 

◎ 文科省の研究指定校として、一人一台のタブレットをツールとして有効活用し、「主体的・対話的で深い学
び」の実現をめざす 

◎ 企画委員会、学力向上委員会、教科部会、各分掌部会等を時間割の中に設定し、教職員が互いに研鑽し、
学び合える組織体制を構築する。 

◎ 学習規律についての指導を徹底し、定着を図る。 
◎ 教科部会を充実させ、学力向上委員会との連携を密にする。 

教科部会では、授業力向上のため単元計画の検討、授業づくりや進度の検討を行う 
また、研究・公開授業の指導案の作成、テスト問題（活用問題）なども個人レベルではなく、教科として検討
する。 

◎「Hirakata 授業スタンダード」・「四中メソッド」に基づいた授業づくり、授業改善に向けた取組、評価方法
等の研究を、学力向上委員会を中心として組織的に推進する。 

◎ 特に言語活動を重視し、読み取る力・書く力・話す力・考える力の向上をめざす。 
◎ 家庭学習の定着に向け、課題の研究・タブレットの活用に取り組み、とりわけ生徒自身が授業に積極的に

参加する姿勢を育てるために予習の徹底を図る。そのために、単元計画を教室に掲示する。 
◎ 基礎的・基本的な学力に課題を持つ生徒への支援を図る取組を進める。 
◎ 授業アンケート・研究授業等に取り組み、授業力の向上を図る。 
◎ 英語の少人数授業を実施し、きめ細かい指導を行う。 
◎ 基礎的・基本的な知識及び技能の定着とともに、思考力・判断力・表現力等の育成、及び学びに向かう力、

人間性等の育成に努める。 
◎ 全国学力・学習状況調査等の結果を分析・活用し、授業の検証・改善を図る。 
◎ NET を積極的に活用し、英語教育のさらなる活性化を図る。 
◎ 学校司書・司書教諭を中心とした読書活動の工夫や学校図書館の有効利用を図り、 

読書指導の充実に努める。 
◎ ユニバーサルデザインによる環境整備を推進する 
 

② 生徒指導の充実 
◎ 生徒指導主事を中心とした生徒指導体制により、以下の方針に基づいて学校が一体となって適切な指導

を行う。 
●生徒指導は全教員で協力して行う。 

   ・問題行動に直面した教師が看過せず第一段階の指導を行う 
  ・当該学年が、担任・生徒指導担当を中心として指導にあたる 
  ・生徒指導上の情報は出来る限り全員で共有する 
 ●即日・即対応を原則とする。 
 ●保護者との連携を大切にする 
 ●全体集会・学年集会・学級指導を重視し、生徒集団の質を高め、自治・自浄能力 

を育てる。 
・様々な生徒指導上の問題について生徒集団に問題提起し、主体的に考えさせる 
・学級代表者会議を活用し、生徒主体の取り組みを創り出していく 

     ●問題行動の予防・早期発見に努める 
     ・班ノートや終礼等の日常活動を大切にし、教師間の情報交流を密にする 
     ・教育相談、アンケート調査等の充実を図る 
     ・スクールカウンセラーとの連携を密にする 
    ●関係外部諸機関との連携を大切にする 
    ◎ 関係機関等と連携し、不登校の問題に組織的に取り組む 
   ◎ 各教科や道徳、総合的な学習の時間等の年間指導計画に情報モラル教育を位置づけ、学校教育全体で情報

モラル教育を推進できるように努める 
◎ 安全管理体制の充実を図り、学校の安全管理・生徒の安全確保に努める。 

防災計画を必要に応じて見直し、日頃から教職員の連絡・配備体制について周知するとともに、災害に備
えた危機管理体制の確立を図る 

◎ 日々の清掃活動を大切にし、環境教育を推進し、「S-EMS」に取り組む 
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③ 人権キャリア教育の充実 
【人権】 
◎ 人権教育の校内体制を整備し、担当教員を中心として組織的な取組を推進する。 
◎ 同和教育をはじめとした反差別の立場に立った人権教育を推進する 
◎ 同和教育、共生教育（在日外国人、障がいのある人、多様な性、人種、民族）、平和学習、国際理解教育等に、

生徒が自分自身の問題として考え行動できることをめざして取り組む。 
◎ 上記の様々な課題を自分事として考えることで、自分の身の回りの「いじめ」等の人権問題に目を向け、

解決に向けて行動できる生徒、及び生徒集団の育成をめざす 
◎ 生徒一人ひとりが活躍できる場を積極的に作り、いろんな場面で自分の力を発揮させるように努め、自

己肯定感を高める 
＊ 研修等を通じて、教職員の人権意識の向上に努める 

 
    【進路】 

◎ 進路指導主事を中心とした校内進路指導体制を確立する。 
◎ 生徒一人ひとりの考え方、生き方を大切にし、人権に十分配慮した適切な指導を行い、すべての生徒の進

路保障をめざす。 
 

【キャリア】 
◎ キャリア教育の国内体制を整備し、担当教員を中心として組織的な取り組みを推進する。 
◎ キャリア教育を推進する中で、人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力、キ

ャリアプランイング能力を育む。 
◎ 地域の人材等の活用による職場体験学習や職業講話など、進路にかかわる啓発的な体験活動を積極的

に取り入れ、指導の充実を図る。 
◎ 生徒一人一人の勤労観・職業観を育み、主体的に進路を選択できるようキャリア教育の充実に努める。ま

た、学校教育活動全体を通じて系統的・継続的な指導を推進する。 
 
④ 支援教育の充実 

◎「ともに学びともに育つ教育」を推進する。 
◎ ノーマライゼーション・インクルーシヴ教育の理念を踏まえ、支援教育の推進に努める。通常の学級に 

おいて、積極的にユニバーサルデザインによる授業づくりに取り組むなど、障がいのある生徒への理解 
を深め、全校的な支援体制を確立する。 

◎ 個別の指導計画、教育支援計画をもとに指導方法の研究を深め、生徒本人や保護者の意向を尊重し、十分
な配慮のもとに取り組む 

 
⑤ 道徳教育の充実 

◎ 教科としての道徳の重点目標・全体計画・年間指導計画等の作成や指導方法の工夫改善に取り組む。 
◎ 道徳教育推進教師を中心に、各教科・特別活動・総合的な学習との関連を踏まえて取り組む。 
◎ よりよい評価の在り方について継続的に研究する。 
 

⑥ 開かれた学校運営の推進 
◎ 通信、ホームページ（ブログ）等を活用し、学校からの情報（学校の取組・生徒の様子など）を保護者や地域

に積極的に発信する。 
◎ 家庭・地域との連携を図り、相互理解を深める。 

◎ 学校教育自己診断・協議会形式での学校評議員等の外部評価を活用し、学校運営の改善を図る。 
◎ 保護者・地域の協力のもと、あいさつ運動・緑化活動等を積極的に推進する。 

 
⑧ 小中一貫事業の継続 

◎ 第四中学校区（四中、五常小、開成小、山之上小）として、小中連携を推進する。 
◎ 義務教育９年間を見据えた指導により、「学習規律の定着」、「学びの連続性の確立」、「きまりを守る等の規

範意識の醸成」、「生きる力の育成」を図る。 
◎ 中学校区として取り組んできた、事務部門における小中事務連携をさらに推進する。 

７．会議の位置づけ 

□ 職員会議・・・定例月１回 

１．職員会議の位置づけ 
・「枚方市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則」に基づき運営する。 
・校長の職務の円滑な執行を図るため、校長が招集し、主宰する。 
・校務に関する事項について教職員間における意思疎通、共通理解の促進、意見交換等を行う。 

２．職員会議の留意事項 
・教職員は、職員会議で意見を表明し、議案を提出することができる。 
・職員会議に、欠席、遅刻する場合は、管理職の承認を得るとともに議長に連絡する。 
・議案の提案者は企画委員会で管理職の承認を得て、職員会議の前日までに議案を提示する。会議中の提案

は原則として採り上げない。 
・職員会議の円滑な運営を図るため、議案の提案者は事前に提案方法や時間等について議長と十分協議す
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る。また、議長は校長に運営方法について事前に了解を得る。 
・職員会議の欠席者は、会議録で内容を把握し、確認しておく。また、書記は議事録を作成する。 
 

□ 企画・運営委員会（提言機関）・・・週１回 

    ・本委員会の構成メンバーは、校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、学年主任、進路研究担当、人権キャリア教

育担当、支援主担、生徒会代表からなる 

    ・本委員会は、教職員等のアイデアを学校運営に反映し、ボトムアップの学校改革を行うために組織する 

    ・本委員会は、週１回開催し、学校の諸課題を解決するための意見交流を行うことにより、学校改革を積極的に

推進する。 

  

□ 学力向上委員会（提言・研究機関）・・・月１回（学習部会を兼ねる） 

   ・本研究会の構成メンバーは、校長、教頭、学習部、各教科一人とする。 

ただし、学習部は教科を兼ねるため、今年度は保健体育・技家各代表が参加する。 

 ・本研究会は月１回開催し、学力向上に向けた様々な取り組みについて研究・提言するとともに、『四中メソッ

ド』の授業や評価規準や評価の方法等、評価システムの検証について研究し、提言する。 

 

□ キャリア教育企画チーム・・・週１回 

   ・本研究会の構成メンバーは、校長、教頭、キャリア教育主担者、学年主任、進路担当とする。 

・キャリア教育について、企画運営し校内のキャリア教育を推進する。 

 

  □ TPT委員会（研究機関）・・・学期１回 

   ・本委員会のメンバーは校長、教頭、ICT活用部、支援教育主担、各教科代表、 

（ICTサポート員）とする 

   ・主に一人一台のタブレットを活用した授業実践の交流を行う 

□ 宿泊行事・校外学習委員会（集約・決定機関）・・・随時 

・本委員会のメンバーは、校長・教頭・各学年主任及び各学年校外学習係代表とする 

・修学旅行、校外学習の目的、行き先、内容について、検討・決定を行う 

□ その他、時間割に組み込み、週１回定例的に実施する会議 

  ・教科会・教務部会・生徒指導部会・ICT部会・人権部会・キャリア部会・生徒会 

  ・道徳部会・支援教育部会 

□ 学校評議員会（諮問機関）・・・随時 

    ・開かれた学校づくりに資するために、学校評議員会を設置する 

   ・各方面の有識者に意見を求め、学校運営について諮問する 
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（１）校務分掌 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※初任期（１～３年目）教職員研修

井手生徒指導

総務 田中 総務 田中 田中・丸住・校務員・学年会計

人権キャリア

高橋

岩本

生徒会

北畑・川上

校長・教頭・小山・佐藤
随時メンバー招集

○エコスクール推進委員　神谷〇初任期教職員指導コーディネーター：大内

：

＊生徒指導部会にICT主担・支援Co・SC・不登校支援員も参加。＊学習部会（学力向上委員会）に教科代表・進路指導主事が参加。

校長・教頭・生徒指導主事・支援Co・養護教諭・SC・学年主任・各担任

○校外学習等選定委員会

校長・教頭・学年主任・キャリア教育担当

山本社会

○ＴＰＴ委員会　宇井・各教科代表・ICTサポート員

北畑：

校長・教頭・生徒指導主事・養護教諭

○校務・情報管理　校務：小山・三浦

英語

○ハラスメント防止委員会（校長・佐藤）

：

理科 山崎

校長・教頭・生徒指導主事・養護教諭・支援担（１名）

道徳教育推進教師 川上

環境整備：神谷　　会員研修：岩本

生活指導：井手　　保健衛生：佐藤

小中一貫教育推進リーダー 髙橋

小山

中村

平山

石田

講師

碧山

Ｐ

Ｔ

Ａ

音楽

技家

部長

：

教　務

飯野 佐藤 神谷

○いじめ防止・不登校委員会

総務部

教 務 主 任 小山

藤田

学校評議員会

岩本・平山・碧山・田中

３年

○企画・運営委員会（小山）

山本

中村

山口

校 長

井手

鴨田

教 頭生徒指導主事

人権教育主担 諸沢

進路指導主事 林

SC・各学年生徒指導（１～２名）

C4th:北川

情報教育・ｾｷｭﾘﾃｨ、ICT環境整備担当：宇井

　　１年：松澤　2年：井川 3年：講師

○学校安全担当者（教頭）

校長・教頭・小山・井手

書記

職 員 会 議

保健主事

１学年主任 今井

２学年主任

交河・大内

今井・山本・北畑

３学年主任 北畑

１年

教　務

仕事内容 主担分　掌

小山

○虐待対応委員会　：井手

小山

小山・井手・高橋

鎗屋・碧山・綿世・宇井

２年

司書教諭 山崎

○食育推進（食物アレルギー対応）委員会

松澤

：

研

究

部

○衛生委員会（教頭）

校長・教頭・井手・佐藤・岩本

３年

教頭

広報：平山　　緑化：教頭　フェスタ：教頭・高橋

諸沢

井川

進路指導

河野

宇井

： 石田

教

務

部

大川原

：： 三浦

数学

美術

生徒会運営

生徒指導

保健・安全指導

：

：

学習

支援教育委員会

ＩＣＴ活用

山形 ２年

国語

○学校保健委員会:校長・教頭・養護教諭・校医・PTA役員代表 〇地域教育協議会書記：井手・高橋、情報交流：学年主任

小山・三浦

支援教育コーディネーター　：

高橋
人権教育

林・松野

今井・奥田 山本・穴田

指

導

部

松澤

井手 佐々木

総合・特活・道徳

授業研究・学力向上

〇少人数指導担当者　英語：平山

前川・河野 北川・藤本

栗田・北山・神田 神野・橋本 山形・山﨑

山口 大川原・阪上

平山

保体 ：

：

○各教科代表 会計 ：

今井１年

：
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（２）教職員構成 

① 学年配置等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 鴨田　慎司 教頭 中村　拓実
生徒指導

主事
井手　佑紀　

1組 栗田　耀 1組 宇井　咲良子 1組 山崎　美奈

2組 神田　宗紀 2組 井川　結友 2組 諸沢　征志

3組 今井　祐樹 3組 北川　里帆 3組 北畑　美保

4組 交河　望 4組 穴田　早麗 4組 三浦　愛美

5組 奥田　真凡 5組 山本　一希 5組 山形　紀保

6組 佐々木　亮祐 6組 神野　郁 6組 石田　淳一郎

7組 綿世　徳光 7組 川上　漢

副担任 北山　雅規 副担任 藤本　敏朗 副担任 松野　哲也

副担任 河野　葵 副担任 岩本　直己 副担任 小山　美穂

副担任 松澤　眞治 副担任 山口　睦美 副担任 林　健一郎

副担任 前川　和之 副担任 藤田　千里 副担任 平山　古都

副担任 大内　崇嗣 副担任 鎗屋　育子 副担任 大川原　亜衣

養護教諭 佐藤　弘美

支援学級
担任

碧山　祐子
支援学級

担任
神谷　翠子

支援学級
担任

飯野　眞理子

支援学級
担任

橋本　淳一
支援学級

担任
阪上　尚久

支援学級
担任

中村　康代

学力主担 髙橋　大輔 主事 田中　友香 主事 丸住　英美

支援学級非

常勤講師
津田　正弘

不登校
支援員

川添　満子
不登校
支援員

伊東　陽子

音楽科

非常勤講師
石澤　有梨奈 ＮＥＴ Tavis Allen SC 遠藤　昌子

司書 吉田　美恵子 校務員 北落　創
施設

管理人
近藤　時夫

施設
管理人

上野　一良
施設

管理人
谷川　美代子

施設
管理人

安田　稔

看護師 柳田　八重子 看護師 福井　理恵 看護師 近藤　由美

(学年主任)　今井　祐樹　　

第１学年担当 第２学年担当 第３学年担当

(学年主任)　山本　一希　 (学年主任)　北畑　美保　
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② 教科担当等 

教科 名 前 教科 名 前 教科 名 前 教科 名 前 

国語 

北畑 美保 数学 高橋 大輔 
保体 

岩本 直己 

支援 

碧山 祐子 

栗田 耀 

理科 

奥田 真凡 佐々木 亮祐 神谷 翠子 

綿世 徳光 大内 崇嗣 技術 〇松澤 眞治 阪上 尚久 

松野 哲也 〇山崎 美奈 家庭 小山 美穂 橋本 淳一 

〇河野 葵 穴田 早麗 

英語 

交河 望 中村 康世 

社会 

北山 雅規 井川 結友 今井 祐樹 飯野 眞理子 

藤本 敏朗 
音楽 

石澤 有梨奈 北川 里帆 津田 正弘 

神田 宗紀 〇宇井 咲良子 鎗屋 育子   

〇石田 淳一郎 
美術 

前川 和之 川上 漢   

数学 

神野 郁 〇三浦 愛美 〇平山 古都   

山本 一希 

保体 

山口 睦美 NET Tavis Allen   

〇大川原 亜衣 諸沢 柾志       

林 健一郎 〇山形 紀保      

 

③ 部活動顧問 

 

 

 

 
山口 北川 橋本 小山 石田 北畑
諸沢 神野 北畑 井川 髙橋 大川原
林 山本 井手 川上 山崎

大内 神谷 三浦 佐藤 中村や 綿世
栗田 山形 佐々木 佐藤 中村や 綿世
岩本 今井 平山 河野 鎗屋 交河 阪上
松野 穴田 碧山 河野 鎗屋 交河 阪上
松澤 北山 前川 宇井 奥田 飯野
神田 藤本 藤田

＜外部指導員＞

茶華道 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

吹奏楽 吹奏楽

部　　名 顧 問 名 部 名 顧　　問　　名
陸　　上 剣 道
野　　球 卓 球
サッカー 水 泳
ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 茶 華 道

バレー（女） 演劇
バスケ（男） マンガイラスト
バスケ（女） マルチメディア
テニス（男） 吹奏楽
テニス（女）

古園　宏洋 長屋　太一田崎　英美
坂之上　篤 田口　秀男
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（３）学年・学級編制（5 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学校医・学校薬剤師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眼科医 岡田 康平

耳鼻科医 伊東 明彦

歯科医 紅露 吉浩

歯科医 北川 祐介

内科医 藤本 良知

歯科医 光井 了

科目 氏名

薬剤師 　　　　太田　　　文二

内科医 友田 伊一朗

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計
1 19 21 40 17 18 35 19 18 37

2 20 20 40 17 19 36 20 18 38
3 20 20 40 18 18 36 20 18 38
4 20 20 40 17 18 35 19 18 37
5 19 21 40 18 18 36 20 18 38
6 19 20 39 17 18 35 20 18 38
7 17 18 35 19 18 37

支援 4 5 9 5 2 7 4 2 6

計 117 122 239 121 127 248 137 126 263
総合計 375 375 750

学級
第一学年 第二学年 第三学年
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 ２．教育課程   

（１）各教科等の時間配当 

 

 

 

 

（２）週時程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊定期テスト 1 週間前からは、部活動を中止します。 

＊部活動の延長がある場合は、１８：００完全下校となります。 

学年

週

年
1

2

3

週

年

週

年

保健体育 技術家庭 英語

3 4 3 1.3 1.3

105

社会 数学 理科 音楽 美術

105 105 140 35

国語

4

140

4

140

3

3 2 4

105 140 105 45 45 105 70 140

3 3 4 1 1 3 2 4

35 105 70 140

4 4 4 1 1 3 1 4

140 140 140 35 35 105 35 140

年 35 35

29

1015

学年 道徳 特別活動

1
週 1 1

3
週 1 1

年 35 35

2
週 1 1

年 35 35

29

1015

29

1015

総合的な学習

1.4

50

2

70

2

70

教科等合計
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（３）教科横断計画表・各教科等の目標と課題・方策 

１年生 年間計画（教科横断計画表） 
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２年生 年間計画（教科横断計画表） 
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３年生 年間計画（教科横断計画表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

＜国語科＞ 

目
標 

自分の思いや考えを適切な方法で相手に伝わるように表現する力を育成する 

つけたい力  方 策  

① 知識・技能  

（言語についての知識理解）  

  

② 思考・判断・表現  

（話す・聞く・書く・読む能力）  

  

③ 主体的に学習に取り組む態度  

（関心・意欲・態度）  

  

  

  

  

① ・ 漢字テストや語句のテストを定期的に行い、語彙力を高め、定着させる。  

・ ことばのきまりを理解させ、正しく使えるよう指導する。  

・ 表現の技法を理解させ、使えるよう指導する。  

・ 文字を正しく美しく書くことができるよう指導する。  

・ 読書が、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりすることに役立つこと 

を理解させる。  

・ 古典の基礎を理解できるよう、指導する。 

②  ・  ＩＣＴを上手く活用し、自分の意見を明確に発表できるよう指導する。  

・ 書く機会を意識的に多く設け、自分の気持ちや考えを的確に表現できる 

ように指導する。  

・ 表現方法を共有するため積極的にペアワークや四人班でのグループワーク 

を活用する。  

・ 対話を通し、表現の特色、技法を理解させ、鑑賞できるよう指導する。  

③  ・ 基本的な発問だけでなく、揺さぶり発問を心掛ける。  

・ 関心を高め、積極的に取り組むように指導する。  

※基礎学力に課題のある生徒への支援を意識し、机間指導や協働学習の機会を 

増やす。また、理解しているつもりの子を見抜き、丁寧な授業を心掛ける。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 

 

＜社会科＞  

目標 

・課題を追究したり解決したりする活動を通して、社会への関心を高める。 

・社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察できるようにする。 

・調査や諸資料から、様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身につけさせる。 

・社会に見られる課題の解決に向けて、思考・判断したことを説明したり、議論したりする力を養う。 

・社会的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。 

つけたい力 方 策 

 ・社会的事象について問いを立てる力 

・社会的事象に関する情報を収集する力 

・社会的な見方・考え方を働かせて読み取る力 

・読み取った情報をまとめる力 

・自分の意見や考え方を伝える力 

➡積極的に考察・議論・交流・発表ができる社会科の授業 

（四中社会科メソッド[Ver.2]の定着）   をめざす 

 

【授業力向上に向けて】 

・教科内の授業参観や交流 

・タブレットの効果的な活用方法の研究 

・教科部会における授業検討の活発化 

・系統的な調べ学習の実施 

・予習プリントの質の向上（改良を進める） 

・つけたい力を踏まえた授業の実施 

【授業スタイル】四中社会科メソッド[Ver.2] 

・予習プリント（反転授業(学習)） 

・協働学習（ペア・グループ活動，ディベート活動） 

・ＩＣＴ機器の効果的な活用 

・家庭学習の充実 

【今年度の重点的な取り組み】 

・「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法の研究 

・３年間を見通した社会科の学習 

（パフォーマンス課題の系統性） 

 ・民間、地域の人々とのコラボレーション(予定) 
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＜数学科＞ 

目標 

・数学的な見方・考え方を養うことをめざし、論理的に考える力を育成する。 

・数学に興味・関心をもたせ、数学的活動の楽しさを自覚できることをめざす。 

・数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則などについての知識、理解を深める。 

 

＜各学年の重点目標＞ 

第１学年：数の概念を拡張し、数学的な表現方法や処理の方法を習得する。 

      図形に対する見方・考え方を深め、論理的思考力の基礎を培う。 

第２学年：文字を用いた式の計算や変形をできる能力を養う。 

      平面図形で数学的な推論を理解させ、論理的に考察する能力を伸ばす。 

第３学年：数の世界をさらに拡張し、数の概念についての一層の理解を深める。 

  相似や三平方の定理など図形の考察や計量に用いる能力を伸ばす。 

つけたい力 方 策 

① 数学への関心・意欲・態度 

 

 

② 数学的な見方や考え方 

 

 

③ 数学的な技能 

 

 

④ 数量や図形などについての知

識・理解 

 

① 授業導入時での課題設定や発問を工夫し，生徒の意欲・関心を高める。授業時

にペア学習・班学習・学びあいを積極的に取り入れ、自分の考えを説明する機

会を多く設ける。 

② タブレットを効果的に活用したり，ペア学習・班学習・学びあいなどで多様な考

え方に触れることで，より多角的に物事を考えられるようにする。 

③ 計算問題では反復練習を通して，できる喜びや達成感を得られるようにす

る。またタブレットで反復練習をする機会を模索していく。 

④ 身に付けた知識を説明したり、理解した内容を活用できる機会を設けて、技

能や見方・考え方へつなげられるようにする。 

 

○目標の提示・まとめ・振り返りを行う。 

○必要に応じて，立体模型などの教具やデジタル教科書、タブレット、プロジェク

ター，書画カメラの ICT 機器を活用する。 

○教科部会で授業内容についての意見交流を行い，教材研究を深める。 

○特に、基礎学力に課題のある生徒への支援を意識し，机間指導や協働学習の機

会を増やし、達成感や効力感を得られるようにする。 
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＜理 科＞  

目標 

・自然科学的現象に興味･関心を持たせ、科学の方法を身につけさせる。 

・授業において、探求の過程を大切にして自分の考えを発表できる力をつける。 

・実験や観察において 

1. 目的をしっかり把握させる。 

2. 基本的な実験・観察の技術を身につけさせる。 

3. 結果に至る過程について、筋道をたてて考察する能力を養う。 

4. 班で役割を持たせ、協力して行うことの重要性を学ばせる。 

・学習した知識や資料、情報を用いて様々な現象について科学的な視点を持って説明できる。 

課題 方策 

・理科部会のスムーズな進行。 

・理科室の有効利用を図る。また視聴覚教材や教室での実験

を取りいれる工夫をさらに行う。 

・授業にて多くの実験・観察を積極的に取り組むとともに、実

験結果から考察を自分なりに知識を活用しながら検討す

る。（説明・発表） 

・実験や観察を協力して行い、お互いに助け合いながら取り

組む姿勢を養う。 

・タブレットをツールの 1 つとして有効に利用する。 

・評価と指導の一体化をすすめる。 

 （配布プリントには観点を明記する） 

・理科室使用簿を引き続き作成する。 

・実験プリントなどを工夫したり、実験後の授業で 

データのグラフ化やプリントでのまとめなどの 

工夫をさらにすすめる。 

・教材の視覚化、視聴覚教材の充実に努める。 

・学年間での実験室の重なりを避ける工夫をする。 

・表現する場を増やす。 

 

年間カリキュラム（学年別・月別） 
 1 年 2 年 3 年 

4 月 
自然の中にあふれる生命(9h) 

いろいろな生物とその共通点(19h) 

・植物の分類とその特徴 

・動物の分類とその特徴 

化学変化と原子・分子(34h) 

・物質の成り立ち 

・物質の表し方 

・さまざまな化学変化 

・化学変化と物質の質量 

生命の連続性（23h） 

・生物のふえ方と成長 

・遺伝の規則性と遺伝子 

・生物の種類の多様性と進化 
5 月 

6 月 
化学変化とｲｵﾝ(29h) 

・水溶液とイオン 

・電池とイオン 

・酸･アルカリと塩 

光･音･力による現象 (28h) 

・光による現象 

・音による現象   

・力による現象 

生物の体のつくりとはたらき(39h) 

・生物のからだをつくるもの 

・植物の体のつくりとはたらき 

・動物の体のつくりとはらたき 

・動物の行動のしくみ 

7 月 

8 月 

9 月 
身のまわりの物質 (25h) 

・いろいろな物質とその性質  

・いろいろな気体とその性質  

・水溶液の性質   

・物質のすがたとその変化 

地球の大気と天気の変化(30h) 

・地球をとり巻く大気のようす 

・待機中の水の変化 

・天気の変化と大気の動き 

・大気の動きと日本の四季 

運動とｴﾈﾙｷﾞｰ(36h) 

・力の合成と分解 

・物体の運動 

・仕事とエネルギー 

・多様なエネルギーとその移り変わり 

・エネルギー資源とその利用 

10

月 

11

月 

宇宙を観る(22h) 

・地球から宇宙へ 

・太陽と恒星の動き 

・月と金星の動きと見え方 

12

月 電流とその利用（37h） 

・電流の性質 

・電流の正体 

・電流と磁界 
1 月 自然と人間（30h） 

・自然界のつり合い 

・人間と環境 

・自然が人間の生活におよぼす影響 

・科学技術と人間 

・科学技術の利用と環境保全 

活きている地球  (24h) 

・身近な大地 

・ゆれる大地 

・火をふく大地 

・語る大地 

2 月 

3 月 

計 １０５ｈ １４０ｈ １４０ｈ 
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＜音楽科＞ 

目標 

①曲想と音楽に関する知識との関わり及び音楽の多様性について理解させ、創意工夫を生か

した音楽表現をするために必要な技能を培う。 

②音楽表現を創意工夫する力や、音楽のよさや美しさを味わって聴く力を養う。 

③音楽活動の楽しさを体験することを通して、豊かな情操を培う。 

つけたい力 方 策 

・音楽について根拠を持って批評し、そ

の考えを伝える力 

・生活の中の音楽と結び付けて考える力 

・曲にふさわしい表現を工夫して表現す

る力 

・主体的に課題に取り組む力 

・ペア、グループ等でその時に感じたことを交流する機会

を毎時間作る 

・音楽を形づくっている要素などの働きについて実感を

伴いながら理解し、表現や鑑賞などに生かすことがで

きるように指導を工夫する 

・視聴覚教材、ICT 機器の効果的な活用をする 

 

＜美術科＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保健体育科＞ 

 

 

 

 

 

目標 健康の保持増進と体力の向上を図り、生涯体育を目指して、運動に親しむ資質や能力を養う。 

つけたい力 方 策 

（知識・技能） 

・運動に必要な技能の習得や体力の向上。 

・運動に関する知識の理解や健康安全につい

て日常生活に役立つ知識を身につける。 

（思考・判断・表現） 

・学習の振り返りを基に、課題解決の方法を

考え、学習内容を理解する力。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

・運動する楽しさや喜びを味わい、意欲的に

学習する態度。 

 

●四中メソッドの視点からの ICT 活用。 

健康や安全について興味関心をもたせ、知識理解を図らせる。 

１年：集団行動を身につけさせると共に、運動することの楽しさを味

あわせる。 

２年：運動の特性やルールを理解させ、技能の習 

得と体力の向上を図る。 

３年：ルールを尊重し、互いに協力し、自主的で 

活発な活動ができる集団を育成する。 

 

・ICT 教具の活用 

視覚的、記録的活用、ふり返りなどの共有で積極的にタブレットを使

用し、様々な力をつける。 
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＜技術・家庭科＞ 

目標 

○生活と技能についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に着けるようにする。 

〇生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、表現するな

ど、課題を解決する力を養う。 

〇よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を

養う。 

つけたい力 方 策 

技
術 

○生活や社会で利用されている材料、加工、生
物育成、エネルギー変換及び情報の技術に
ついての基礎的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を身に付け、技術と生活や
社会、環境との関わりについて理解を深め
る。 

○プログラミングを体験させ論理的思考力を
身につける。 

○生活や社会の中から技術に関わる問題を見
いだして課題を設定し、課題を解決する力
を養う。 

○よりよい生活の実現や持続可能な社会の構
築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し
創造しようとする実践的な態度を養う。 

○実習等の結果を整理し考察する学習活動や、課題を解決するために、言葉

や図表、概念などを用いて考えたり、説明したりするなどの学習活動の充

実を図る。 

 

○基礎的・基本的な知識及び技能を習得し、基本的な概念などの理解を深

めるとともに、仕事の楽しさや完成の喜びを体得させるよう、実践的・体験

的な活動を充実する。 

 

○資質・能力の育成を図り、一人一人の個性を生かし伸ばすよう、生徒の興

味・関心を踏まえた学習課題の設定、技能の習得状況に応じた少人数指導

や教材・教具の工夫など個に応じた指導の充実に努める。 

 

○生徒が、学習した知識及び技能を生活に活用したり、生活や社会の変化に

対応したりすることができるよう、生活や社会の中から問題を見いだして

課題を設定し解決する学習活動を充実するとともに、家庭や地域社会、企

業などとの連携を図るよう配慮する。 

 

○施設・設備の安全管理に配慮し、学習環境を整備するとともに、火気、用

具、材料などの取扱いに注意して事故防止の指導を徹底し、安全と衛生に

十分留意する。 

 

〇ICT 機器の活用を学習の補助的としての有効活用を図る。 

家
庭
科 

○家族・家庭の機能について理解を深め、家
族・家庭、衣食住、消費や環境などについ
て、生活の自立に必要な基礎的な理解を図
るとともに、それらに係る技能を身に付け
るようにする。 

○家族・家庭や地域における生活の中から問

題を見いだして課題を設定し、解決策を構

想し、実践を評価・改善し、考察したことを論

理的に表現するなど、これからの生活を展

望して課題を解決する力を養う。 

○自分と家族，家庭生活と地域との関わりを
考え、家族や地域の人々と協働し、よりよい
生活の実現に向けて、生活を工夫し創造し
ようとする実践的な態度を養う。 

 

＜英語科＞ 

目標 

・積極的な言語活動を行い、バランスの良い４技能５領域の力の向上を目指す 
・苦手意識を持たず、英語と触れ合おうとする生徒を育てる 
・英語は楽しいと思えるような授業づくり 
・様々な文化に触れさせ、多様な価値観を養う 

つけたい力 方 策 

【知識・技能】 

・英語を用いて、自分のことを表現する力 

・英語を読んだり聞いたりして、内容を理解する力 

・即興で英語のやり取りができる力 

・ペアやグループ活動を通して安心して授業 

に参加できる環境の構築 

・NET と協力し、言語活動を積極的に行う。 

・ペアや班活動を多く取り入れ、英語に慣れさせる。 

【思考・判断・表現】 

・場面に応じた適切な表現方法を選択する力 

・既習文法を生かして表現できる力 

・必要な情報や考えなどを整理する力 

・外部機関と連携を図り、外国人との交流機会を設定する 

・各単元の見通しを立てて、生徒自身に目標設定と単元後の振り

返りを充実させる 

・活動の際に事前に答えを共有する時間を作り、自信を持たる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・間違いを恐れずに、積極的にコミュニケーションを

とろうとする力 

・目標を達成するために自主的に学ぶ力 

・仲間と協力して課題を解決する力 

・英語を楽しもうとする力 

・視野を広げ、何事にも興味関心を持ち、知ろうと

いう姿勢を身に付ける 

・ミスを恐れず互いに学び合える環境をつくる。 

・生徒が主体的にやりたいと思うような課題の設定 

・デジタル教科書やタブレットの効果的な活用 

・発問の仕方や様々な活動を取り入れ、飽きさせない工夫を 

する。 

・帯活動の充実を図る。 

・積極的な家庭学習を行うため提出物の削減 

・指導と評価の一貫性 
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〇CAN DOリスト 
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（４）「情報教育」の年間計画    （1 年生） 
  

4月 ５月 ６月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月

国語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

技術

家庭科

英語

総合的な学

習の時間

情報モラル

〇　情報モラル
（Ⅳ‐１）情報手段の利便性と危険性を理解し、自分や他の人への影響を考えて適切に使用することができる。

（Ⅳ‐２）生活の中での必要となる情報セキュリティを理解することができる。

（Ⅳ‐３）情報や情報技術を多様な観点から考えることによって、よりよい生活や持続可能な社会の構築に生かそうとする。

学年別年間指導計画【中学１年】

〇　基礎的知識・技能
（I-１）情報を複数集めて適しているものを吟味することができる。

（I-２）相手や目的に応じて、グラフや図表を用いて効果的に発信することができる。

（I-３）キーボード文字入力（１分間８０文字程度）

〇　思考力・判断力・表現力

（Ⅱ-１）問題を発見し、その解決のために 、目的に応じた情報メディアを選択し、調査や実験等を組合せながら情報を収集することができる。

（Ⅱ-２）統計的に整理したり、情報の傾向や変化を捉えることができる。

（Ⅱ-３）問題の解決策を明らかにして表現・発信・創造することができる。

（Ⅱ-４）改善点を分析し考えることができる。

〇　プログラミング的思考
（Ⅲ‐１）論理的な手続きやデータを様々に工夫できることを体験的に理解する。

（Ⅲ‐２）情報技術の価値を社会や将来に関連付けて考えることができる。

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を用いた意見交流

実験等の動画、画像撮影（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【通年】

Webを使った調べ学習、アイデア交流

（I-１、Ⅱ）

【寄木アート】

作品写真提出

（I-２）

【発想課題・鯨】

案提出、交流

（I・Ⅱ）

【鑑賞課題・現代アート】

案提出、交流

（I・Ⅱ）

【発想課題・空の道】

案提出、交流

（I-Ⅱ）

【寄木アート】

作品写真提出

（I-２）

【四中オリンピック】

動画作成

（I・Ⅱ・Ⅳ）

【防災教育】

ミニレポート

作成交流（I・Ⅱ）

【校外学習】

キーノート作成交流

（I・Ⅱ）

【進路学習】

職業調べ・交流

（I・Ⅱ）

【進路学習】

職業調べ・交流

（I・Ⅱ）

【進路学習】

職業講和新聞づくり

（I・Ⅱ）

【文法】

mentimeterを

用いた意見交流

(Ⅰ・Ⅱ）

【竜】

keynoteで作った作品を

オクリンクで意見交流

(Ⅰ・Ⅱ）

【空中ブランコ

乗りのキキ】

オクリンクでの

意見交流(Ⅰ・Ⅱ）

【故事成語】

keynoteを用いて個人で

作った作品を班で共有

オクリンクで意見交流(Ⅰ・Ⅱ）

【竹取物語】

オクリンクでの

意見交流(Ⅰ・Ⅱ）

【少年の日の

思いで】

オクリンクでの

意見交流(Ⅰ・Ⅱ）

【手紙の書き方】

作品提出(Ⅰ・Ⅱ）

【トロッコ】

オクリンクでの

意見交流(Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

Webを使った調べ学習

（Ⅰー１）

【英語】

〇Keynoteで「理想のロボット」

プレゼンテーション（Ⅰ・Ⅱ）

【英語】

〇オクリンクで「他己紹介」共有

「NETに質問する文を作成」

英作文（Ⅱー３）

【実験器具】

オクリンクでの

発表(Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【調べ学習】

テーマや内容をWeb

等で情報収集

(Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【材料と加工の技術】

様々な製品の最適化

ミライシードで交流（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【材料と加工の技術】

材料の特性 Webでの調べ学習

ミライシードで交流（Ⅰ・Ⅱ）

【材料と加工の技術】

加工法 製図 製作過程を送信提出

適宜 ミライシードで交流（Ⅰ・Ⅱ）

【材料と加工の技術】

製作品の評価・課題・改良

ミライシードで交流（Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を

用いた意見交流（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【生活を豊かにする製作物】

被服実習～学校で使えるもの編～

ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【世界各地の人々の生活と環境】

配信された雨温図などから気候の特

色をまとめて共有（Ⅰ-１・Ⅰ-2）

【栄養バランスの整った食事】

案、ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【世界の諸地域】

各州の探求課題の解決に向けてオクリンクを活用

してグループでまとめる（Ⅰ-１・Ⅰ-2・Ⅱ）

【古代までの日本】

キーパーソンのプレゼンをオクリンク

やkeynoteで作成（Ⅰ-１・Ⅰ-2）

【防災を意識した住まい方】

案、ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【生徒会活動】 通年

ICT委員会(生徒)による情報モラル啓発活動(Ⅳ)

【古代までの日本・中世の日本】

各時代の文化の特色を資料を用い

てオクリンクでまとめる（Ⅰ-１・Ⅰ-2）

【世界の姿・日本の姿】

世界の国クイズ、日本の都道府県クイズ

をオクリンクで作成（Ⅰ-１・Ⅰ-2）

【通年】ミライシードの活用（オクリンクのカード作成、ムーブノートで意見集約）した意見や考えの交流（Ⅰ-１・Ⅰ-2・Ⅱ）

【通年】

オクリンク等を用いた意見交流

デジタル教科書を用いた動画（アニメーション）の活用

【確率統計分野】

スプレッドシートを

活用した

統計処理

【通年】

ミライシードを用いた意見交流

Webを使った調べ学習（Ⅱ-1,2）

【越天楽】

プレゼンテー

ションの実施

【通年】

ミライシードを用いた意見交流 ミライシードを用いたレポート作成 Webを使った調べ学習

numbersを用いたふり返り numbersを用いたデータ処理

ビデオ機能を使った動画撮影、研究

【道徳】

使っても大丈夫？

（Ⅳ）

【数学】

データの活用

（Ⅳ）

【道徳】

SNS講習会

［外部講師］（Ⅳ）
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（2年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 ５月 ６月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月

国語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

技術

家庭科

英語

総合的な学

習の時間

情報モラル

〇　情報モラル
（Ⅳ‐１）情報手段の利便性と危険性を理解し、自分や他の人への影響を考えて適切に使用することができる。

（Ⅳ‐２）生活の中での必要となる情報セキュリティを理解することができる。

（Ⅳ‐３）情報や情報技術を多様な観点から考えることによって、よりよい生活や持続可能な社会の構築に生かそうとする。

学年別年間指導計画【中学２年】

〇　基礎的知識・技能
（I-１）情報を複数集めて適しているものを吟味することができる。

（I-２）相手や目的に応じて、グラフや図表を用いて効果的に発信することができる。

（I-３）キーボード文字入力（１分間８０文字程度）

〇　思考力・判断力・表現力

（Ⅱ-１）問題を発見し、その解決のために 、目的に応じた情報メディアを選択し、調査や実験等を組合せながら情報を収集することができる。

（Ⅱ-２）統計的に整理したり、情報の傾向や変化を捉えることができる。

（Ⅱ-３）問題の解決策を明らかにして表現・発信・創造することができる。

（Ⅱ-４）改善点を分析し考えることができる。

〇　プログラミング的思考
（Ⅲ‐１）論理的な手続きやデータを様々に工夫できることを体験的に理解する。

（Ⅲ‐２）情報技術の価値を社会や将来に関連付けて考えることができる。

【英語 通年】

〇ミライシードで意見の交流（Ⅰ・Ⅱ）
【英語】

〇Keynoteで「将来の夢」

プレゼンテーション（Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

WEｂを使った調べ学習、アイデア交流

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【動画作成】

案提出、交流

（Ⅰ‐Ⅰ、Ⅱ‐２、Ⅳ‐Ⅰ）

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を用いた意見交流

実験等の動画、画像撮影（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【調べ学習】

テーマや内容をWeb

等で情報収集

(Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を

用いた意見交流

【情報の技術】

情報通信ネットワークの仕組みと安全に利

用するための情報モラル（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【生物育成の技術】

生物育成計画と実践

育成過程の報告（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【情報の技術】

PC教室におけるプログラミング

（Ⅰ・Ⅱ）

【情報の技術】

情報の技術の最適化

ミライシード（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【四中オリンピック】

動画作成

（I・Ⅱ・Ⅳ）

【校外学習】

写真

ミッション

達成（I・IV）

【職業インタビュー】

職業などについて調べ学習(I)

オクリンクでふりかえりの共有(I・Ⅱ)

【防災教育】

〇オクリンクで防災マップの

共有（Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を

用いた意見交流（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【生活を豊かにする製作物】

被服実習～生活を豊かにするもの～

ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【栄養バランスの整った食事】

案、ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【エシカル消費にむけて】

ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）
【日常食の食事】

ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

「セミロングホームルーム」

人物相関図をオクリンクで発

表（Ⅰ・Ⅱ）

「プレゼンテーション」

日本の文化のよさを伝え

る（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

「小さな手袋」

人物の心情の発

表（Ⅰ・Ⅱ）

「動物園でできること」

展示の内容をオクリンク

で発表（Ⅰ・Ⅱ）

「投稿文」

投稿文作成のための

調べ学習（Ⅰ・Ⅱ）

「論説文」

論説文作成のための

調べ学習（Ⅰ・Ⅱ）

「漢詩」

作者についての調

べ学習（Ⅰ・Ⅱ）

「情報誌」

情報収集、作品の

発表（Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

ミライシードを用いた意見交流

Webを使った調べ学習（Ⅱ-1,2）

【総合芸術】

意見発表（Ⅰ-１）

【通年】

ミライシードを用いた意見交流 ミライシードを用いたレポート作成 Webを使った調べ学習

numbersを用いたふり返り numbersを用いたデータ処理

ビデオ機能を使った動画撮影、研究

南蛮文化の紹介を作成

して発表する。（Ⅰ-

1.2.3・Ⅱ-1.3・Ⅳ-

1）

沖縄の基地問題の

資料を配布して読

み取らせる。

（Ⅱ-1.3.4）

琵琶湖の環境保全

の取り組みを調べ

てまとめる。（Ⅰ-

1.2.3・Ⅱ-1.4）

北陸の地場産業を調べ

てレポートを作成する。

（Ⅰ-1.2.3・Ⅱ-2・

Ⅲ-1）

関東の一極集中に関して、

KPT法を活用して

jamboardにまとめる。

（Ⅰ-2・Ⅱ-2.4・Ⅲ-1）

北海道のエコツア―

を企画し、どの案が

良かったかを述べる。

（Ⅱ-3・Ⅲ-2）

文明開化について調べ、

欧米化の影響について

述べる。（Ⅱ-1.3・

Ⅲ-1・2）

【生徒会活動】 通年

ICT委員会(生徒)による情報モラル啓発活動(Ⅳ)

日本の諸地域を深く調べ、

まとめたものを発表する。

（Ⅱ-1.2.3.4・Ⅲ-1・

2・Ⅳ-1.2）

【通年】

オクリンク等を用いた意見交流

デジタル教科書を用いた動画（アニメーション）の活用

【確率統計分野】

データ分析

（箱ひげ図）

【道徳】

SNS講習会

［外部講師］（Ⅳ）

【技術】

・安全に利用するための情報モラル

・情報セキュリティ―

【道徳】

・ネット将棋

・使っても大丈夫？（Ⅳ）
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（3年生） 

 

4月 ５月 ６月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月

国語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

技術

家庭科

英語

総合的な学

習の時間

情報モラル

〇　情報モラル
（Ⅳ‐１）情報手段の利便性と危険性を理解し、自分や他の人への影響を考えて適切に使用することができる。

（Ⅳ‐２）生活の中での必要となる情報セキュリティを理解することができる。

（Ⅳ‐３）情報や情報技術を多様な観点から考えることによって、よりよい生活や持続可能な社会の構築に生かそうとする。

〇　基礎的知識・技能
（I-１）情報を複数集めて適しているものを吟味することができる。

（I-２）相手や目的に応じて、グラフや図表を用いて効果的に発信することができる。

（I-３）キーボード文字入力（１分間８０文字程度）

〇　思考力・判断力・表現力

（Ⅱ-１）問題を発見し、その解決のために 、目的に応じた情報メディアを選択し、調査や実験等を組合せながら情報を収集することができる。

（Ⅱ-２）統計的に整理したり、情報の傾向や変化を捉えることができる。

（Ⅱ-３）問題の解決策を明らかにして表現・発信・創造することができる。

（Ⅱ-４）改善点を分析し考えることができる。

〇　プログラミング的思考
（Ⅲ‐１）論理的な手続きやデータを様々に工夫できることを体験的に理解する。

（Ⅲ‐２）情報技術の価値を社会や将来に関連付けて考えることができる。

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を用いた意見交流

実験等の動画、画像撮影（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【通年】

Webを使った調べ学習、アイデア交流

（I-１、Ⅱ）

【発想課題・ミロ】

案提出、交流

（I・Ⅱ）

【鑑賞課題・花】

案提出、交流

（I・Ⅱ）

【発想課題・考える人】

案提出、交流

（I-Ⅱ）

【鑑賞課題・思い出】

案提出、交流

（I-Ⅱ）

【発想課題・みかん】

案提出、交流

（I-Ⅱ）

【歴史】〇二度の世界大戦と日本

〇現代の日本と私たち

mentimeter,jamboardで

資料をもとにまとめや議論(Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

オクリンクで意見交流

（Ⅰ・Ⅱ）

【公民】〇現代社会と私たち

〇個人の尊重と日本国憲法

keynoteで発表、ムーブノートで議論

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

【公民】〇地球社会と私たち

〇world shft           

keynoteなどで発表（ソフトは各自選択）

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）

【公民】〇現代の民主政時と社会

〇私たちの暮らしと経済

ムーブノートなどで模擬裁判など

（Ⅰ・Ⅱ）

【調べ学習】

テーマや内容をWeb

等で情報収集

(Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【卒業制作】

・テーマ決めや情報収集（web）

・Keynote等で発表

(Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

「岩が」

オクリンクで

意見交流

（Ⅰ・Ⅱ）

「俳句の世界」

句の鑑賞文をオクリン

クで発表（Ⅰ・Ⅱ）

「握手」

人物相関図を作成オク

リンクで交流

（Ⅰ・Ⅱ）

「和歌の世界」

歌の鑑賞文をオク

リンクで交流

（Ⅰ・Ⅱ）

「初恋」

初恋のイメージをオ

クリンクで交流

（Ⅰ・Ⅱ）

「情報社会を生きる」

事例を調べてオクリン

クで交流 （Ⅰ・Ⅱ）

卒業作品

テーマ決め

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

「高校調べ」

Keynoteで発表

（Ⅰ・Ⅱ）

修学旅行事前学習

新聞作り（調べ学習）

（Ⅰ・Ⅱ）

四中オリンピックSF動画作り

imovie （Ⅱ・Ⅲ）

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を

用いた意見交流

【エネルギー変換の技術】

電気回路の設計と簡単な製作物

工作過程提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【エネルギー変換の技術】

電気回路の設計と精密な製作物

工作過程提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【エネルギー変換の技術】

エネルギー変換技術の最適化

ミライシード交流（Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

〇ミライシードで意見の交流（Ⅰ・Ⅱ）

【プレゼンテーション】

Keynoteで日本限定アイスク

リームの発表（Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

Webを使った調べ学習、オクリンク等を

用いた意見交流（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ）

【生活を豊かにする製作物】

被服実習～乳幼児向けのおもちゃ～

ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【乳幼児向けのおやつ作り】

案、ふりかえり提出・交流（Ⅰ・Ⅱ）

【通年】

ミライシードを用いた意見交流

Webを使った調べ学習（Ⅱ-1,2）

【展覧会の絵】

プレゼンテーションの実施

（Ⅰ-1、Ⅱ-2）

【生徒会活動】 通年

ICT委員会(生徒)による情報モラル啓発活動(Ⅳ)

【通年】

ミライシードを用いた意見交流 ミライシードを用いたレポート作成 Webを使った調べ学習

numbersを用いたふり返り numbersを用いたデータ処理

ビデオ機能を使った動画撮影、研究

【通年】

オクリンク等を用いた意見交流

デジタル教科書を用いた動画（アニメーション）の活用

【社会】

情報化

【道徳】

SNS講習会

［外部講師］（Ⅳ）

【道徳】

言葉の向こうに（Ⅳ）

【道徳】

情報リテラシー(Ⅳ）
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（５）「総合的な学習の時間」の全体計画 

①全体計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の観点 内容 

主体的・創造的な態度 
課題設定や問題解決の能力 

 

１年生： 創造と表現学習・将来について考える 
２年生： 創造と表現学習・職業について考える 
３年生： 創造と表現学習・進路について考える 

 

本校の特色ある取り組み 各教科との関連を生かした指導方法 小学校との連携 

・体育祭、文化祭 
自学年だけでなく、他学年と合同で
団を組むことにより、横の繋がりだ
けでなく、縦の繋がりを通して人間関
係の構築や関わり方が学べる。 
・小中交流会 
自分の意見を発表することにより、
身近な仲間だけでなく後輩に伝える
力も同時に養うことができる。 

・それぞれの特徴を生かし、様々な教
科の取り組みを通して連携を取り
ながら、将来に生かせる活動を行
う。 
→ICT 機器の活用(プレゼンテーシ
ョン力等) 

・相互授業参観を行うことにより、各
教科だけでなく、学年を越えて意見
交換するきっかけになる。 

・小中共通のめざすハタチ像を持つだ
けでなく、月１回の会議で情報を共
有し、それらを生かした小中での円
滑な繋がりを持たせる。 

・小中見学会や小中交流会など、小中
学生が交流できたり、中学校を体験
できたりする機会を持つことによ
り、小中連携を通した学びあいが実
現できる。 

 

本校のキャリア教育 
１年校外学習、２年宿泊体験、３年修学旅行など３年間のキャリア教育を通して生きる力を養う。 
また、１年時からの取り組みをもとに、より実践的な活動を行い、将来について計画的に考えられるよう促す。 
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（６）「道徳教育」の全体計画と年間計画 

 ① 全体計画 
   

枚方市立第四中学校 
教育基本法 
学校教育法 

  
 学校の教育目標  学校や地域の実態と課題  

学習指導要領  

学びあい、つながりあい、幸せな人生にむけて挑戦する生徒の育成 
地域住民や保護者の教育的関心は高い。PTA
活動についても協力的である 枚方市教育委員会の教育大綱 

  
 生徒の実態や発達課題   

 各 教 科 
 

・基本的生活習慣が全般的に身についている 

・学習に対する意欲が高い 

・規範意識が高い 

 学校における道徳教育の重点目標   
 

国 語 
 
 

社 会 
 
 
 

数 学 
 
 
 

理 科 
 
 
 

音 楽 
 
 

美 術 
 
 
保健体育 

 
 
 
技術家庭 

 
 

外国語 

・人間と人間との関係の中で、互い

の立場や考えを尊重しながら言葉

で伝え合う力を高める。 

・自他の人格を尊重し、社会的義務

や責任を重んじ、公正に判断しよう

とする態度や能力を育成する。 

・数理的にものごとを考えたり処理

したりすることを通して工夫して生

活や学習しようとする態度を養う。 

・見通しをもって観察、実験を行う

ことや問題解決の能力を育て、また

真理を大切にしようとする態度を

育成する。 

・音楽による豊かな情操を培う中で

美しいものや崇高なものを尊重す

る心を育む。 

・造形的な創造による豊かな情操を

培う中で、美しいものや崇高なもの

を尊重する心を育む。 

・粘り強くやり遂げる、きまりを守

る、集団に参加し協力する態度を養

う。 

・日常生活に必要な知識や技能を身

につけることにより、生活をより良

くしようとする態度を育てる。 

・国際的な視野に立ち、言語や文化

について理解を深め、人類の幸福

に貢献できる態度を育てる。 

・かけがえのない生命を尊重し、自分も他者も大切にする思いやりの

心を育てる。 

・自主的に考え判断し行動する態度を育てるとともに、互いに励まし

あい、高めあいながら人間関係を深める態度を養う。 

・人とふれあう中でともに学び、将来の生き方について考えを深め、

社会に貢献する態度を養う。 

・自然を愛し、美しいものや崇高なものに感動する心を育てる。 

 

教職員や保護者の願い 

 
・自主自立の精神を持つ人間 

・コミュニケーション能力の向上 

・自分の将来について主体的に考え、行動でき
る  

 

 道徳教育の推進体制  特別活動  

道徳部会（キャリア主担・道徳推進教師・各学年道徳担当）が
中心となり、校内研修を充実させ、全体計画の評価・改善を
図る。また、『特別な教科 道徳』の授業改善、評価について
研究をすすめ、全職員の共通理解を図る。 

A 学級活動 

多様な他者とより良い人間関係を形成し、協働して
日常生活の向上を図ろうとする態度を養う 

 
B 生徒会活動 

 各学年の道徳教育の重点目標  
学校生活の充実と向上を図り、委員会や学年・学級
など生徒の諸活動の連絡調整を行うことで自主・
自立の精神や社会性を育成する 

第１学年 第２学年 第３学年 

・それぞれの立場を尊重

し、いろいろなものの見

方や考え方があること

を理解する 

・自らの可能性を信じ、

最後までやり遂げよう

とする意欲を培う 

・それぞれの個性や立場

を尊重し、互いを認め、

寛容の心をもち、謙虚に

他に学ぶ。 

・より高い目標を目指

し、やり抜く強い意志を

持つ。 

・思いやりの心で相手

の立場に立ち、互いの

良さを認め励ましあ

い、高め合う。 

・自分が設定した目標

を目指し、自分を見つ

め自己の向上を図る 

C 学校行事 

学校生活に充実感と達成感を感じさせ、集団や社会への所

属感を持たせる。また、学年の枠を超え、体験的な活動を

行うことを通して、意義や必要となることについて理解

し、主体的に考えて実践できる能力を養う。 

 

 

 

 

 

 

 総合的な学習の時間 
 

 「特別の教科 道徳」 の指導方針  生徒指導  
 

第１学年 環境学習・創造と表現学習・
将来について考える。 

互いの考えを尊重し，伝え合い， 
人間としての生き方について， 

共に深く考え合う。 

・基本的生活習慣の確立に根ざし
た生徒の育成 

・社会性の向上と自己指導力の育
成 

・内面理解に根ざした指導の推進 

 
第２学年 環境学習・創造と表現学習・

職業について考える。 

 
第３学年 環境学習・創造と表現学習・

進路について考える。 

 

 部活動  

 
 

 特色ある教育活動や豊かな体験活動  学級・学校の環境の充実・整備  地域・小学校・高校との連携  

・体育祭、文化祭                            

異学年集団の中で「主体性」「協調性」「創造性」を身につけさせる
ことを目的とした、文化祭・体育祭の一体型行事 

・ICT機器の活用                              

タブレットを使用した効果的な教育活動、および子どもたちへ
の評価の根拠となる資料の保存 

・タテ持ち授業                               

学年の枠を超えて全体で生徒を育てる意識の向上。系統性を考
えた授業の展開 

・ビブリオバトル                               

他者の発表を肯定し、豊かな人間性をはぐくむ 

・校外学習                                 

２年宿泊学習での漁業体験、修学旅行での農業体験など、キャリ
ア教育を中心として、生きる力を育む 

・教室のユニバーサルデザイン            

机と椅子のテニスボールカバー、掲示物の精選な
どにより、学習に集中しやすい環境にできるよう
に努める。 

・ICT機器の充実                   

各教室にスクリーンとプロジェクターの常設、全生
徒と全職員がタブレットを持つことにより、発展的
に考えたり、自分の意見を表現したりする力を養
う。 

 

・小中連携                       

小中一貫事業として、「めざすハタチ像」を第四中学校区

で共有し、生徒に身につけさせたい力を明確にして教科

を軸に連携する。また、小中交流会にて、中１が小６に中

学校生活について報告する。 

・地域連携                       

オープンスクールだけでなく、清掃活動や職場体験等で

地域と触れ合う機会を設ける。 
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年間計画

道徳1年指導計画

月 回 資料 内容項目 主題 ねらい

4-① 1
サッカーの漫画を描き

たい
A-(4)

困難を乗り

越える力
目標に向かって，希望と勇気をもって着実にやり抜こうとする実践意欲を育てる。

4-② 2 使っても大丈夫？ C-(10)
自他の権利と

法の遵守
法やきまりの意義を理解し、自他の権利を重んじる自覚と判断力を養う。

4-③ 3 あふれる愛 D-(19)
生まれてきた

大切な生命

生命の偶然性や有限性を理解し、この世に生まれてきたすべての生命を尊重しようとする態度を育て

る。

4-④ 4 違いを乗り越えて C-(18)
多文化の理解

を深める

日本の習慣や文化のよさを理解するとともに、ほかの国々の人々や文化に対する理解を深め、尊重しよ

うとする実践意欲を高める。

5-① 5 さかなのなみだ C-(11)
公正，公平，

社会正義

同調圧力などに屈することなく，自己と向き合い互いに協力して正義や公正を実現するために努力しよ

うとする態度を育てる。

5-② 6 トマトとメロン A-(3)
向上心，個性

の伸長

自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性を伸ばして充実した生き方を追求しようとする態度を

育てる。

5-③ 7 むかで競走 C-(15)

よりよい学校生

活，集団生活の

充実

学級や学校の一員として自らの役割と責任を自覚し，協力し合って学校生活を充実させようとする態度

を育てる。

5-④ 8
「愛情貯金」をはじ

めませんか
B-(7) 礼儀の心

あいさつの意義などを主体的に考え理解し，時・場所・場面に応じて適切な言動をしようとする実践意

欲と態度を育てる。

6-① 9 木の声を聞く D-(20) 自然を愛する 自然の崇高さを知り，自然に謙虚に向き合いながら自然の愛護に努めようする態度を育てる。

6-② 10
オーロラ―光のカー

テン―
D-(21)

自然に感動す

る心

人間の力を超えた自然の素晴らしさに素直に感動し，自然の中で生かされていることを自覚して，自然

に対する畏敬の念を深める。

6-③ 11
「肝心」のバスガ

イド
C-(16）

ふるさとへの

思い

先達のおかげで今の暮らしを営めることへの尊敬の念や感謝の気持ちを深め、主体的に郷土に関わろう

とする態度を育てる。

6-④ 12
花火に込めた平和

への願い
C-(18)

世界平和の

ために

国際的視野に立って、他国を尊重することと世界平和の大切さを理解するとともに、よりよい社会形成

や人類の発展に貢献しようとする態度を育む。

7-① 13
疾走，自転車ライ

ダー
A-(2) 節度，節制

身近に起こりうる交通事故をもとに，安全や危機管理の大切さを理解し，安全で調和のある生活を送ろ

うとする実践意欲と態度を育てる。

7-② 14
自分だけ「余り」に

なってしまう……
B-(9)

お互いを認め

合う

いろいろなものの見方や考え方があることに気付き，寛容の心をもって謙虚に他者から学ぶ態度を育て

る。

9-① 15
家族と支え合うなか

で
C-(14) 支え合う家族 父母，祖父母に敬愛の念を深め，家族の一員として協力し合って生活しようとする実践意欲を高める。

9-② 16
いつわりのバイオリ

ン
D-(22)

よりよく生き

る喜び

人間には弱さや醜さを克服する強さや気高さがあることを信じて，人間として生きる喜びを見出そうと

する心情を育む。

9-③ 17 奈良筆に生きる C-(17) 伝統を守る
日本人としての自覚をもって我が国の優れた文化を継承し、その創造に貢献しようとする態度を育て

る。

10-① 18
役に立つことができ

るかな
C-(13) 勤労

勤労の尊さや意義を理解し，将来の生き方について考えを深め，勤労を通じて社会に貢献する態度を育

成する。

10-② 19
ゆうへ―生きていてく

れてありがとう―
D-(19) つながる生命

多くの人々の支えによって生きていると気付くことで，誰もがかけがえのない存在であると理解し，互いの存在を大切にしようと

する実践意欲を育む。

10-③ 20
震災を乗り越えて―

復活した郷土芸能―
C-(16)

郷土芸能を伝

える

郷土によって育まれてきた伝統と文化のよさを理解し，郷土への誇りや愛着をもち，郷土に対して主体

的に関わろうとする心や態度を育む。

11-① 23
私は清掃のプロにな

る
C-(13) 勤労

働くことの喜びを通じて生きがいや社会とのつながりを実感し，社会に貢献しようとする実践意欲を育

てる。

11-② 21 バスと赤ちゃん B-(6)
社会の中の

思いやり

思いやりの心をもって人と接するとともに、多くの人々の善意により日々の生活や現在の自分があるこ

とに感謝し、人間愛の精神を深める。

11-③ 22 緑のじゅうたん A-(5)
理想に向

かって

現実を謙虚に受け止め，努力と工夫を重ね，理想に向かって人生を切り拓きたくましく生きようとする

実践意欲を育てる。

11-④ 24 公平と不公平 C-(11) 公平とは何か 話し合いをとおして公平とは何かを考え，大切さを理解し，差別や偏見のない社会を築こうとする態度を養う。

12-① 23 挫折から希望へ D-(22)
弱さを乗り越

え生きる

人間には弱さとともにそれを克服する強さや気高さがあることを理解し，よりよい生き方をしようとす

る実践意欲を育てる。

12-② 26 人のフリみて B-(6)
言葉のもつ不

思議な力

日々の生活の中で自分を支えてくれている多くの善意や思いやりに気付き，自分の感謝の気持ちを素直

に表そうとする態度を育てる。

12-③ 27 部活の帰り B-(8) 友情，信頼 異性についての理解を深め，互いに相手の人格を尊重し，接していく態度を育てる。

1-① 28 あったほうがいい？ C-(12)
よりよい社会

のために
社会に尽くす公共の精神について深く考え、よりよい社会の実現に努めようとする態度を育てる。

1-② 29 ばあば D-(19) ともに生きる
生命は先祖代々つながっており、関わり合い支え合ってきたことを深く自覚するとともに、お世話に

なった方を尊重しようとする態度を養う。

1-③ 30
富士山から変えてい

く
C-(12)

つながりが生

み出す力

公徳心及び社会連帯の自覚を高め，一人ひとりが協力し，よりよい社会を実現していこうとする実践意

欲を育てる。

2-① 31 ふれあい直売所 C-(10) 社会のきまり
きまりの意義を理解し守ることで、自他の権利を重んじ、よりよい社会をつくろうとする実践意欲を育

てる。

2-② 32 近くにいた友 B-(8) 友情，信頼 互いに信頼し高め合う友情の大切さを理解し，いっそう友達を大切にしようとする態度を育てる。

2-③ 33 裏庭でのできごと A-(1) 誠実な生き方 自分の行動に責任をもち，自らを律し，誠実に生きようとする判断力を育てる。

3-① 34 旗 B-(8) 友情，信頼
友情の尊さを理解するとともに，真の友情を築くために，互いに信頼し，励まし合おうとする実践意欲

を高める。

3-② 35 私らしさって A-(1) 自分の意志で
周囲の目に惑わされず、自分の中にある自主性を大切にし、自分で決め、考え、行おうとする実践意欲

を高める。

道徳年間計画 
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年間計画

道徳2年指導計画

月 回 資料 内容項目 主題 ねらい

4－① 1 自分の弱さと戦え D-(22)
自分の弱さ

の克服

自らの弱さを自覚し、それを克服しようとする強さをもち、人間として気高く生きようとする態度を育

む。

4－② 2

4－③ 3

4－④ 4 五月の風－カナー A-(1) 自分を信じて 自主的に考え、判断し、誠実に実行していこうとする判断力を育成する。

5－① 5 五月の風－ミカー B-(8) 本当の友達 互いに励まし合い、高め合う本当の友達をつくろうとする態度を育てる。

5－② 6

5－③ 7

5－④ 8 最後のパートナー D-(19) 支え合う生命
命がかけがえのないものであることを理解し、自他の生命を尊重する心を育て、周りの人と支え合って

生きることに感謝する心情を養う。

6－① 9 夜のくだもの屋 B-(6)
人の思いやり

への感謝

人間は多くの人々の善意や思いやりによって支えられ、守られていることに気付き、感謝する態度を育

てる。

6－② 10 海と空ー樫野の人々 C-(18)
国際社会の

一員

世界の中の日本人としての自覚をもち、他国を尊重し、国際的視野に立って、世界の平和と人類の発展

に貢献しようとする態度を育てる。

6－③ 11 よみがえれ、えりもの森 D-(20)
自然環境を守

る

人間は自然界のつばがりの中でおおくの恩恵を受けており、その有難さに感謝するとともに、自然を守

り行動しようとする態度を育む。

6－④ 12 美しい鳥取砂丘 C-(10) 規則の役割
互いに住みよい社会を目指す精神の大切さを理解し、調和と規律を保つための法やきまりを進んで守ろ

うとする態度を育てる。

7-① 13 樹齢七千年の杉 D-(21) 自然の偉大さ
自然の美しさや神秘さ、偉大さを感じ、人間の力を遥かに超えたものに対する畏敬の念を深め、豊かな

心を育てる。

7-② 14 かずきの夏祭り C-(16)
地域の祭りの

大切さ

郷土の伝統と文化を大切にし、地域社会の一員としての自覚をもって、進んで郷土の発展に努めようと

する実践意欲や態度を育てる。

7-③ 15 戦争を取材する A-(5)
真実を追い求

める
真理や真実を求め、理想の実現を目指して、よりよく生きようとする態度を育てる。

9-① 16 ヨシト C-(11)
いじめへの公

正な態度

偏見を正し正義を貫こうと決意する主人公の姿に共感することをとおして、正義を重んじ、偏見や差別

をなくしていこうとする態度を育てる。

10-① 17
行動する建築家

坂　茂 C-(12)

社会のために

できること

社会桟がの意識を高め、公共の精神をもってよりよい社会の実現のために貢献しようとする態度を育

む。

10-② 18 避難所にて A-(2)
節度・節制の

大切さ

節度ある生活や節制に心掛けるために、周りの人の生活を見つめることで自分のｓ瑛活を見直し、思慮

深く内省しようとする態度を養う。

10-③ 19

10-④ 20

11-① 23
小さな工場の大きな

仕事
C-(13) 社会への貢献

勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労をとおして社会に貢献しようとす

る態度を養う。

11-② 21
挨拶は言葉のスキン

シップ
B-(7) 心を形に

心と形が一つになった礼儀や作法の意義に気付き、相手を尊重する心をこめて、形に表していこうとす

る態度を養う

11-③ 22 初心 A-(4) 初心に返る
目標や希望をもって生活することの大切さや意義を理解し、その達成を目指し、困難などがあっても強

い意志でやり遂げようとする態度を育てる。

11-④ 24 コトコの涙 B-(9)
わかり合うこ

と

人にはさまざまな考え方があることを理解し、自分の考えを伝えつつ、わかり合い、他者に学ぼうとす

る謙虚な態度を育てる。

12-① 23 リスペクトアザーズ C-(11)
個性を尊重す

る社会
正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のない社会の実現に努める心情を育む。

12-② 26 体験ナースを通して D-(19) 輝く生命
かけがえのない命を与えられていることに気付いて感謝し、自他の生命を尊重しようとする実践意欲を

培う。

12-③ 27
ハイタッチがくれた

もの
C-(15)

私たちでつく

る校風
集団で協力し合う大切さに気付き、狭い仲間意識を超えよりよい校風をつくろうとする意欲を育てる。

１－① 28 ライバル B-(8)      真の友情
生涯にわたる畏敬と信頼に支えられた真の友情について深く理解し、互いに認め高め合う友情を育もう

とする態度を育てる。

１－② 29 きいちゃん C-(14) 家族のきずな
自分も家族にとってかけがえのない存在であることに気付き、家族の一員としての役割を果たそうとす

る心情を育てる。

１－③ 30 恋する涙 B-(8) 友情と好意
悩みや葛藤を乗り越えることで真の友情は培われるものであることを理解し、相手に信頼される自分に

なろうとする実践意欲を高める

２－① 31 足袋の季節 D-(22)
強く気高く生

きる

人間にある弱さと醜さを自覚しながらも、強く気高く人間として生きる喜びを見出そうとする態度を深

める。

２－② 32 ネット将棋 A-(1)
インターネット上の責

任ある言動 国際社会に生きる日本人としての自覚を

２－③ 33
さよなら、ホスト

ファミリー
C-(17)

日本人として

の誇り

国際社会と向き合う我が国の一員としての自覚と責任をもって，国際貢献に努めようとする道徳的態度

を養う。

３－① 34 命を見つめて D-(19) 懸命に生きる 限りある生命を懸命に生きることの大切さを理解し、互いに支え合って生きようとする心情を養う。

３－② 35
｢自分」ってなん

だろう
A-(3)

自己を見つめ

る

人それぞれ必ずその人固有のよさがあり、その発見と自己受容・自己理解に努め、自分らしさを発揮で

きる生き方を求める。

研究部(道徳教育)

作成資料

D-(22)

C-(12)

災害時、わた

したちにでき

ること

自分の行動が自分も他人も権利を大切にできているのかを考え、義務を果たして規律ある安定した社会

を目指そうとする道徳的実践意欲を育む。

人間のもつ気高さに強い信頼感を寄せ、人間として生きる喜びについて自覚を深める。

土曜参観①研究部(道

徳教育)作成資料

C-(10)

C-(12)

公徳心

公共の精神

きまりを遵守し、確実に義務を果たすことで、よりよい社会をつくろうとする道徳的実践意欲を培う。

よりよい社会の実現は一人ひとりの行動によって成り立つことを知り、積極的にかかわろうとする道徳

的実践意欲を培う。

研究部(道徳教育)

作成資料

C-(17)

C-(18)

文化の尊重

国際理解

国際社会と向き合う我が国の一員としての自覚と責任をもって，国際貢献に努めようとする道徳的態度

を養う。

他の国々の人々や文化に対する理解を深め、尊重しようとする意欲を高める。
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年間計画

道徳3年指導計画

月 回 資料 内容項目 主題 ねらい

4－① 1 銀メダルから得たもの A-(4)
より高い目標

をめざして

より高い目標を設定し，その実現のために努力や希望・勇気の必要性を理解するとともに，困難や失敗

を乗り越えてやり遂げようとする実践意欲を高める。
4月15日

4－② 2 サトシの一票 C-(12)
よりよい社会

の実現
主権者として社会に主体的に参画し、社会の発展に寄与使用とする態度を育てる。 4月17日

4－③ 3 昔と今を結ぶ糸 C-(17) 日本の伝統文化
日本人としての自覚を深め，受け継がれてきた歴史や伝統文化の素晴らしさを理解し，発展させていく

態度を培う。
4月22日

5-① 4 違うんだよ，健司 B-(8)　 本当の友情とは
友情の尊さを理解するとともに，友達をよき理解者として心から信頼し，互いに励まし高め合い，協力

し合おうとする態度を育てる。
5月6日

5-② 5
出迎え三歩，見送り

七歩
B-(7)　 おもてなしの心

礼儀は形と心が溶け合ったものであることを理解し，相手に対して敬愛する気持ちを自然と態度で示そ

うとする実践意欲を育てる。
5月13日

5-③ 6
自分・相手・周りの

人
C-(12)

公共の場での

心構え

公共の場での心構えを理解し，さらに一人ひとりが協力して，誰もが安心して生活できる社会をつくっ

ていこうとする意欲を育てる。
5月20日

6-① 7
本とペンで世界を変

えよう
C-(18)　

世界平和を考

える
国際的な視野に立って，世界の平和と人類の幸福に貢献しようとする心情を育てる。 6月3日

6－② 8 6月11日

6-③ 9

6-④ 10
命のトランジットビ

ザ
C-(18)

人類愛，つな

がる命
国際的視野に立ち，人類愛について理解を深め，世界の平和と人類の幸福に貢献しようとする心情や態度を育てる。 6月17日

6-⑤ 11
「川端」のある暮ら

し
D-(20)　

自然とともに

生きる

人間は自然の中で生かされていることを自覚し，自然環境を大切にするとともに，自分のできる範囲で

自然愛護に努める態度を育てる。
6月24日

7-① 12 町内会デビュー A-(1)
自律的な生き

方
自主的に考え、自らを律し、自分の決めたことを実行していこうとする判断力を養う。 7月1日

7-② 13
ｉPS細胞で難病を治

したい
A-(5) 夢の実現 よりよく生きるために，真実を大切にし，真理を探究して新しいものを生み出そうとする実践意欲を育てる。 7月8日

7-③ 14 あるレジ打ちの女性 C-(13)　
自分に大切な

勤労の尊さ

主人公の変容を知ることによって，自分の考え次第で仕事が楽しくなることを理解し，働くことの素晴らしさについて学

ぼうとする実践意欲を深める。
7月15日

9-① 15 世界を動かした美 D-(22) よりよく生きる さまざまな環境の中で人間としてよりよく生きようとすることの大切さを学び，自分の生き方についての考えを深める。 9月9日

9-② 16 「稲むらの火」余話 C-(16)
かけがえのな

い郷土

郷土のために尽くした先人の生き方を理解し，自らも地域社会の一員としての帰属意識をもち郷土に貢献しようとする意

欲を育てる。
9月16日

9-③ 17 独りを慎む A-(2)　 自制する心
望ましい生活習慣を身につけ，充実した人生を送るために，節度を守り節制に心掛け，調和のある生活

を自ら実践しようとする態度を養う。
9月23日

10-① 18 電車の中で B-(6)
本当の思いや

り

家族などの支えや多くの人々の善意により，日々の生活や自分があることに感謝し，進んで周囲の思い

に応えようとする態度を育てる。
10月7日

10-② 19 命の大切さ C-(11)
豊かな人権感

覚

自分の立場のみ主張するのではなく，他者に目を向け，差別や偏見のない社会の実現に努めようとする

態度を育てる。
10月14日

10-③ 20
失った笑顔を取り戻

す
C-(13)　 仕事の意義

主人公の女性の変容を知ることによって，自分の考え次第で仕事が楽しくなることを理解し，働くこと

の素晴らしさについて学ぼうとする実践意欲を深める。
10月21日

10-④ 23 父は能楽師 C-(17)
日本の文化を

引き継ぐ

先人の残した有形無形の文化遺産の中に優れたものを見出し，それを生み出してきた精神に学び，継承

し発展させようとする心情を養う。
10月28日

11-① 21 新しい夏のはじまり A-(3)
前向きな生

き方

自己を見つめ、これまでの自分を冷静かつ客観的に振り返るとともに、経験を生かした自分らしい新し

い生き方をしようとする態度を育てる
11月4日

11-② 22 言葉の向こうに B-(9)　
相手の気持ち

を考える

それぞれの立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解して、寛容の心をもとうと

する態度を育てる
11月11日

11-③ 24
エリカー奇跡のいの

ちー
D-(19)　

生きているこ

との奇跡
生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する態度を養う。 11月18日

12-① 23 風景開眼 D-(21) 自然への畏敬 自然の神秘に感動し，人間の力を超えたものへの畏敬の念を深めようとする心情を育てる。 12月2日

12-② 26 私も高校生 A-(1)　
自分で決めた

こと
主体的に自分の生き方を考え，やろうと決めたことを誠実に実行し，その結果に責任をもつ態度を育てる。 12月9日

12-③ 27
ゴリラのまねをした彼女

を好きになった
B-(8)　

人を好きにな

る
異性への理解を深め，相手の内面的なよさに目を向け互いを向上させようとする心情を育成する。 12月16日

12-④ 28
ワンス・アポン・ア・タ

イム・イン・ジャパン
C-(10) 規律ある社会 法やきまりの意義を理解し，それらを進んで守ることにより、規律ある社会の実現に努めようとする態度を育成する。 12月23日

1-① 29 塩むすび B-(6)
感謝の心に応

える

家族などの支えや多く人々の善意により，日々の生活や自分があることに感謝し，進んで周囲に応えよ

うとする態度を育てる。
1月20日

2-① 30 希望 D-(19)
かけがえのな

い生命

命の重さを，その連続性・有限性なども含めて理解するとともに，かけがえのない自他の生命を尊重し

ようとする意欲を高める。
2月3日

2-② 31 臓器ドナー D-(19)
自他の生命の

尊さ

臓器提供という現代的な課題をとおして、生命の尊さを深く理解し、自他の生命をかけがえのないもの

として尊重する態度を育てる。
2月10日

2-③ 32 二通の手紙 C-(10)
法やきまりの

意義

法やきまりの意義を理解し，それらを進んで守るとともに，そのよりよい在り方について考え，規律あ

る社会の実現に努める態度を育てる。
2月17日

2-④ 33 一冊のノート C-(14) 家族への敬愛
一冊のノートに書かれた祖母の苦悩や不安，家族への思いに気付く姿を通して，祖父母への敬愛を深

め，家族の一員として慈しむ心情を養う。
2月24日

3-① 34 卒業文集最後の二行 C-(11)
いじめを許さ

ない心
いじめの非情さへの理解を深め，差別や偏見を見抜き，人間として許されないことを許さない態度を育てる。 3月3日

3-② 35 お別れ会 C-(15)
我が校を愛

する心
自分の学校に対する愛着を深め，協力して校風を継承し，発展させようとする態度を育てる。 3月10日

研究部(道徳教育)

作成資料

C-(17)

C-(18)

文化の尊重

国際理解

国際社会と向き合う我が国の一員としての自覚と責任をもって，国際貢献に努めようとする道徳的態度

を養う。

他の国々の人々や文化に対する理解を深め、尊重しようとする意欲を高める。
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（７）「特別活動の時間」の全体計画と年間計画  

令和５年度 特別活動 全体計画 
         枚方市立第四中学校 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指
導
の
方
針 

学級を単位として 
・自発的、自治的な活動の中心とし、生徒主体となるように進める 

・合意形成を図っていくための手順や方法を身につけさせる 

・時には題材を設定し、問題意識を高めさせ、課題解決に向けて実

践させる 

・よりよい学校生活づくりを通じて、自発的、自治的な能力を高め

る。 

・ボランティア活動等の社会参加を通じて、社会貢献の精神を育

む。 

・全校生徒が生徒会役員であることを自覚し、よりよい校風作づく

りに尽力できる態度を養う。 

多様な他者との協働（つながり）を意識して 
・それぞれの学校行事の意義やつながりを明確にする。 

・自己決定や課題解決の場面を通じて主体性を育む。 

・自己の役割や生き方を考えられる機会を充実させる。 

活
動
の
内
容 

（１）学級や学校の生活づくりへの参画 

 ア イ ウ                重点目標 ウ 

 ・学級目標設定 

 ・学級役員選出 

 ・学級組織づくり 

 ・自己紹介 

 ・校外学習、宿泊学習 

（２）適応と成長および健康安全 

 ア イ ウ エ オ           重点目標 ア、イ 

 ・支援学級びらき 

 ・平和学習 

 ・人権学習 

（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

 ア イ ウ エ オ           重点目標 ア、ウ 

・ビブリオバトル 

・職業講話 

・体育祭、文化祭 

・職業体験 

・進路学習 

（１）生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営 

 生徒会が主体的に組織をつくり、役割を分担し、計画を立て、学

校生活の課題を見いだし解決するために話し合い、合意形成を図

り実践すること。 

 

 

 

 

 

 

（４）学校行事への協力 

 学校行事の特質に応じて、生徒会の組織を活用して、計画の一部

を担当したり、運営に主体的に協力したりすること。 

（５）ボランティア活動などの社会参画 

 地域や社会の課題を見いだし、具体的な対策を考え、実践し、地

域や社会に参画できるようにすること。 

 

（１）儀式的行事 

  新しい生活の展開への動機付けや学校生活を振り返る機会と

する 

  ・入学式・卒業式（国旗掲揚、国歌斉唱） 

  ・始業式・終業式 

 

 

 

 

 

（４）旅行・集団宿泊的行事 

キャリア教育の一環として自然に触れる体験を重視し、 

個人の役割の自覚と集団生活の規律を学ぶ。 

１年：自然体験（京都府宇治） 

２年：宿泊体験（滋賀県琵琶湖） 

３年：宿泊体験 

（５）勤労生産・奉仕的行事 

学ぶや働くことに関する意義や役割の理解を深め、将来の職

業選択や自らの生き方を考える。 

・職業講話 

・職場体験活動（２日間） 

本
校
の
特
色 

・全教科における話し合い活動の充実 

・教科横断的な取り組みの実施 

・キャリア教育を軸とした体験活動を実施し、まとめ、プレゼンテー

ションをおこない、意見交流の場を持たせている 

・朝のあいさつ運動 

・体育祭・文化祭の活動を通じて、縦と横のつながりを意識した取

り組みを実践し、リーダーの育成を図る。 

・募金活動等の社会貢献活動。 

・防災ディスカッション等への参加、他校との交流。 

・異年齢集団の行事を活用して「自立」「協働」「創造」の力を身につ

けさせている 

・キャリア教育を軸とした体験活動を実施し、学ぶことや働くこと

に関する意義や役割の理解につなげている。 

・小学校や保育所・幼稚園、地域の事業所との連携で 

・職業講話や職場体験活動などでの自己決定する場面が多い。 

・ふりかえり活動が重視し、自己の成長や課題を実感できる・ 

評
価
と
改
善 

・さまざまな活動の過程で生徒の成長を促す手立てを講じる 

・集団決定や自己決定した内容の実践と課題を自己評価や相互評

価、教師の観察などで評価し、よりよい実践につなげる 

・生徒アンケート、学校自己診断等の評価結果を分析し、次なる取

り組みにいかす 

・生徒アンケートの実施。生徒の実態や様子を把握し、課題の克服、

学校行事の改善につなげる。 

・定例委員会等の活動を通じて、学校の問題点を共有し、よりよい

学校生活を送るための工夫や取り組みにいかす。 

・生徒アンケートを実施し、学期や行事の前後での生徒の状態を見

取り、キャリア・カウンセリング（教育相談を含む）に活用する。 

・学期ごとに各行事の内容を振り返る校内研修を実施し、その効果

を数値化するとともによりよい実践につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

② 年間計画 
 

特別活動の重点目標 

・「生き生きした学級づくり」を柱にして、生徒一人ひとりの自己実現を図る 

・生徒が自ら考え、課題を発見し、相互に学びあう活動を通して、人間形成に必要な資質

の向上と、社会の変化に主体的に対応できる力を養う 

学級活動の目標 

多様な他者とより良い人間関係を形成し、協働し

て日常生活の向上を図ろうとする態度を養う。 

生徒会活動の目標 

学校生活の充実と向上を図り、委員会や学年・学

級など生徒の諸活動の連絡調整を行うことで自

主・自立の精神や社会性を育成する。 

学校行事の目標 

学校生活に充実感と達成感を感じさせ、集団や社会への

所属感を持たせる。また学年の枠を超え、体験的な活動

を行うことを通して、意義や必要となることについて理解

し、主体的に考えて実践できる能力を養う。 

学校の教育目標 

学びあい、つながりあい、幸せな人生にむけて挑戦し続ける生徒の育成 

目指す生徒像 『自分で考え判断し、行動できる生徒』 

・人権キャリアを大切にできる生徒 

・課題解決に主体的に取り組む生徒 

・誇れる地域のオンリーワンな生徒 

 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

枚方市教育委員会の教育大綱 

 

学校や地域の実態と課題 

地域住民や保護者の教育的関心は

高い。PTA 活動についても協力的で

ある。 

生徒の実態や発達課題 

・基本的生活習慣が全般的に身につ

いている。 

・学習に対する意欲が高い 

・規範意識が高い 

教職員や保護者の願い 

・自主自立の精神を持つ人間 

・コミュニケーション能力の向上 

・自分の将来について主体的に考

え、行動できる 

生徒指導 
・基本的生活習慣の確

立に根ざした生徒の育

成 

・社会性の向上と自己

指導力の育成 

・内面理解に根ざした指

導の推進 

各教科との関連 

・主体的な学習態度の育成 

・科学的なものの見方・考え方の育

成 

・学習規律の確立と磨きあい、高め

あう集団の育成 

道徳教育との関連 

互いに考えを尊重し、伝え合い、人

間としての生き方について、共に深く

考え合う 

人権教育との関連 

自尊感情を高め、他者受容の

態度を育て、豊かな人間関係

づくりを目指す 

学習環境の整備・充実 

・教室のユニバーサルデザイン 

机と椅子のテニスボールカバー、掲示

物の精選などにより、学習に集中しや

すい環境づくりに努める 

・ICT機器の充実 

各教室にスクリーンとプロジェクターの

常設、全生徒と全職員がタブレットをも

つことにより、発展的に考えたり、自分

の意見を表現したりする力を養う。 

地域・小学校との連携 

・小中連携 ： 小中一貫事業として、「めざすハタ

チ像」を第 四中学校区で共有し、生徒に身につけ

させた い力を明確にして教科を軸に連携する。ま

た、 小中交流会にて、中１が小６に中学校生活に

 ついて報告する。                   

・地域連携（開かれた教育課程） ： オープンスク

ールだけでなく清掃活動や職場体験、部活動等で

地域と触れ合う機会を設ける。  

・地域の方々による教育活動への支援  

・「めざすハタチ像」の共有  

本校のキャリア教育 

・学習と自己実現のつながりを考えたり、

自主的に学ぶことと働くことの意義を意

識して学習の見通しを立て、振り返る力

の育成 

・社会の一員として考えて行動する生徒

の育成 

・目標を持って、生き方や進路に関する

適切な情報を収集・整理し、自己の個

性や興味・関心と照らして考えるちから

を養う 

総合的な学習の時間との関連 

・体育祭、文化祭 

・キャリア教育 

１年：小中交流会 

２年：総合発表会 

３年：進路学習 

めざすハタチ像 

「自分らしく、まわりとつながり、

何事にもチャレンジする」 

保護者との連携 

・PTAの各種事業に

よる教育活動への

支援 

・教育課題等の共有

と協働 

（２）（３）文化的行事・体育的行事の融合「体育祭・文化祭」 

異年齢集団による創作活動を通じて主体性を育み、自己の役割の理解や責任感や連帯感の涵養につなげる。 
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特別活動年間計画 

  １年 ２年 ３年 

４ 

１ 学級開き・学級づくり (１)―イ 学級開き・学級づくり (１)―イ 学級開き・学級づくり (１)―イ 

２ 自己紹介 (２)―オ 自己紹介 (２)―オ 自己紹介 (２)―オ 

３ 共生社会学習 (２)―イ 共生社会学習 (２)―イ 共生社会学習 (２)―イ 

４ 校外学習にむけて (２)―ア 校外学習にむけて (２)―エ 修学旅行にむけて  (２)―エ 

５ 

５ 校外学習にむけて (２)―イ 校外学習にむけて (２)―ア 修学旅行にむけて (２)―ア 

６ 生徒総会にむけて (１)―ウ 校外学習にむけて (２)―イ 修学旅行にむけて (２)―イ 

７ ＨＲ学習会 (２)―ア ＨＲ学習会 (２)―ア ＨＲ学習会 (２)―ア 

６ 

８ 防災訓練 (２)―エ 防災訓練 (２)―エ 防災訓練 (２)―エ 

９ 総合発表会にむけて  総合発表会にむけて  総合発表会にむけて  

10 総合発表会にむけて  総合発表会にむけて  総合発表会にむけて  

11 ＨＲ学習会 (２)―ア ＨＲ学習会 (２)―ア ＨＲ学習会 (２)―ア 

７ 

12 平和学習 (３)―イ ビブリオバトル (３)―イ 平和学習 (３)―イ 

13 ビブリオバトル (３)―イ 非行防止教室 (２)―ウ ビブリオバトル (３)―イ 

14 １学期の反省 (１)―ア １学期の反省 (１)―ア １学期の反省 (１)―ア 

９ 

15 体育祭、文化祭にむけて (２)―エ 体育祭、文化祭にむけて (２)―エ 体育祭、文化祭にむけて (２)―エ 

16 体育祭、文化祭にむけて  体育祭、文化祭にむけて  体育祭、文化祭にむけて  

17 体育祭、文化祭にむけて  体育祭、文化祭にむけて  体育祭、文化祭にむけて  

18 体育祭、文化祭にむけて  体育祭、文化祭にむけて  体育祭、文化祭にむけて  

10 

19 体育祭、文化祭ふり返り  体育祭、文化祭ふり返り  体育祭、文化祭ふり返り  

2

0 
ＨＲ学習会 (２)―ア ＨＲ学習会 (２)―ア ＨＲ学習会 (２)―ア 

21 生徒会役員選挙にむけて (１)―ウ 生徒会役員選挙にむけて (１)―ウ 生徒会役員選挙にむけて (１)―ウ 

11 

2

2 
ビブリオバトル (３)―イ 職業体験にむけて (３)－ア 進路学習 (３)―イ 

2

3 
職業講話にむけて  性教育 (２)―ウ 進路学習  

2

4 
ＨＲ学習会 (３)―ア ＨＲ学習会 (３)―ア ＨＲ学習会 (３)―ア 

12 

2

5 
性教育 (２)―ウ ビブリオバトル (３)―イ ビブリオバトル (３)―イ 

2

6 
人権学習 (２)―ウ 人権学習 (２)―ウ 人権学習 (２)―ウ 

2

7 
２学期の反省 (１)―ア ２学期の反省 (１)―ア ２学期の反省 (１)―ア 

１ 

2

8 
ＨＲ学習会 (３)―ア ＨＲ学習会 (３)―ア 進路学習 (３)―ウ 

2

9 
人権学習 (２)―イ 人権学習 (２)―イ ビブリオバトル (３)―イ 

3

0 
ビブリオバトル (３)―イ ビブリオバトル (３)―イ 学年行事  

２ 

31 学年行事  学年行事にむけて  性教育 (２)―ウ 

3

2 
進路学習 (３)―エ 学年行事  ３学期の反省 (１)―ア 

3

3 
進路学習 (３)―ウ 進路学習 (３)―ウ ３年間のふり返り  

３ 

3

4 
３学期の反省 (１)―ア ３学期の反省 (１)―ア 進路学習 (３)―ウ 

3

5 
２年生にむけて (３)―ウ ３年生にむけて  これからの自分の生き方 (３)―ウ 
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（８）「人権教育」の全体計画と年間計画 

 ① 全体計画 

Ｒ5 年度 枚方市立第四中学校 人権教育 全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

学びあい、つながりあい、幸せな人生に向けて挑戦し続ける生徒の育

成 

関係法令等 

・日本国憲法 ・教育基本法 ・学校教育法 ・子どもの権利条約 ・人権及び人権啓発に関する基本計画 

・障害者差別解消法 ・ヘイトスピーチ対策法 ・部落差別解消推進法 

本校の実態 

＜生徒像＞ 

本校の生徒像として、経済的に余裕のある家庭が多く、保護者とともに、人と比べて自分の位置を確

かめようとする生徒が非常に多い。人間関係が希薄で、ありのままの自分を大切にすることができな

い生徒も多い。反面、温厚な生徒が多く、子ども同士は仲間との繋がりを求めている。 

＜保護者・地域の願い＞ 

いじめや差別のない学校を願い、子どもが楽しく学校へ行くことを望んでいる。反面、勉強に固執す

る家庭が多く、偏差値の高い学校へ進学することを強く望んでいる。 

育てたい生徒像 

・違いを認める豊かな心をもつ生徒 

・自分を大切にすることができる生徒 

・差別やいじめを許さない生徒 

目指す教員像 

・確かな人権感覚をもつ 

・個別の人権課題を自分の問題として捉え、 

解決していくための実践ができる 

・生徒や保護者に寄り添うことができる 

・ 

教職員研修 

・人権問題について理解する 

・生徒と結びつけ、指導に活かす 

・日常的に人権感覚を研ぎ澄ます 
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人権教育 

学級 
（集団・仲間づくり） 

総合的な学習の時間 各教科（道徳） 

４０人が集まる学級には、４０通りの生活があ

り、４０通りの違いがある。社会の縮図ともい

える学級で、４０人が４０通りの違いを認め合

い、支え合い、ともに力を合わして乗り越えて

いくことが出来る力をつけるために取り組ん

でいること自体が、人権教育と結びついてい

る。また、個別の人権課題を自分自身に引き

つけて学ぶためにも、仲間の存在が重要であ

る。仲間の生い立ちと重ねて、自分の生い立

ちをふり返り、生き方を考えられるようにな

る。お互いの悩んでいることを出し合い、共

有することによって、お互いを鍛え合うよう

な関係を育てる。違いを認め合うことができ

るようになるためには、子どもたちを生活ご

と繋げることが重要である。そのために班活

動に力を入れ、子どもたちを繋げる取り組み

が必要がある。 

 

道徳が教科化されたことから、道徳教育と人権

教育の関連性を考えて取り組んでいく必要があ

る。文部科学省も、道徳科で人権について教え

ることを承認している。検定を通ったある教科

書では、子どもの権利条約、世界人権宣言、を教

材化している。「私には夢がある」（黒人差別を

なくそうとする運動）や、「差別のない社会を目

指す」という教材では、世界人権宣言と結びつ

けつつ、外国人差別を教材化している。そのた

め、道徳部、人権部とタイアップして取り組みを

進めていくことが、より豊かな心を育むことに

繋がると考えることが出来ると考えられる。各

教科においても、命、歴史、科学、言語、文化、芸

術など、人権教育と関連して学びを深めていく

ことが必要だと言える。 

・職業差別 

・就職差別 

・結婚差別な

ど 

・在日コリアン 

・中国残留孤児 

・難民の問題 

・ニューカマーな

ど 

・女性差別 

・セクシュアルマ

イノリティ 

・就職差別 

・職業差別など 

・共生教育 

・ユニバーサルデ

ザイン 

・バリアフリー 

など 

・命の大切さ 

・戦争の悲惨さ 

・世界の紛争 

など 

・メディアリテラ

シー 

・根拠なき情報 

・誹謗中傷 

・ＳＮＳ上での人

権侵害 など 

など 

部落問題

学習 

ジェンダー

学習 

多文化 

共生教育 

障がい者 

理解教育 
平和学習 情報教育 

個別の人権課題（領域別） 最低でも３年間

に一度は学習 

ＩＣＴ部、支援教育部、養護教諭

などとのタイアップ 
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②年間計画 
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（９）食育推進全体計画と年間計画 

令和５年度 食に関する指導の全体計画 

生徒・地域の実態 

弁当を好む生徒が多い。給食には、子

どもたちの好き嫌いによる栄養バラ

ンスの偏りなく、様々な食材が献立

に含まれているが、苦手なものは残

す生徒が一定数いる。 

 教育目標  

 

学びあい つながりあい 

   幸せな人生に向けて挑戦し続ける生徒の育成 

 学習指導要領 

食育基本法 

食育推進基本計画 

教育委員会の方針 

 

食に関する指導の目標 

① 食事の重要性、食事の喜び、楽しさの理解をする 

② 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、自ら管理していく能力を身につける 

③ 正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身につける 

④ 食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心を育む 

⑤ 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける 

⑥ 各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ 

 

各学年の食に関する指導の目標 

1 年 2 年 3 年 

 毎日規則正しく食事を摂ることができ

る。 

 自分の生活や将来の課題をみつけ、望ま

しい食事の仕方や生活習慣を理解し、自

らの健康を保持増進しようとする。 

 食環境と自分の食生活との関わりに

ついて理解することができる。 

 身体の発達に伴う必要な栄養や食品

に含まれる栄養素の種類と働きを知

り、中学生の時期の栄養について理解

する。 

 生活の中で食事が果たす役割や健康

との関わりを理解する。 

 1 日分の献立をふまえ、簡単な日常食

の調理ができる。 

 食品の安全で衛生的な取り扱いがで

きる。 

 

特
別
活
動 

昼食の時間 

（全学年） 

 決められた時間内に食べる。食事のマナーに気をつける。好き嫌いなく食べる。 

 食事の場の雰囲気づくり、食前・食後の過ごし方を考える。 

 すべての人に感謝の気持ちをもつ。 

 協力して食事の準備をするという気持ちをもつ。 

学級活動 安全で衛生的な昼食・楽しい昼食・健康な心身をつくるための指導、正しい生活習慣の確立 

学校行事 身体測定、内科検診、歯科検診、宿泊的行事 

生徒会行事 保健委員会活動、生徒集会 

 1 年 2 年 3 年 

教
科
と
の
関
連 

技術･家庭 

(家庭分野) 

私たちの食生活 

 健康と食生活 

私たちの食生活 

 食品の選択と保存 

 調理をしよう 

 地域の食材と食文化 

 

保健体育   健康な生活と病気の予防 

理科 植物のくらしとなかま 動物のくらしとなかま 自然と人間のかかわり 

社会 

〔地理的分野〕 

世界各地の人々の生活と環境・世界の諸地域 

〔歴史的分野〕 

古代までの日本・中世の日本 

〔地理的分野〕 

日本の地域的特色と地域区分・日本の諸

地域 

〔歴史的分野〕 

近世の日本・開国と近代日本の歩み・ 

〔歴史的分野〕 

二度の世界大戦と日本・現代の日本と世

界 

〔公民的分野〕 

現代社会と私たち・私たちの暮らしと経

済 

英語 

GET Plus1 

（どんな食べものが好きか聞き合う） 

 

 

Lesson2 

（職場体験【農場】） 

Lesson6 

(中国茶について) 

Project1 

(日本限定アイスクリームの提案) 

Take Action!  

(サンドイッチに何を入れるか考える) 

家庭・地域連携 給食だより、保健だより、PTA 実行委員会 

個別指導 
保護者からの申し出、定期健康診断の結果、エピペン所持、日常の食生活の様子等から個別相談指導が必要な生徒を対象に実施す

る。 
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（１０）中学校区のキャリア教育全体計画 

 

 

めざす
ハタチ像

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

発達段
階の目
標

自己を見つめ
る

達成感を味わ
う

進路を切り開
く

つけたい
力

つながる
わかる
きめる

つながる
わかる
えがく

つながる
きめる
えがく

チャレンジ

活動名

・給食がはじ
まるよ

・みんなみん
な大すきだよ

・ともだちをつ
くろう

・ともだちを知
ろう

まちたんけん 福祉教育
わが国の産

業
修学旅行の
取り組み

職業講話
体育祭
文化祭

職場体験
体育祭
文化祭

保育体験
進路選択
体育祭
文化祭

目　的

・給食当番と
してそれぞれ
が役割を果た
すことの大切
さを知る
・家の人の仕
事を知る

・自分以外の
他者を知り、
なかよくなれ
る。

働く人の仕事
を理解し、仕
事の楽しさや
苦労を知る

夢を持つこと
の大切さに気
付き、目標に
向かって希望
と勇気持って
くじけないで
努力しようと
する心情を育
てる

私たちの生活
を支える仕事
やその工夫を
知る。

平和の大切
さ、命の尊さ
を知りる

将来について
考える

仕事について
考える

自己の進路に
ついて考える

活動内
容

・給食当番と
してそれぞれ
が役割を果た
す。
・家の人の仕
事調べ自分に
できることを
やってみる

・ともだちのい
いとこみつけ

地域のスー
パーや施設の
様子を見学す
る
スーパーで働
く人の仕事を
見学する

障がい者の方
から職業や将
来の話を聞く
ふれあい交流
会を計画・実
行する
高齢者の方に
お礼の手紙を
書く

・バケツ稲づく
り
・自動車工場
見学
・新聞社見学

・社会科で戦
争について学
習する
・ヒロシマにつ
いて調べ学習
をする
・原爆被害者
の会の人の
話を聞く

将来の姿を考
える
仕事の話を聞
く
表現活動

職業体験
表現活動

進路選択

期待する
子どもの
変容
目的達
成に向
けたポイ
ント

・自分の役割
を知り仕事を
やりとげようと

する。
・家族の一員
として自分に
できることをし
ようとする。

・他者を認め、
なかよくしよう
とする。

・遊びの中か
ら、他者を知

る。

校区のスー
パーや施設の
人々に関心を
持つことがで

きた

障がい者の
様々な生活や
生き方がある
ことに気付い

た

稲を育てる体
験や工場、新
聞社等の見
学を通じ、私
たちの生活を
支える産業を
知り、そこで
働く人の工夫
や姿勢に興味
を持つ。

修学旅行に向
けての学習を
通じ、命と平
和の尊さを知
り、家族や仲
間を思いやる
心をそだて、
将来の自分に
ついて考えら
れる力を持
つ。

将来の姿や
仕事について
考え、社会を
見つめること
ができる

表現の探求に
より社会の仕
組みを感じる

実際の仕事に
触れ、社会の
仕組みを理解

する
表現の探求に
より社会の仕
組みを感じる

保育に触れ、
自己理解から
進路選択がで

きる
表現の探求に
より社会の仕
組みを感じる

つながる
わかる

つながる
チャレンジ

つながる
わかる
きめる

四中学園　キャリア教育全体指導計画

自分らしく　まわりとつながり　何事にもチャレンジする

学　年
小学校 中学校

なかよしになろう
（関心をもとう）

友達と協力しあおう
（関わりを深めよう）

自己を生かそう
（自分を大切に）
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(１１)学校保健・安全計画 

１． 目標 

  生徒ひとりひとりの心身の健康な発育を目指して、保健教育、保健・安全管理を行う。 

２． 重点目標 

（１） 自分の身体に関心を持ち、自主的な健康管理のできる態度を養う。 

（２） 基本的生活習慣の形成や、生活リズムの確立を目指す。 

（３） 生徒の実態に即した保健指導を行う。 

（４） 家庭、地域社会との連携を密にして、協力体制の強化を図る。 

３． 学校保健・安全計画 

月 月の重点目標 学校保健関係行事 保健・安全管理 保健教育 

４ 自分の健康状態を知

ろう 

・定期健康診断（身体測定・視力検

査・聴力検査・検尿一次・内科検診・

12 誘導心電図検診） 

・保健委員会活動 

・保健調査の実施 

・定期健康診断の計画立案と実施 

及びその事後措置・感染症予防

対策 

・健康相談 ・交通安全 

・健康診断の事前事後指導 

・保健室の使い方・保健だより発行 

・うがい、手洗い、アルコール消毒

の励行 

５ けがの予防 ・定期健康診断（内科検診・心臓医

師心電図検査・耳鼻科検診・検尿二

次検査・検尿三次検査）・修学旅行・

保健委員会活動 

・定期健康診断の計画立案と実施 

及びその事後措置 

・宿泊学習の事前健康調査及び準

備   

・修学旅行・健康相談 

・健康診断の事前事後指導 

・けがの予防  

・宿泊学習時の健康安全 

・保健だより発行 

６ 歯の健康を考えよう ・定期健康診断（眼科検診・歯科検

診） 

・水質検査・防災訓練 

・学校保健委員会・保健委員会活動 

・１，２年校外学習 

・定期健康診断の計画立案と実施

及び 

その事後措置 

・健康相談 

・感染症対策 

・災害時における安全管理 

・健康診断の事前事後指導 

・梅雨時の食中毒予防・保健だより 

・歯と口腔の健康・プールの安全指

導 

・うがい、手洗い、アルコール消毒

の励行 

７ 夏を元気に過ごそう ・プール水質検査・保健委員会活動 

・1 年交通安全教室 

・2 年薬物乱用防止指導 

・3 年非行防止教室 

・定期健康診断結果のまとめ及び 

要精検者の事後指導 ・空気検査 

・プールと飲料水の水質管理 

・熱中症予防 ・夏休みの健康と安

全 

・夏休みの生活 

・保健だより発行      

・熱中症（休息と水分補給） 

・うがい、手洗い、アルコール消毒

の励行 

９ 生活リズムを整えよ

う 

・文化祭・体育祭 

・保健委員会活動 

・基本的生活習慣 

・健康相談 

・生活リズムを整える。 

・保健だより発行 

10 運動にしたしもう ・保健委員会活動 ・健康相談・健康安全管理 ・保健だより発行 

・うがい、手洗い、アルコール消毒

の励行 

11 自分のからだを知ろ

う 

・保健委員会活動 

・モアレ検査・性教育指導 

・感染症予防・対策 

・手洗い場の衛生管理 ・健康相談 

・保健だより発行・うがい、手洗い、

アルコール消毒の励行 

12 感染症を予防しよう ・教室換気点検 

・保健委員会活動 

・感染症予防・対策 

・換気指導・冬休みの健康安全 

・健康相談 

・うがい、手洗いの励行 

・冬休みの健康指導 

・保健だより発行 

１ 食生活を考えよう ・教室換気点検 

・保健委員会活動 

・健康相談 ・保健だより発行・うがい、手洗い、

アルコール消毒の励行 

２ 心の健康を考えよう ・照度検査・保健委員会活動 

 

・健康相談 ・心の健康 

・保健だより発行 

３ 1 年間の健康生活を

振り返ろう 

・保健委員会活動 ・次年度定期健康診断の計画 

・今年度保健室来室状況及び学校

災害のまとめ ・春休みの健康安

全 

・春休みの健康指導 

・保健だより発行 

・３年成長の記録配布 
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◎…1単位時間程度の指導 ●…短い時間の指導

月　　

月の重点目標

令和５年度　　　学校安全計画 ※学級活動の欄

１０８ ９

安全な登下校を

しよう

施設・設備の安

全・適切な利用

を心がけよう

健康と安全に留

意しよう

生活リズムを保

ち、健康で安全

な生活を送ろう

７４

安

全

指

導

◎自己の生活の

振り返り

◎夏休みの生活

計画と安全・防

犯

生命尊重

理科室の使用上

の注意

道徳

自然災害と防災・

減災への取り組み

（２年地理）

関東大震災（３年

歴史）

薬品・ガラス器

具の使い方

ガスバーナーの

使い方

保健分野

備品の点検整備

カッターの使い

方

電動のこぎりの

使い方

カッターの使い

方

体力テスト

備品の点検整備

集団行動の徹底

用具・施設の使

い方

地形から見た日本

の特色・気候から

見た日本の特色

（２年地理）

平和を求めて

（生命の尊重）

技術

家庭

役割と責任

心身の発達と心の

健康（1年）

健康と環境（2年）

健康な生活と病気

の予防（3年）

技術室の使用上の注意

●夏の生活の振

り返り

●登下校の安全

●交通機関活用

のルール・マ

ナーについて

器具・用具点検

●夏の生活の振

り返り

●風紀・挨拶、登

校指導

●夏の生活の振

り返り

●登下校の安全

◎自己の生活の

振り返り

◎夏休みの生活

計画と安全・防

犯

◎非行防止教室

●昼休みの過ご

し方（ボール使

用の注意）

◎新入生オリエ

ンテーション（ク

ラブでの安全・

下校時間･登下

校の安全）

主な学

校

行事等

実習・製作中の

安全と防災(１・

２年)

・新体力テスト

・校外学習（１

年）

・宿泊学習（２

年）

・修学旅行（３

年）　　・防災避

難訓練（火災）

・終業式 ・始業式

●生活委員会

（登下校時の安

全）

●クラブ部長会

（クラブ中の安

全・下校時の安

全）

◎校外学習での

安全

◎自転車の安全

な乗り方

◎避難訓練

◎自分の生活の

振り返り

◎夏休みの生活

計画と安全・防

犯

包丁の安全な使

い方（２年）

学

級

活

動

学校安全に関

する

組織活動

・登下校指導（年

間）

・春の交通安全

運動時の啓発活

動

・保護者、教職員

の街頭指導

通学路の点検

（交通安全運動）

第

2

学

年

第

1

学

年

５ ６

安

全

管

理

安

全

教

育

学校生活におけ

る安全
対人管理

対物管理

生徒会

活動

安

全

学

習

健康と食生活

（1,２年）

◎修学旅行での

安全

◎障がいのある

人への理解と支

援

◎校外学習での

安全

◎校外学習での

安全

◎避難訓練

●雨天時の校舎

の通行の注意

・入学式

・健康診断

・春の交通安全

運動

◎避難訓練

●雨天時の校舎

での過ごし方

●通学路の確認

・交通安全指導

●避難経路の確

認

●通学路の確

認・交通安全指

導

●部活動での安

全

●通学路の確

認・交通安全指

導

●避難経路の確

認

第

3

学

年

◎総合発表会の

取り組みの安

心・安全な活動。

下校時間の遵守

社会への奉仕 公徳心と正義

洗濯機の使用の

注意（１年）

１２

健康と安全に留

意しよう

健康と安全に留

意しよう

交通法規を理解

し、順守しよう

１１

備品検査

集団生活の向上

電気器具の使い

方

武道（剣道）用具

の使い方と手入

れ

水泳の事故防止

について

健康管理

備品検査

薬品検査

東日本大震災（２

年地理）

備品の点検

備品検査 備品検査体育分野

理科

社会

美術

危険に対して適

切な対応をとれ

るようにしよう

健康と安全に留

意しよう

郷土愛

理科室と準備室

の整備

生きる喜び
共に学び共に成

長すること

自然環境に適応す

る人々の工夫（２

年地理）

器具の安全点検

作業場所の確保

と危険の回避

電子機器の利用

と安全

実習時の安全な

服装

電磁波の影響に

ついて

工作機械や工具

の点検　工具の

安全な使い方

切削加工時の安

全

材料の切断・接

合

大地の変化　火

山・地震・津波

自然の制約に適応

する人々の工夫

（２年地理）

はさみ、カッター

の使い方

阪神・淡路大震災

（２年地理）

彫刻刀の正しい

使い方

ニードルの使い

方

備品点検

二－ドルなどの

点検

備品点検

美術室の使用上

の注意

AED講習会

裁縫道具の使用

上の注意（１年）

食品の安全と情

報（２年）

火を扱うときの

注意（２年）

幼児とふれ合う

準備（３年）

災害への備え・

地域の安全（１

年）

器具・用具点検

応急手当の仕方

（2年）

電気器具の過熱

と漏電

家庭内の安全（１

年）

暮らしの中の

マーク表示（2

年）

室内の空気を汚

染するもの（１

年）

器具・用具点検

備品の点検整備

電気器具の取扱

い

電気の安全な利

用

実習時の安全な

服装

●1年間の反省

◎震災から学ぶ

命

●球技大会での

安全

●火器への注意

◎冬休みの生活

計画と安全と防

犯

●冬休みの振り

返り

◎災害への備え

と協力

◎降雪時の安全

●けがの発生状

況とその

防止

・秋の交通安全

運動時の啓発活

動

●生徒朝礼（下

校時刻の厳守）

●クラブ部長会

（下校時刻の確

認・下校時の安

全）

◎総合発表会の

取り組みの安

心・安全な活動。

下校時間の遵守

●下校時間の遵

守

◎交通事故の加

害と被害

◎避難訓練

●秋の交通安全

指導

◎職場体験学習

での安全な活動

●秋の交通安全

指導

●疾病と予防、

体調管理につい

て

◎避難訓練

◎総合発表会の

取り組みの安

心・安全な活動。

下校時間の遵守

●秋の交通安全

指導

●自転車点検

●総合発表実行

委員会（活動時

間の厳守・活動

のきまり）

●下校時間の遵

守

◎携帯電話や

ネットの安全な

利用

◎避難訓練

●降雪・凍結時

の安全

●球技大会での

安全

◎震災から学ぶ

◎学校・教室環

境の整備修繕

●降雪、凍結時

の安全

●自身の健康管

理()

自転車の乗り方
プール授業での

安全

熱中症の防止

自転車の乗り方

●生活委員会

（雨天時の校舎

内の過ごし方）

●保健委員会

（けがの注意）

●保健委員会

（健康管理・熱中

症対策）

●クラブ部長会

（夏休みのクラ

ブ活動の注意

点）

・８８０万人訓練

・秋の交通安全

運動時の啓発活

動

・保護者、教職員

の街頭指導

不審者への注意

喚起

登下校時の安全

パトロール

防火設備の点検避難経路の確認

・避難訓練

・校外における

生徒の安

全行動把握、情

報交換

・防災講演会

・地域の危険箇

所点検

・防災に関する

研修

・心肺蘇生法

（AED）研修

・交通安全教室

・非行防止教室

・薬物乱用防止

教室

・保健委員会

・地域パトロール

総合発表会の準

備と安全
避難訓練

体育祭での運動

場整備
プールの安全点検

学校設備の安全

点検

●保健委員会

（健康管理・イン

フルエンザ対策）

●クラブ部長会

（下校時刻の確

認）

●1年間の反省

●球技大会での

安全

◎震災から学ぶ

命

・避難訓練（不審

者）

・冬季の通学路

点検

・防災避難訓練

(不審者)
・終業式

◎震災から学ぶ

●冬休みの振り

返り

●自身の健康管

理

●火器の注意

◎冬休みの生活

計画と安全と防

犯

●自身の健康管

理

●冬休みの振り

返り

●自身の健康管

理

●交通機関活用

のルール・マ

ナー

・四中見学会

●本部指導（四

中見学会での安

全確認）

●クラブ部長会

・始業式

・避難訓練（地

震）

●火器の注意

●球技大会での

安全

◎冬休みの生活

計画と安全と防

犯

・年末・年始の交

通安全に関する

啓発活動

学校備品の安全

点検

１年間の安全点

検の評価

１年間の人的管

理の評価

・球技大会

・卒業式

・球技大会

・修了式

・保健委員会

枚方市立第四中学校

器具・用具点検

器具点検整備

備品検査（台帳

管理）

電気製品の製作

時の安全配慮

電気工具の安全

な使い方

はんだ付けによ

る火傷の注意

他者への感謝

３２

印刀の使い方

絵の具・用具の

保管
器具・用具点検

交通法規を理解

し、順守しよう

生活リズムを保

ち、健康で安全

な生活を送ろう

自主自立

１

健康と安全に留

意しよう

生命の尊重

備品点検

薬品点検
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（１２）学年の目標 

 

＜第一学年＞ 

目標 

 

自分を見つめ、他人を認め合う姿勢を育て、中学生としての自覚を育てる 

 

つけたい力 方 策 

・集団生活の規律とマナーを身につけさせる 

・中学校生活全般において、挨拶、チャイム席、清掃などの指導

に努める 

・学年教師集団の連携と共通認識のもとで指導にあたる 

・より良い集団を目指し、思いやりの心を育てる 

・クラス・班・係を単位にした活動を充実させ、互いに励まし合

ったり、注意し合ったりして、人とのつながりの中で成長を

促す 

・リーダーの育成を図る 

・互いの人権を尊重し、友情を深めさせる 
・各教科、道徳、特活、総合的な学習の時間において、互いの人

権を尊重する取り組みを行う。 

・基礎学力を定着させる ・落ち着いた雰囲気の中で授業を受けさせる 

学年行事 

・校外学習  ６月９日（金） 

・職業講話 ２学期頃を予定 

  

 

＜第二学年＞ 

目標 自分を見つめ、他人を認め合う姿勢を育て、地域社会の一員としての自覚を持たせる 

つけたい力 方 策 

・集団生活の規律とマナーを身につけ、自ら考

え、行動できるようにする 

・中学校生活全般において、挨拶、チャイム席、清掃などを自ら

できるようにさせる 

・学年教師集団の連携と共通認識のもとで指導にあたる 

・ともに成長する喜びを感じられるより良い集

団を作る 

・生徒会活動などを通して生徒達が互いに協力することにより

達成感を持たせる 

・リーダーの育成を図る 

・互いの人権を尊重し、思いやりの心を持ち、 

 友だちを大切にできる 

・各教科、道徳、特活、総合的な学習の時間において、互いの人

権を尊重する取り組みを行う 

・基礎学力を定着させ、活用できる 
・落ち着いた雰囲気の中で授業を受けさせる 

・互いに教え合って理解をすすめるよう指導する 

学年行事 

・宿泊学習 近江八幡方面      ５月３０日（火）～３１日（水）１泊２日 

・職場体験             １０月下旬 

 

 

 

 

 



39 

 

＜第三学年＞ 

目標 

 

自分を見つめ、他人を認め合う姿勢を育て、自分の進路を正しく選択できる力を育てる 

 

つけたい力 方 策 

・集団生活の規律とマナーを身につけさせ、自ら責

任を持って、行動できるようにさせる 

・中学校生活全般において、挨拶、チャイム席、清掃などができる 

・学年教師集団の連携と共通認識のもとで指導にあたる 

・進路実現に向けてより良い集団を目指し、ともに

成長する喜びを感じ、お互いを支えあえる集団

を作る 

・行事を通して仲間と頑張ることの喜びや、自分の力を活かして人

のために活動し、役立つことの喜びを感じさせる 

・５年後１０年後の自分の「生き方」を考え、その社会を生き抜く力

をつける 

・互いの人権を尊重し、相手の立場にたって認め合

うことができる 

・各教科、道徳、特活、総合的な学習の時間において、互いの人権

を尊重する取り組みを行う 

 

・基礎学力を定着させ、応用することができる 
・落ち着いた雰囲気の中で授業を受けさせる 

・互いに教え合って理解をすすめ、ともに課題解決する力をつける 

学年行事 

・修学旅行（信州方面 自然体験） ５月２１日（日）、２２日（月）、２３日（火） 
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（１３）分掌の目標と年間計画 

＜教務部＞ 

目標 
円滑な学校運営の実現に向けて支援する。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向け、系統的・計画的な教育課程を計画し実施する。 

課  題 方  策 

① 地域や学校の特色や実態に応じて、系統的・計画的

な教育課程を支援する。 

② 校務に関する基本的事項を周知徹底し、情報の共有

化を図り、円滑な事務の運営を行う。 

・各部署と連携し、学校運営の調整をする。 

・教科横断的な年間指導計画作成を支援する。 

・授業時数の確保と実施状況の調査を行う。 

・諸連絡など、デジタルによる時間短縮を推進する。 

・諸帳簿の作成と事務処理に関する情報を共有し、チェック体 

制を機能させる。 

・校内研修計画の調整を行う。 

 

①年間計画 

月 教務  PTA 
地域教育協議会 

学校評議委員会 

４ 入学式、始業式、保護者集会 PTA 委員総会 
 

５ 中間テスト、学力調査（３年） PTA 予算紙面総会  

６ 教育相談、１学期末テスト （PTA実行委員会）  

７ １学期末懇談、終業式 PTA実行委員会 学校評議委員会 

８ 校内研修会、始業式   

９ チャレンジテスト（３年）、文化祭、体育祭 （PTA実行委員会）  

10 ２学期中間テスト （PTA実行委員会）  

11 ３年保護者集会、２学期末テスト、教育相談 PTA実行委員会  

12 ２学期末懇談、終業式 （PTA実行委員会）  

１ 
始業式、チャレンジテスト（１・２年） 

卒業テスト（３年） 入学説明会 
（PTA実行委員会）  

２ ３年進路相談、学年末テスト（１，２年） PTA実行委員会 学校評議委員会 

３ 卒業式 修了式 
PTA実行委員会 

PTA決算総会 
 

 

②役割分担 

＜校務関係＞ 

・職朝連絡板の運営  ・前ＷＢの記入  ・チャイム管理  ・職員会議の司会、議事録記録 

  →１学期（３年）・２学期（２年）・３学期（１年） 

・教育計画の作成：【 小山、藤本、河野、三浦 】  ・授業時間の調整：【 小山、三浦 】 

・諸帳簿の整理：【①前川 ②北川 ③ 小山 】 

・テスト監督作成：【各学年】  

＜学校外との連携＞ 

・ＰＴＡ書記：輪番      ・市教研担当：【 三浦、小山 】 
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＜研究進路部＞ 

【学習研究グループ】 

①年間・全体計画 

 

目標 

○「主体的・対話的で深い学びのある授業」「わかる授業」「魅力的な授業」をつくっていくため、不断 

に授業改善に努め、指導力の向上をめざす。 

○「確かな学力」の向上と、生徒一人ひとりの「個に応じた指導」の充実をはかる。 

○新観点での評価の研究を進める。 

○ＵＤ（ユニバーサルデザイン）に基づいた授業づくり推進する。 

つけたい力 方 策 

<生徒側> 

・確かな学力 

・コミュニケーション力 

・キャリアデザイン力 

 

<教師側> 

・主体的・対話的で深い学び 

のある授業力 

・わかる授業力 

・魅力的な授業力 

・個に応じた指導力 

・基礎学力に課題のある生徒 

への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

※以下の方策は、左記の「つけたい力」の育成すべてに共通するものである。 

１「授業」について 

① 四中メソッドの共通理解を進め、定着させる。 

② 定期テスト（在り方についての検討も含む）、チャレンジテスト、学力テスト、入

試問題等の誤答を分析し、授業に活かす。 

定期テストの問題検討（各教科、早い段階で内容を把握しておく） 

副教材や提出物の見直しを行う。 

④ 形成的評価活動を行い、授業に活かす。 

⑤ ２、３年生で少人数授業を実施する。 

➄ 教室内の整備を行う。必要な道具を購入する。   

⑥ 基礎学力に課題のある生徒への支援を行う。（効果的な協働学習の授業への取

り入れ、具体的な発問や課題を提示する等） 

２「校内研修・研究授業」について 

① 校内研修を実施し、授業交流を行う。 

② 校内研究授業の実施及び運営を行う。 

③ タブレットを用いた研究授業及び報告会を行う。 

④ 先進校等視察を行う。 

３「その他」 

① テスト前学習の実施及び検討。 

② キャリアノートの活用を定着させ、自己管理能力を高める。 

③ 教科部会で、会議内容を確実に伝達する。 

4 月 「四中メソッド」の周知 

少人数授業開始 学テ問題分析 

10 月 定期テストの検討 

5 月 定期テストの検討 11 月  

6 月  

チャレンジテスト問題分析 定期テストの検討 

12 月  

7 月 校内研修 各教科学テ分析 1 月 定期テストの検討 

8 月 校内研修 2 月 定期テストの検討 

9 月  3 月 チャレンジテスト、入試問題分析 

テーマ「タブレット・ICT の効果的な活用」～協働・表現・まとめ～ 

（コミュニケーション プレゼンテーション ポートフォリオ キャリアパスポート） 
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【ICTグループ】 

目標 

【四中ＩＣＴ活用モデル】 

・授業や家庭学習などのあらゆる場面で効果的なICT機器の活用を推進する。 

・ICT機器を使うことが目的ではなく、子どもたちの学びを最優先にした効果的な活用を推進する。 

・将来的にタブレット端末が他の文房具と同様に欠かせない「ツール」のひとつになることを前提に、活用方法の

研究に努める。 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に寄与するICT機器の効果的な活用の推進に努める。 

つけたい力 方策 

【生徒】 

・情報収集能力 

・情報活用能力（自ら考え、まとめる力） 

・言語能力（発信、伝達する力） 

・主体的に取り組む力 

・他者と協働的に取り組む力 

【教員】 

・ICT機器を効果的に活用した授業力 

・ICTを効果的に活用した授業実践について、教科横断的に交

流する機会を設ける（TPT委員会） 

・教員のニーズに応じた校内研修の実施 

・タブレットルールの再検討を行う 

・他の分掌（生徒指導部や道徳・人権など）との連携を図り、

正しいタブレットの活用を促す 

・ICT委員会(生徒会)の活動の充実 

・ICT機器、放送機器を適切に管理する 

 

①年間計画 

年間計画 

１学期 ２学期 ３学期 

 ・各種アカウント年度更新 

・１年生iPad貸与 

・１年生各種アカウント発行 

・各教室のＩＣＴ機器の環境整

備 

・新転任者iPad準備 

・生徒アンケート実施 

（市教委） 

 ・夏季校内研修（内容未定） 

・文化祭、体育祭の放送機  

 器の点検・準備 

 

・生徒アンケート実施 

（市教委） 

 ・３年生iPad回収 

・１・２年生iPad確認 

・教室の ICT機器チェック 

通年 ‣放送機器の管理 

‣ICT機器の環境整備・管理（教室ICT機器・生徒のiPad・GoogleClassroom等） 

‣ICT機器の活用方法の研究・実践 

‣TPT委員会の開催 

‣校内研修（授業支援ソフト、デジタルシティズンシップ、情報教育、ＳＮＳ等(適宜)） 

‣放送委員会･ICT委員会の運営・補助 
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＜人権キャリア教育＞ 

 【人権教育グループ】 

目標 ・確かな人権感覚の育成 

つけたい力 方 策 

・確かな人権感覚 

・差別やいじめを許さない心 

・違いを認める豊かな心 

・自分を大切にする力 

・個別の人権課題を自分の問題として捉え、解

決していくための実践ができる力 

・生徒や保護者に寄り添うことができる力 

 

教職員研修 

 

・個別の人権問題について理解する 

・生徒と結びつけ、指導に活かす 

↓ 

生きた人権教育 

・確かな人権感覚に基づいた指導の実践 

 

①年間計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②役割分担 

人権主担    諸沢 

枚人権担当   中村や 

多文研担当   諸沢（事務局） 

北河内地区人権教育専門委員 諸沢 

＜各領域＞ 

部落問題学習    諸沢  

多文化共生教育   諸沢  

障がい者理解教育  諸沢  

ジェンダー学習   諸沢  

平和学習      諸沢  

情報教育      諸沢  

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１月 ２月

校

内

研

修

校

内

研

修

校

内

研

修

←人権学習をする意味

部落問題学習

（歴史）

部落問題学習

（特権～結婚差別）

←部落問題学習←多文化共生

人

権

講

演

会

に

向

け

て

平和学習

（枚方）

平和学習

（広島　長崎

沖縄）

人権作文

人

権

講

演

会

←セクシャルマイノリティ

多文化共生教育

（国際理解）

多文化共生教育

（在日問題）

多文化共生教育

（権利）

部落問題学習

（就職差別）

１２月月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

ちがいのちがい
ジェンダー学習

（性差～LGBTQ）

１

年

共

生

社

会

学

習

(

障

が

い

者

理

解

)

３年間の全体計画をベースとして、

人権学習を系統立てて行っていく。

６つの領域を３年間で１度は必ず学

習する。生徒の実態に沿って領域の

変更、追加はしてよいものとする。

障がい者理解

情報教育

クラス

ミー

ティン

グ

教

員

２

年

３

年

校

内

研

修

部落問題 ジェンダー 平和 情報

・支援学級の仲間

・インクルーシブ

・ユニバーサル

・バリアフリー

・自立

・国際理解

・日本に住む外国

人

・在日外国人問題

・権利

・職業差別

・就職差別（履歴

書）

・結婚差別

・解放運動

・ネット差別

・女性差別

・セクマイ

・自分らしさ

・制度問題

・枚方

・長崎、広島

・沖縄（地上戦）

・世界

・うわさ

・デマ

・リテラシー

・SNS

多文化共生
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【総合・特活、進路指導グループ】 

目標 
〇社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てる 

〇幸せに生き合う力を育む 

つけたい力 方 策 

〈キャリア〉 

①人間関係・社会形成能力 

②自己理解・自己管理能力 

③課題対応能力 

④キャリアプランニング能力 

①チームビルディングの要素を取り入れた取り組みを通してコミュニケーショ

ン能力やリーダーシップを継続的に向上させる。 

②自分と向き合う時間を確保することで、生徒の主体性や忍耐力などを向上

させる。 

③課題解決型の学習を実施することで、課題を解決する力を向上させる。 

④自己のキャリアについて考える学習を行うことで、学ぶこと・働くことの意

義を理解し、自己の将来設計を行うことで自己実現に向かって行動できる力

を育む。 

 

① 全体計画・年間計画 

  １年 ２年 ３年 

     

 

 

１

学

期 

人間

関係 

人間関係作り（心理的安全性） 

学級目標 

人間関係作り（心理的安全性） 

学級目標 

人間関係作り（心理的安全性） 

学級目標 

自己

理解 

・中学校生活での目標 

・学期の振り返り（２学期に向けて） 

・２年生の目標 

・学期の振り返り（２学期に向けて） 

・３年生の目標 

・学期の振り返り（２学期に向けて） 

課題

解決 

校外学習（宇治）日帰り 校外学習（近江八幡）１泊２日 修学旅行（長野）２泊３日 

キャリ

ア 

 ・「人はなぜ働くのか」を考える 

・職業体験アンケート 

・アポイントメントの取り方 

将来の自分と進路選択 

進路   オープンスクール参加と高校新

聞・レポートづくり 

 

２

学

期 

人間

関係 

・人間関係作り（心理的安全性） 

・ブレインストーミング 

・合意形成 

・チームビルディング（リーダーシ

ップとフォロワーシップ） 

 

・人間関係作り（心理的安全性） 

・ブレインストーミング 

・合意形成 

・チームビルディング（リーダーシ

ップとフォロワーシップ） 

 

・人間関係作り（心理的安全性） 

・ブレインストーミング 

・合意形成 

・チームビルディング（リーダーシ

ップとフォロワーシップ） 

 

自己

理解 

・学期の振り返り（３学期に向けて） ・学期の振り返り（３学期に向けて） ・学期の振り返り（３学期に向けて） 

課題

解決 

学校行事の目標設定（WOOP の法

則） 

（文化祭・体育祭の取り組み） 

学校行事の目標設定（WOOP の法

則） 

（文化祭・体育祭の取り組み） 

学校行事の目標設定（WOOP の法

則） 

（文化祭・体育祭へ取り組み） 

キャリ

ア 

職業適性アンケート 

職業新聞 

 

職業体験に向けて（履歴書書き・面

接マナー・事前訪問） 

進路選択を控えた仲間との悩みや

不安の共有と連帯感の確立 

進路   私学について（願書・出願・面接指導） 

３

学

期 

人間

関係 

生徒主体での学年レク 

 

生徒主体での学年レク 

 

生徒主体での学年レク 

 

自己

理解 

・学期の振り返り ・学期の振り返り ・学期の振り返り 

課題

解決 

小中連携（４中紹介プレゼン）   

キャリ

ア 

職業講和 職業体験 

お礼状 

職業発表 

より良く生きる自分を考える 

進路  公立・私立、専願・併願、高校の種

類など 

公立について（願書・出願） 
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【道徳教育グループ】 

目標 

・自己を見つめ、道徳的価値について考えを深める。 

・互いの考えを尊重し、伝え合い、人間としての生き方について、共に深く考え合う。 

・生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を見取り、積極的に励ます個人内評価を行う。 

・教材の整備や指導の方法の工夫に努め、より意義のある時間にする。 

つけたい力 方 策 

生徒側 

・道徳的価値の自覚において自分の考えを深める力 

・他者の考え方や議論に触れて、一面的な見方から他面

的・多角的に見る力 

教師側 

・授業力の向上・評価する力 

 

 

・「道徳の授業のルール」を確認し、いろいろな考え方に触 

れる。 

・指導案を活用し中心発問を軸とした授業づくりを行う。 

・中心発問に対する考えを全員に発言する機会を設け、ま

た 

振り返りを行う。 

・ワークシートをデータで保存し、評価の資料とする。 

・必要に応じて評価についての研修を実施する。 

 

 ①年間計画 

 

 ②役割分担 

（ 川上 ） 道徳主担 道徳研修担当 

（ 全員 ） 講演会・校内研修まとめ・評価項目等担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4

月 

・授業・評価の提案 

・ローテーション道徳 教材分担 

10

月 

 

5

月 

 11

月 

校内研修（研究授業） 

6

月 

 12

月 

校内研修（評価）準備・運営 

7

月 

 1

月 

来年度計画 

8

月 

 2

月 

評価確認 

9

月 

校内研修・講演会運営準備 3

月 

新年度研修準備 

指
導
案
の
提
案 

指
導
案
の
提
案 
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＜生徒指導部＞ 

 【生徒会】 

目標 
・生徒の自主性、自発性の向上を目指す。 

・学級を基盤とした望ましい学年集団、学校作りを進める。 

・身近な社会貢献の活動に関心を持たせる。 

 
つけたい力 方 策 

・学校行事を進めていく中で、創意工夫を生かした 

企画・運営ができる。 

・身近な社会貢献に関心を持ち、活動内容を工夫する。 

・あいさつ運動などを積極的に行うことで、日常の活動を

充実させる。 

・体育祭・文化祭や委員会活動などを通じ、主体的に行動す

る。 

・生徒自らルールに関して考え、改善していく。 

・定例委員会は本部役員と専門委員長を中心とし、担当教師

と打ち合わせを行った上で運営していけるように丁寧に

指導を行う。 

・定例委員会で、生徒の意見がより反映されるように、生徒

議会の活性化を図り、各クラス・各学年の交流を図る。 

・縦割りに伴う生徒会組織をつくり、課題に対しての思考

力・表現力・行動力の向上を図る指導をする。 

①年間計画 

１学期 ２学期 ３学期 その他 

4月 

 

 

 

 

6月 

対面式 

オリエンテーション 

クラブ仮入部 

クラブ集会・本入部 

 

生徒総会 

 

9月 

10月 

11月 

文化祭・体育祭 

役員選挙 

生徒会引継ぎ 

1月 

2月 

3月 

小学生見学会 

 

送辞指導 

 

新年度に向けての 

準備 

定例委員会 

生徒集会 

あいさつ運動 

ボール貸し出し 

募金活動 

部長会指導 

下校違反の指導 

 

②生徒会役割分担 

Ａ《行事など》 

・分掌部会司会、招集･･･（ 平山 ） 

・クラブ関係、小学校見学会･･･（ 神田 ）（ 神野 ）  

・会計、募金窓口、役員選挙・・・（ 山崎 ）（ 橋本 ） 

・ＰＴＡ広報、生徒総会・・・（ 山形 ）（ 北山 ）      ・ＰＴＡ実行委員･･･輪番制  

・本部指導・・・（ 平山 ）（ 神田 ）（ 栗田 ）（ 山崎 ）（ 山形 ） 

Ｂ《委員会》 

・学級代表・・・ （１年 北山 ）、（２年 神野 ）、（３年 山崎 ） 

・専門委員・・・ 学習（ 栗田 ） 生活（ 橋本 ） 保健（ 佐藤 ） 

美化（ 山形 ） 図書（ 綿世 ） 放送（ 神田 ） ICT（ 宇井 ） 

・体育祭実行委員（前期のみ）･･･（ 平山 ）（ 山形 ）（ 北山 ）（ 神田 ）( 神野 ） 

・文化祭実行委員（前期のみ）･･･（ 平山 ）（ 山崎 ）（ 橋本 ）（ 栗田 ） 

Ｃ《文化祭・体育祭》 

・本部（ 平山 ）（ 北山 ）（ 山崎・山形 ） 
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 【生徒指導 生活指導グループ】 

目標 

・基本的生活習慣の確立に根ざした生徒の育成（生徒一人ひとりの個性の伸長を図る） 

・社会性の向上と自己指導力の育成（集団的・自主的な生き方を学ばせる） 

・内面理解に根ざした指導の推進（中学生としての自覚と誇りを持たせる） 

つけたい力 方 策 

・自己と他者の人権や生命を大切にする態

度を育てる。 

 

 

・いじめ、暴力などの人権侵害のない学校づくりのために、日常の

観察、教育相談などを実施し、生徒の実態把握と効果的な指導方

法の研究に努める。 

・問題解決に複数の教師であたり、受容の気持ちを持って生徒に寄

り添った指導を心がける。 

・基本的生活習慣や集団生活の規律とマナ

ーを身につけさせる。 

 

 

 

・登校指導、下校指導などを実施し、適切な生活習慣の向上を図る。 

・交通安全指導、あいさつ指導を生徒会と協力して実施し、生徒の安

全意識と生活習慣の向上を図る。 

・防災教育、健康教育、防犯教育、薬物乱用防止教育、性教育などの

あり方を工夫し、正しい知識と生活意識の改善を図る。 

・生徒一人ひとりが相互に支え合い励まし合

える人間関係を育成する。 

・関係機関等と緊密に連携し、不登校問題や問題行動などを早期に

解決できるよう学校体制の充実に努める。また不登校委員会との

連携を図り、当該生徒の課題解決に努める。 

・保護者、地域、学校の三者間の連携を深め

る。 

・PTA 生活委員会や地域教育協議会などの組織との情報交換を密

にし、登下校指導、地域での見守りを行う。 

【今年度の課題事項】 

・問題行動の未然防止という観点から、「人間関係作り」の取り組みを行う。 

⇒各学期にコミュニケーション力を高める HR を設定する。（人権キャリア教育企画チームより） 

・生徒の自主性を育てる取り組みを行う。 

 ⇒ルールメイキング等の取り組みを生徒会と連携して取り組む。 

・不登校生徒や別室利用生徒についての長期的な見通しと支援の仕方についての共有 

⇒新たな不登校を生み出さない取り組みと、不登校生徒の個別の課題への支援。 

・タブレット使用上のルールの再検討 

⇒ICT 部会、生徒会 ICT 委員会と連携し、不正使用への対応を明確にする。 

・出欠ホワイトボード記入の仕方の再確認。 

・スリッパ貸出について。 

・空き時間の見回りについて検討する。 

 
①年間計画  

通 年 

4 月 

 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

11 月 

12 月 

1 月 

2 月 

3 月 

・登校指導 ・下校指導 ・春の交通安全指導 ・あいさつ運動（生徒会と連携） 

・クラス写真 ・「学校生活を送るために」（新学年の心構えとルール）全学年  

・小中交流会 ・春の交通安全指導   

・「いじめ未然防止基本方針」の見直し ・生活アンケート① ・教育相談① 

・SNS 学習 ・避難訓練（地震、火災） 

・「交通安全教室」１年生 ・「非行防止教室」２年生 ・「薬物乱用教室」３年生 ・期末懇談 

・夏季研修会 

・秋の交通安全指導  ・文化祭、体育祭  

・生活アンケート② ・教育相談②  

・避難訓練（不審者対応）  ・性教育（全学年）  ・防災教育   

・期末懇談 

・避難訓練（地震、火災） 

・生活アンケート③  

・卒業式 

  ②役 割  

  主事：井手  １年：佐々木 飯野   ２年：山口     ３年：大川原 神谷 阪上 

  養護：佐藤  ＳＣ：遠藤  不登校支援員：伊東  支援教育 co：碧山 
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 【生徒指導 保健・安全指導グループ】 

目標 

・エコスクールの意義を理解させ、推進する。 

・環境保全の取組を円滑に進める 

・一斉清掃を円滑に実施する 

つけたい力 方 策 

・丁寧な清掃活動の方法・習慣を身につける 

・清掃用具、公共物を大切に扱う心を育てる 

・環境保全に対する知識を深める 

 

 

 

 

・美化委員長及び美化委員を中心に清掃活動の啓発を強化し、掃

除用具の点検、管理を徹底する。 

・清掃用具など公共物を大切に扱う指導を全体で取り組んでい

く。 

・より一層丁寧な清掃活動の習慣を指導する。 

・ユニバーサルデザインに準じた学校環境を整える。 

 

① 年間計画 

１学期 ２学期 ３学期 毎月 

４月 
 
 
 
 
６月 
 
 

７月 

入学式準備：机・椅子
の入れ替え、補充 
清掃分担・清掃用具
配布、カーテン配布 
学校安全点検 
グランド周囲溝掃除 
校舎周囲の清掃 
大掃除、ワックスがけ 

8月 
 
11月 
 
 
12月 

学校安全点検 
 
グランド周囲・溝
掃除 
校舎周囲の清掃 
大掃除、ワックス
がけ 
来年度使用でき
る机・椅子調査 

1月 
3
月 

学校安全点検 
大掃除、ワックス
がけ＋エアコン
のフィルター掃
除 
教室整備 
カーテン回収 
カーテンクリー
ニング 
来年度使用でき
る机・椅子の確
認 

〔定例委員会〕 
・黒板クリーナーの清掃 
・掃除道具等点検 
・トイレの消臭剤の管理 
 

学期ごと 

・清掃用具点検 
・避難訓練等の際の準備 

※Ｓ－ＥＭＳを年２回実施、学校安全点検（学期毎 始業式提出） 

※テニスボールは不足、交換があり次第対応（環境美化の教員に声を掛けてください） 

 

② 役割分担 

・掃除分担表作成（４月）：各学年毎（まとめ：） 

・学校安全点検（学期毎 始業式提出）： 

・Ｓ－ＥＭＳ（年２回）：       掃除用具管理（通年）：各学年毎 

・美化委員会運営、大掃除要項、カーテン：    

・机椅子の管理、掃除分担表作成（３月 ３年卒業後）：  ・リモコン：各学年毎  
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＜総務部＞  

目標 

 「協同」と「つながり」を意識し、目指す生徒育成を支援する。 

 文部科学省研究指定校のため、予算の効果的な編成と執行を行う。 

 管理職と連携して四中における働き方改革を推進する。 

 小中連携事務室において小・中学校の事務職員の緊密な連携や情報交換を行う。 

役割分担 

田中（部長） 丸住（補佐） 北落（校務員） 松澤・鎗屋・諸沢 

総務部総括 

学年会計総括 

生徒会会計 

３手当・旅費事務 

徴収金 

働き方改革推 

小中連携 

総務部総括補佐 

市費事務・会計 

備品管理 

給与関係事務 

就学援助 

共済・互助事務 

働き方改革推進 

校内整備・修繕 

不要物等廃棄 
学年会計 

課 題 方 策 
 公費の効果的執行を行う  未来学習研究事業の一環として、教育目標達成・教職員と生徒の活発的なICT活用促進に向け

た教科・分掌の計画や活動を裏付ける予算編成と運営を進める。 

 学習環境の改善を図る  学校予算の有効執行により教育条件整備を行う。 

 各教科・分掌の教員に昨年度の購入内容や、今年度の年間授業計画を見通し購入予算を立て

る事ができるように支援する。 

 校務員と連携し、校内の施設・設備の改善を図る。 

 危険箇所の点検、修理改善を早急に行う。 

 学校徴収金の透明性と決

算書の外部監査に対応す

る 

 学校徴収金の調整、費用等検討、公費、私費の負担区分を明確にして学校徴収金の透明性を図

る。 

 学校徴収金振替を５回として振替を早期にして、入金完了する 

 就学援助、修学旅行費学校長委任の保護者に対して精算報告を個別に行い、理解を得て未納

対策を講じる。 

 学校徴収金の滞りがちな家庭については、文書、電話、懇談時の面談をして方策を考えて徴収

する。 

 生徒会予算編成に関わり、各行事やクラブ、備品購入調整を行い予算編成の支援をする。 

 副教材（ワーク等）の業者販売委託による教科検証。 

 校務員・学年会計担当者と

の連携 

 学年予算作成時に行事や教材の執行額、数量の把握を行う 

 教材配布、行事の人数を明確にしての実行報告書の人数把握を徹底する。 

 月に1回程度、総務部会を行い、要保護・準用保護家庭等の情報提供や徴収金の未納対策、懇

談時の督促業務などの連携を図る。 

 教員からの修繕箇所について、校務員と連携する。 

 働き方改革の推進  総務部会で働き方改革についての情報提供と議論を行う。 

 管理職と共にストレスチェック実施の推進を行う。 
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①事務年間計画【令和５年(202３)】 

 

 

 
 

 学校予算事務 学校徴収金 三認定・その他 小中一貫 

４月 備品、消耗品の購入希望 

購入希望備品の調整 

校内差し引簿作成 

夏用備品〆切 

学校予算について提案 

枚方市予算説明会 

修理箇所点検 

教材の選定 

行事の予算計画 

各教科のフラットファイルの

注文 

学校徴収金予算書の作成 

各行事見積もり把握 

異動、転勤者認定手続き 

三手当リーフレット配布 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

            

５月 予算計画書作成 

クラブ備品購入決定 

学校予算備品購入決定 

学年会計予算書配布 

 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

連携事務室会議 

年間計画作成  

６月 夏用備品納品 第１回学校諸費振替 

諸費費再振替 

２年宿泊行事決算書配布 

修学旅行決算書配布 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

 

連携事務室会議 

７月  第２回学校諸費振替 

諸費再振替 

三者懇談（未納徴収、催促） 

就学援助金学校長口座入金 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

ストレスチェック 

連携事務室会議 

 

８月 第１期備品納品 

 

 月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

 

９月 第２期備品納品 第３回学校諸費振替 

諸費再振替 

 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

連携事務室会議 

 

10 月  第４回学校諸費振替 

諸費再振替 

校外学習決算書配布 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

連携事務室会議 

11 月  第５回学校諸費振替 

諸費再振替 

 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

通勤手当事後確認 

総務部会 

連携事務室会議 

12 月 第３期備品納品 

一括購入備品納品 

予算流用案作成 

教科、分掌購入物品の確認 

三者懇談（未納徴収、催促） 

就学援助金学校長口座入金 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

ストレスチェック 

連携事務室会議 

１月 消耗品、修繕料使途優先順位

把握 

未納徴収 

 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

連携事務室会議 

２月 来年度の計画（必要順位）ク

ラブ備品、学校備品決算書作

成 

生徒会費決算書作成 月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

連携事務室会議 

入学説明会支援 

３月 市費決算書作成 会計監査 

学年決算書作成・配布 

生徒会決算書配布 

就学援助金学校長口座入金 

学校徴収金保護者口座返金 

月末特殊勤務手当・旅行命

令簿〆切 

総務部会 

小学校からの中学校へ

の申し送り事項の確認 
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（１４）学力向上（四中メソッド） 

枚方市立第四中学校 学習研究チーム 
 

 

 

～令和５年度ver. ～ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四中メソッドの目的 

四中での授業の「標準的なスタイル」を提示し、生徒にとって安心感のある学びを提供

する基盤をととのえる。 

令和５年度の重点テーマ 

粘り強く取り組む生徒の育成 
 

学校運営方針「学び合い、つながりあい、幸せな人生に向けて挑戦し続ける生徒の

育成」の実現に向け、令和５年度は【粘り強く取り組む生徒の育成】に重点をおき、学

習研究チームとして研究に取り組んでいきます。 

授業の中で生徒が、現状よりも「あきらめない気持ち」、「失敗をおそれずに挑戦し

つづけようとする気持ち」をさらに向上できるよう、教科会等で１年間継続した研究

及び授業実践をよろしくお願いします。 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Farigato-ipod.com%2Fnews-image%2F190327appletvremote.png&imgrefurl=https%3A%2F%2Farigato-ipod.com%2F2019%2F03%2Fapple-tv-remote-app-icon-change-version-2-2.html&tbnid=ved4LUDChzADOM&vet=12ahUKEwiPhPjim6rvAhUBxIsBHZm0DVMQMyhXegUIARCMAQ..i&docid=mEXDeiHvCXNyoM&w=800&h=400&q=%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AB%EF%BC%B4%EF%BC%B6%E3%80%80%E7%94%BB%E5%83%8F&ved=2ahUKEwiPhPjim6rvAhUBxIsBHZm0DVMQMyhXegUIARCMAQ
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http%3A%2F%2Ftjm-tamariba.com%2Fdcms_media%2Fimage%2Fkne6_point1.jpg&imgrefurl=http%3A%2F%2Ftjm-tamariba.com%2Fnewproduct%2Fhikkigu%2Fkne6.html&tbnid=CpzXt7RUrEzEMM&vet=12ahUKEwigy5SFnarvAhUWA6YKHQ5DDXIQMygcegUIARCwAg..i&docid=rVzaocgVbG_ShM&w=400&h=307&q=%E9%89%9B%E7%AD%86%E3%80%80%E7%94%BB%E5%83%8F&ved=2ahUKEwigy5SFnarvAhUWA6YKHQ5DDXIQMygcegUIARCwAg
https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fillpop.com%2Fimg_illust%2Fgadget%2Fnotebook04.png&imgrefurl=https%3A%2F%2Fillpop.com%2Fgadget09.htm&tbnid=FXVdGBEbMKVo0M&vet=12ahUKEwjLwoObrazvAhXpxIsBHcCHBCkQMygmegUIARCSAg..i&docid=t9XxmRfpM9FjdM&w=630&h=476&q=%E7%84%A1%E6%96%99%E3%80%80%E7%94%BB%E5%83%8F%E3%80%80%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88&ved=2ahUKEwjLwoObrazvAhXpxIsBHcCHBCkQMygmegUIARCSAg
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○「主体的・対話的で深い学び」の創造 

 ※発問の工夫をして、根拠を示しながら説明できる力をつける。 

教科書の分析、活用の徹底を行う。発問はできるだけ明確にする。 

主体的な学びの視点から ：学習課題と児童生徒が出会う場を演出する。 

対話的な学びの視点から ：自分ひとりでは解決が難しい発問を設定する。 

深い学びの視点から    ：発問を解決するまでの過程の大切さを確認する。 

 

☆主要発問   ：（中心発問）その授業の中で最も中心となる発問。 

   ☆揺さぶり発問：本当にそれでいいのか？迷わせる。 

根拠は何かとじっくり考えさせる発問。 

   ☆補助発問   ：中心発問及び揺さぶり発問を助ける発問。 

               例）こうすればどうなるのかな？ 

A の時はどうかな？等ヒントとなるような発問。 

 

〇まずは一人でじっくり考える時間をとる。    

〇グループやペアで意見を共有する（ホワイトボードやタブレットの利用） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（文部科学省より） 
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【方策１】授業の課題設定と振り返りの徹底 

 ①生徒全員に本時の目標を明確にし、全員でその目標が共有できるように示す。 

  （各教室及び特別教室にマグネットを貼り付けています。） 

 ※目標は、必ずしも授業のはじめに示さなければならないわけではない。 

 ※めあての語尾は、「～できる。」や「～わかる。」にする。 

 

                                       ※「まとめ」「振り返り」のマグネットは使用

しなくてもよい。 

②本時のまとめや本時及び前時の振り返りを行い、児童・生徒が自分の言葉で説明できる 

ことをめざす。（言語活動の充実）    

 

※「振り返り」の例 

①自分で何が分かったか、分からないかを書く。（再確認） 

②自分で何ができるようになったのか、できていないかを書く。（達成感） 

③もっと知りたいこと、調べたいこと、疑問思ったことを書く。（見通し） 

④家庭学習や次時への学習につなげる。（つながり） 

 

※逆向き設計の授業計画を意識する。 

 

≪授業におけるピクトグラムの活用について≫ 

  生徒がどのような活動を行おうとしているのかを視覚化・意識化するために、各教室に以下のような

ピクトグラムを配備しています。授業で活用をお願いします。 

 

 

 

 

  ≪議論・話し合い≫   ≪解釈・分析・整理≫    ≪説明・表現・発信≫ 

     

 ※２つ以上のピクトグラムを授業の途中で交換する展開もあり得ます。 
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【方策２】ＩＣＴ機器の効果的な活用 

  ICT の活用については、必要なときに活用することが原則！ 

《ICT 機器一覧》 

 

 

 

 

 

【方策３】言語活動の充実 

  言語能力を高めていくためには、「多様な言語活用の機会」が大切になります。会話だけではなく、プレ

ゼンテーションの能力、たくさんの資料から目的に合わせて情報を抜きとる力など、この能力を育成す

るためにはたくさんの活動を意図的に組み入れていくことが重要です。下に記載した活動の例を参考

に、授業の組み立てをお願いします。 

 

 

★言語活動の例★（文部科学省より） 

・帰納・類推，演繹などの推論を用いて，説明し伝え合う活動を行う。 

・日常生活の中で気付いた問題について，自分の意見をまとめ、説得力ある発表をする。 

・社会生活の中から話題を決め，それぞれの視点や考えを明らかにし，資料などを活用して話 

し合う。 

・グループで協同的に問題を解決するため，学習の見通しを立てたり，調査や観察等の結果を   

分析し解釈したりする話し合いを行う。 

・新聞，読み物，統計その他の資料を基に，根拠に基づいて考えをまとめ報告書を作成する。 

・実験や観察の結果，調査結果などを整理し重点化し，相手に分かりやすく，ポスターやプレゼ 

ンテーション資料などに表現する。 

・テーマを決めて複数の本や資料などを読み，内容を比較したり，批判的にとらえたりするなど， 

知識や考えを深める。 

〇職員室 管理 

・外部系コンピュータ     ・PC 用スピーカー 

・モバイルバッテリー     ・書画カメラ（放送室） 

・Apple TV 

※貸出しノートに記入し、使用してください。 

 

〇教室管理 

・プロジェクター 

・モバイルスクリーン   

・接続用ケーブル類 
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≪言語能力チェックリストの活用について≫ 

  四中では、生徒本人にどのような言語能力を授業の場面で発揮できたのかを意識化させるため、チェ

ックリストを活用しています。 

  つぎの項目を参考に、各教科で工夫して活用してください。なお、チェックリストは回収・点検等の必要

はなく、実施方法・頻度等も教科で検討してください。 

 

○言語能力チェックリストの項目 

説明・表現・発信 

・自分の考えを相手に根拠や理由を示して説明できた 

・相手がわかりやすいように順序立てて説明できた 

・テーマや問いを立てて説明できた 

・目的や相手に合わせて簡潔に説明できた 

・目的や相手に合わせて書き方や話し方を使い分ける事ができた 

・図やグラフ、写真・動画など、資料や機器を使って相手にわかるように表現できた 

・身につけた表現技法を使って表現できた 

議論・話し合い 

・話を聞きながら大事だと思うところをメモする事ができた 

・相手の考えに質問できた 

・相手の考えに、反論・賛同・補足できた 

・自分と相手の考えの同じところ、違うところを見つける事ができた 

・互いの考えの良い点を取り入れ、より良い案を考える事ができた 

 

解釈・分析・整理 

・共通点に注目して情報を分類する事ができた 

・目的に応じて文章(情報)や発信者の意見を要約することができた 

・テキストから、発信者が一番言いたいこと（主張・要旨）を捉える事ができた 

・物事を様々な観点で比較する事ができた 

・物事を多面的に捉える事ができた 
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【方策４】ユニバーサルデザインの授業づくり 

★すべての生徒が、理解しやすく参加しやすい授業づくり★  授業に参加させる！！！ 

 

① 教室・学習環境を整える 

 整理整頓、すっきりと。 

 目から・耳から入る刺激を減らす。 （下記参照） 

 プリントは、わかりやすい字体を使用する。例）UDフォント、ゴシック 

 レイアウトに気を配る。 例）行間の幅、板書との対応関係… 

 板書で使う色は２・３色まで。赤・緑・青などは見にくいのでさける。 

＊「カラーユニバーサルデザイン」で検索！ 

② 見通しを持てるようにする （授業構成の工夫） 

 1時間の授業の流れがわかるように、黒板に示す。⇒ 

 なるべく毎回の授業の流れを統一する。 

 ルールを、明確に示す。いつでも見て確認できるようにしておく。 

③ 指示・説明・発問を工夫する 

 いつでも見て確認できるようにする。 

 抽象語を少なくし、具体的にわかりやすく伝える。 

 一度に指示することは一つだけにする。一つの文章を、短めにする。 

 肯定的な言い方をする 

④ 複数の教材や、やり方を用意する 

 口頭で説明するだけでなく、同時に視覚的にも示す 

 いろんな方法を提示し、選ばせる（例：板書のiPadでの撮影） 

 授業内で、生徒に応じた目標・到達地点を認める 

⑤ 認め合う学習集団づくりをする 

 

 

教室前はすっきりとさせる。ひらひら・きらきらしたものは貼らない。 

 

 

 

            

 

 

 

 

学年目標・学級目標は

前に掲示 

黒板横は、なるべくすっきりと！掲示する場

合は最小限に、たてよこをそろえる 

机・イスの脚にテニスボール

をはめ消音効果を図る。 

集中力もアップ！ 

今日の内容 

・前回の復習 …5 分 

・ペアワーク…10 分 

・グループワーク…20 分 

・発表…10 分 

・まとめ…5 分 
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【方策５】図書を活用した教育の充実 

探求的な学習を実施するために、生徒が自ら本を活用し、課題を設定し、情報を集め、整理・ 

分析し、まとめる力をつける。 

（学び方のプロセスを知り、学び方のスキルを身につける。 

思考力、判断力、分析力、表現力を育成） 

 

① 学校司書の授業支援（レファレンス）を利用するなかで、自らの力で必要な情報を判断し、調べる力を

育成する。 

② 生徒自身の力で、目的に応じた本や文章を読み、知識を深めるだけではなく、情報を集めるための方

法を見つける。 

③ 本だけではなく、タブレット利用を併用することで、信頼できるサイトとは何かを考え、調べる。（本、イ

ンターネットそれぞれの利点・課題を考える） 

④ レファレンスを利用し、出典や著作権等正しい調べ方・載せ方を学ぶ。 

 

         ※図書館の利用も、職員室分電盤扉にある予約簿に記入が必要です。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャンプ本 
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★予定管理について★ 

①見通しをもった生活を送ろう！ 

「充実した学校生活をおくってほしい。卒業後の人生も。そのためには、まず予定を把握するこ 

とが大切！いつまでに何をすべきなのかをしっかりと考えて、力を発揮していこう！いつでも 

書き込めるように、移動教室にも持っていこう。」等、自分の経験を交えながら、スケジューリン 

グの大切さを考えさせていけたらと思います。 

 

②使い方を考えさせる。 

「どうやったら見通しをもった生活ができるだろう。」 

と、年度当初の特活等の時間に考えさせる。 

「終礼時に、次の日の予定を書き、今日の振り返りをしよう。授業中も、必要なときにはすぐに開き、書き

込むくせをつけていこう。」 

はじめが肝心です！きちんと全員が手帳等（スクログ）等を出すのを根気強く待ち、終礼時に 

はメモをとる習慣をつけさせてください。 

 

教科担当の先生方へ 

・担任の先生だけではなく、教科担当の先生方も、小テストや課題提出の日程など、手帳や iPad 等に書き

込む事項がある場合に積極的に活用させてください。 

「さあ、スクログ開いて！」と、しっかり声をかけてください。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

今年度から、スクログだけで

なく、自身の手帳や iPad等

に記録も可能です。 
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（１５）体力向上推進計画 

『四中の傾向』 

①学習面でのプレッシャーが強い家庭が多く、就寝時間が遅くなったり、不規則な食事時間になることが多い。 

②運動能力の二極化が目立つ。 

 

生活習慣においては、たとえば、朝食をしっかり摂ると体温上昇反応がよく、午前中から体の活性度が上がり、その結果

学校生活にしっかり取り組めるようになる。また、運動で力を出し切ることによって、食欲がわき、心地よい疲れでぐっす

り眠ることができる。そのため朝の目覚めが良く、また朝食もしっかりと食べられる。という具合に生活習慣が改善され

始める。「食事」「運動」「休養」「勉強」「遊び」はそれぞれが独立しているようであるが、風車のようにつながっている。その

中の「運動」について取り上げ下記のように取り組みたい。 

 

目標： 来年度の体力テストで全国平均を1つでも多く上回る。 

昨年度の課題（第２学年のデータより）  

男子 女子 

①新体力テストの平均値が良かった種目 ①新体力テストの平均値が良かった種目 

立ち幅跳び ５０ｍ走 

ハンドボール投げ ②新体力テストの平均値が低かった種目 

２０ｍシャトルラン 立ち幅跳び 

５０ｍ走 ハンドボール投げ 

②新体力テストの平均値が低かった種目 ２０ｍシャトルラン 

握力 上体起こし 

上体起こし 長座体前屈 

長座体前屈 反復横とび 

反復横とび 握力 

③分析 

・全国平均と比較しても、ほぼ同じで良いと思

わ 

れる。 

・また、バランスもいい。 

・全国平均と比較すると、少し低い値である。 

 運動やスポーツをすることが好きかの問

いに対しての否定的な数値が高い。 

④今後の取り組み 

・授業時の準備体操・補強運動等で、筋力、持久

力、敏捷性、柔軟性とバランスよく鍛えられる

ように工夫する。 

・授業時の準備体操・補強運動等で、筋力、持

久力、敏捷性、柔軟性とバランスよく鍛え

られるように工夫する。 
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（１６）枚方市小中一貫事業（四中学園モデル図） 

令和５年度 枚方市小中一貫推進事業 

 

四  中  学  園 
 

 めざす子ども像  

 自分らしく まわりとつながり 何事にもチャレンジする  

 

 

 

 

 

   

 

   

 
 

 

 

 

＜本年度の取り組み＞ 

◎確かな学びの育成 

◎自立の力の育成 

◎小中学校間の円滑な接続 

◎共同体組織の構築 

◎特色ある一貫教育の推進 

◎事務連携の推進 

 

  

 

四 中 開成小 

学 

山之上小 五常小 
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枚方市小中一貫事業  四中学園年間計画 

月 日 会議等 行事等 

４月 

 

・企画会議（四中） 

 

 

５月 
・推進リーダー会議（四中） 

・企画会議（四中） 
 

６月  ・分科会 

７月 

 

・推進リーダー会議（四中） 

・企画会議（四中） 

 

・合同研修会 

８月   

９月 

 

・推進リーダー会議（四中） 

・企画会議（四中） 

 

 

１０月  ・分科会 

１１月 

 

・推進リーダー会議（四中） 

・企画会議（四中） 

 

 

１２月   

１月  ・体験授業・クラブ見学 

２月 

・連携リーダー推進会議（四中） 

・各推進委員会（各拠点校） 

・年間まとめ 

・分科会 

３月 ・各推進委員会（各拠点校） 
・小６・中１交流会 

・事業報告書作成 
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（１７）令和四年度チャレンジテストの結果と分析 

【国語】 

 複数の資料を比較し分析する設問に課題が見られた。一方で記述問題などは無答率が低い設問 

もあり、最後まで解答をしようと努力する姿勢も見られた。基礎的な知識を問う問題では正答率が高く知

識の定着はできている。今後の授業ではより思考力を高められるように工夫していきたい。 

 

【社会】 

 無答率は低く、課題に粘り強く取り組めている。特に基礎的な知識は定着しており、予習や振り返りなど

で重要語句をふり返った結果だと分析している。課題は、資料の読み取りや自分の意見を記述する問題で

ある。間違えを恐れずに課題に挑戦できる姿勢を今後も育んでいきたい。 

 

【数学】 

 基本的な知識については定着している。これは少人数学級等を活用したきめ細やかな指導の成果だと考

えられる。今後はグループ学習等で生徒同士がつながり、教え合い学び合う環境を作っていきたい。一

方、思考判断が必要となる問題や、自分の考えを記述する設問に課題が見られた。どのような課題であっ

ても粘り強く解決できるような力を授業でつけていきたい。 

 

【理科】 

語句の確認などを授業の最初に行ったこともあり、基礎的な知識は身についている。実験の手順など、今

後丁寧な指導を行う必要がある設問も多くみられた。計算問題は引き続き課題がみられているため、今後

授業でもゆっくりと説明を行い、理解を促していきたい。 

 

【英語】 

 全体的によくできていたが、長文問題では最後まで読むことができず、問題が解けない生徒も多 

くみられた。今後は最後まであきらめずに問題に取り組めるように、授業の中でも読解問題などに 

も取り組んでいきたい。 

 

 正答率 
無 解 答

率 

本校 81.4 3.9 

全国 75.8 5.2 

 正答率 無解答率 

本校 41.6 10.4 

全国 34.7 11.6 

 正答率 無解答率 

本校 58.9 0.0 

全国 54.6 0.4 

 正答率 無解答率 

本校 55.5 15.4 

全国 37.5 25.0 
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（１８）令和四年度 学校教育自己診断の分析 

１．生徒アンケートの結果から 

 質問全般においては、ほとんどの項目で、肯定的な回答①、②が否定的な意見を上回りました。さらに、前年度との比較

においても、半分以上の項目で肯定的な回答が増えただけではなく、特徴的なのは、「ややそう思う」という肯定的回答の

率が高くなったということです。 

今年度も新型コロナ禍のなか、多くの取組や行事が中止や延期になるという特殊な状況が続いたにも関わらず、このよ

うな結果が得られたことは、意外でもあり、非常に喜ばしいことでもありました。これは、ひとえに子どもたちの前向きな

姿勢とがんばりの成果だと思います。子どもたちに感謝です。 

一方で、 「家庭学習でタブレットを使っている。」に対する肯定的回答の率が上がっているものの、家庭学習の時間につ

いては、中学生としては不十分な子どもが多いということがわかり、家庭学習に適した課題作りが今後の一つの課題であ

ると考えます。 

２．保護者アンケートの結果から 

 生徒アンケートと同様、質問全般においてほとんどの項目で、肯定的な回答①、②（設問６，７は③、④）が否定的な意見を

上回りました。まことにありがたいと思うと同時に、今後に向けてより大きな責任を感じ、身の引き締まる思いです。  

また、今年度もコロナ禍の影響で、授業参観等を例年通り実施することが出来なかったため、学校の様子や授業に関わ

る設問には、回答しにくかったと思います。申し訳ありませんでした。 

しかし、「学校は、学校通信・学年通信や HP・ブログ等で取組や子どもの様子を発信している」についての肯定的回答が

昨年度に比べて飛躍的に上昇しました。おそらく、ブログに力を入れるようになったからだと思います。今後も、内容を充

実させていきたいと考えています。また、「子どもは家庭で、学校のことを話したり、相談したりすることがある。」という

項目でも、肯定的回答が高水準で、このことが、現在の落ち着いた四中の状態につながっていると考えられます。 

課題としては、子どもたちからの回答と同様に、「家庭学習」についての心配が表れています。「子どもは家で、自分で計

画を立てて勉強をしている」についての肯定的回答が、昨年度より下がり、46.8%に留まっています。 

これは、中学生としては、不十分であると言わざるを得ません。このことは、子ども本人の自覚の問題であると同時に、

学校としての課題でもあると言えます。「タブレットを活用した家庭学習用課題が出されている」に対しての肯定的回答が

低水準であることが、そのことを示しています。先述したように、家庭学習に適した課題作りにこれまで以上に取り組んで

いきたいと考えます。 

 最後になりましたが、お忙しいなかアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 
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＜生徒アンケート全結果＞（肯定評価①＋②） 

 
 

 

 

令和4年度学校教育自己診断（生徒）
生徒 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

1 学校へ行くのが楽しい。 59.5 30.9 6.9 2.6 63.4 26.8 6.1 3.8 0.3

2 みんなで何かをするのは楽しいと思う。 71.8 24.3 3.7 0.1 ー ー ー ー ー

3 授業はまじめに取り組んでいる。 60.6 36.4 2.7 0.3 67.2 28.7 3 1.1 1.1

4 落ち着いた雰囲気の中で授業を受けることができる。 35.7 43.4 17.6 3.3 47 38.9 11.1 3 ▲ 6.8

5 クラス活動に積極的に取り組んでいる。 52.3 40.6 5.8 1.3 58.4 34.3 5.1 2.2 0.2

6
クラブ活動に積極的に取り組んでいる。（３年は、引退まで。無所

属は無記入）
65.9 21.5 8.9 3.7 69.4 20.4 6.1 4.1 ▲ 2.4

7
学校の行事（生徒会行事や宿泊行事など）に積極的に取り組んでい

る。
64.5 31.9 2.4 1.1 63.4 30.8 4.6 1.2 2.2

8 学校の決まりを守っている。 69.0 29.7 1.0 0.3 73.3 24.6 1.3 0.8 0.8

9 清掃をまじめに取り組んでいる。 67.6 29.1 2.7 0.6 73.4 23.9 2.1 0.7 ▲ 0.6

10 将来の目標や夢を持っている（考えている）。 44.8 29.6 17.1 8.5 50.2 23.3 17.4 9.1 0.9

11 将来は人の役に立つ人間になりたいと思う。 67.3 26.8 4.9 1.0 75.2 21.1 3 1.1 ▲ 2.2

12 自分には、よいところがあると思う。 42.6 38.7 15.1 3.6 45.7 35.6 13.4 5.3 0.0

13 担任の先生は、自分の気持ちをわかってくれている。 48.5 42.9 6.3 2.3 49.8 39.1 8.2 2.9 2.4

14 先生は、困ったときにいつでも相談にのってくれる。 54.0 37.7 5.9 2.4 46.0 32.2 13.8 8 13.5

15 学校内に自分の本音や悩みを話せる友人がいる。 67.0 23.7 6.3 3.0 72.2 20.1 5.4 2.1 ▲ 1.6

16 先生は、自分たちの意見や考えを大切にしてくれる。 60.2 35.2 3.6 1.0 62.1 33.2 3.2 1.6 0.1

17 授業はわかりやすい。 43.1 50.7 5.2 1.0 ー ー ー ー ー

18 先生は、教え方をいろいろ工夫している。 51.8 44.3 3.2 0.7 62.5 33.7 2.6 1.2 ▲ 0.1

19
授業では、自分の考えを発表する機会が与えられてい

る。
63.5 34.7 1.4 0.4 68.6 29.1 1.7 0.5 0.4

20 授業では、ペアやグループで話し合う活動をよく行っている。 75.6 23.5 0.9 0.0 75.9 22.7 1.1 0.4 0.5

21
授業を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて

いる。
60.9 36.5 2.4 0.1 66.9 29.9 1.8 1.3 0.6

22 授業のはじめに、目標（めあて・ねらい）が示されている。 77.7 21.9 0.4 0.0 83.4 15.9 0.4 0.3 0.3

23 授業のさいごに、学習内容をふり返る活動をよく行っている。 54.2 40.0 5.2 0.6 60.7 33.3 5.1 0.8 0.3

24 授業でよくタブレットを使っている。 71.4 26.0 2.3 0.3 72.2 25 2.1 0.7 0.2

25 タブレットやプロジャクタ等を使った授業は、わかりやすい。 65.7 31.0 2.3 1.0 70.0 25.6 3.0 1.5 1.1

26
命の大切さや平和の尊さ、人権や社会のルールについて学ぶ機会が

多い。
57.5 36.9 5.3 0.3 60.2 35.3 3.4 1.1 ▲ 1.1

27 非常災害時の対応（避難訓練等）について学ぶ機会がある。 61.3 35.0 3.4 0.3 60.2 32.4 6.3 1.1 3.7

28 授業や給食を通して、食の重要性を学ぶ機会がある。 41.7 39.7 15.8 2.9 ー ー ー ー ー

29 通知表は、わかりやすい。 62.4 32.0 3.9 1.7 68.9 26 3.8 1.3 ▲ 0.5

30 朝食を食べて登校する。 80.4 12.5 3.6 3.6 81.8 11.0 3.0 4.2 0.0

31 家族と話をする機会が多い。 68.4 25.8 5.3 0.4 70.4 24.0 4.6 1.1 ▲ 0.1

32 自分で課題をみつけ、計画を立てて家庭学習をしている。 34.7 36.7 20.9 7.6 36.5 34.0 19.0 10.5 0.9

33 家で学校の授業の予習・復習をしている。 27.0 33.9 26.0 13.2 30.2 34.7 21.7 13.4 ▲ 4.1

34 家庭学習でよくタブレットを使っている。 22.0 24.7 30.6 22.7 21.5 22.1 29.8 26.6 3.1

35
学校の授業時間以外に普段（月～金）どれくらいの時間勉強してい

ますか
42.4 27.6 17.5 12.5 40.9 30.3 15.6 13.3 ▲ 1.2

36 家や図書館で、普段の日に読書する 17.0 18.5 26.0 38.5 21.3 15.0 23.3 40.3 ▲ 0.8

肯定評価の前

年比

R３R４
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＜保護者アンケート全結果＞（肯定的評価：①＋②） 

 

令和4年度学校教育自己診断（保護者）
保護者 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

1 子どもは、楽しく学校に通っている。 47.3 41.5 9.4 1.8 48.5 42.0 6.5 3.0 ▲ 1.7

2 子どもは、学校の授業に積極的に取り組んでいる。 35.7 50.3 11.3 2.7 41.6 47.5 7.7 3.2 ▲ 3.1

3
子どもは、クラブ活動に積極的に取り組んでいる。

（３年生は、引退まで。無所属は無記入）
53.5 30.4 8.9 7.3 55.4 28.8 9.2 6.6 ▲ 0.4

4
子どもは、学校の行事（生徒会行事や宿泊行事な

ど）に積極的に取り組んでいる。
48.4 43.5 7.3 0.9 49.1 40.6 7.9 2.4 2.1

5
子どもは、自分の将来に目標や夢を持っている（考

えている）。
23.9 37.4 35.4 3.3 26.9 38.0 29.7 5.5 ▲ 3.6

6
子どもは、自分には良いところがあると思ってい

る。
35.3 49.8 14.1 0.7 36.2 52.9 9.9 1.0 ▲ 4.0

7
子どもは、頭痛や腹痛など、体調不良を訴えること

がよくある。
7.4 15.8 36.6 40.2 10.5 10.3 35.4 43.8 2.4

8 子どもは、イライラすることがよくある。 11.2 25.2 49.5 14.1 10.5 21.4 51.3 16.8 4.5

9
子どもに家庭のルールを守らせたり、社会のマナー

について教えてたりしている。
ー ー ー ー 47.9 49.5 2.6 0.0 ー

10
子どもは、家庭で、学校のことを話したり、相談し

たりすることがある。
27.0 44.8 23.6 4.5 31.3 45.1 20.4 3.2 ▲ 4.5

11 子どもは、家庭学習（塾を含む）を毎日している。 26.1 29.3 31.3 13.2 33.7 30.3 28.1 7.9 ▲ 8.6

12
子どもは、家で自分で計画を立てて勉強をしてい

る。
16.5 30.3 34.5 18.7 23.8 35.4 28.7 12.1 ▲ 12.4

13 子どもは、家で、学校の授業の復習をしている。 9.1 25.4 42.1 23.4 ー ー ー ー ー

14 先生は、子どもの意見や考えを大切にしている。 20.7 64.6 13.0 1.7 25.1 63.2 9.1 2.6 ▲ 3.0

15 先生は、分かりやすい授業づくりに努力している。 15.3 69.7 12.9 2.1 24.4 64.9 9.3 1.4 ▲ 4.3

16
学校は、落ち着いた雰囲気の中で授業を行ってい

る。
12.1 66.8 15.4 5.8 23.4 66.7 7.7 2.2 ▲ 11.3

17 学校は、生徒指導を適切に行っている。 18.9 66.8 11.5 2.8 27.1 66.3 4.9 1.8 ▲ 7.7

18
学校は、命の大切さ、平和の尊さや人権について、

適切な指導を行っている。
21.0 68.3 9.3 1.3 ー ー ー ー ー

19 学校は、防災等、安全対策に配慮している。 18.7 69.4 10.8 1.1 26.3 63.8 9.1 0.8 ▲ 2.0

20
学校は、将来の進路や職業などについて、適切な指

導を行っている。
15.7 61.6 19.5 3.2 17.2 65.1 15.8 2.0 ▲ 5.0

21 通知表は、分かりやすい。 22.1 65.1 10.9 1.8 27.9 61.4 10.1 0.6 ▲ 2.1

22

学校は、学校通信・学年通信や、ホームページ・ブログ

等を通じて、学校の取組や子どもの様子を発信してい

る。

26.4 60.7 11.4 1.5 31.3 58.8 8.9 1.0 ▲ 2.9

23 学校と家庭の連携は、適切である。 21.0 61.9 15.3 1.8 25.9 60.6 11.1 2.4 ▲ 3.6

24 家庭では、子どもに手伝いをさせている。 25.7 42.3 28.1 4.0 25.5 41.0 30.5 3.0 1.4

25
学校は、タブレット等のICT機器を使ったわかりや

すい授業を行っている。
20.5 64.7 13.6 1.1 21.8 63.6 12.9 1.6 ▲ 0.1

26
こどもはタブレットを活用した授業はわかりやすい

と思っている。
18.5 62.5 17.0 1.9 18.6 65.5 14.6 1.4 ▲ 3.0

27 タブレットを活用した家庭学習が出されている。 12.2 47.2 33.3 7.3 10.3 47.1 36.4 6.3 2.0

28 家庭でスマートフォン使用のルールを決めている。 26.5 38.1 28.3 7.2 31.5 41.2 18.8 6.5 ▲ 8.2

29
子どもは、スマートフォン等で一日どれくらいの時

間ゲームやSNSなどをしますか。
57.2 27.7 9.1 6.0 45.3 27.9 14.5 11.5 11.7

R4 肯定評価の前

年比
R3
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（１９）令和四年度 学校評価報告書 
１．学校教育目標 

校       訓：努力・素直・創造 
教 育 目 標：人とふれあい、ともに学び、豊かな心を育む 
教 育 方 針：学び合い、つながりあい、一人ひとりの未来をひらく 

〇「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り、すべての生徒が社会の中で他者と支え合い自立できるよう、生きる
力を育む。 

〇自他の命と人権を大切にする心と豊かな感性を育む 
〇他者とつながり、理解し合い、支え合うことの出来るコミュニケーション力を養う 

めざす学校像：笑顔あふれる学校、学ぶ喜びのある学校、信頼される学校 
めざす生徒像：豊かな感性を持ち、自分で考え、判断し、行動できる生徒 

・正義を貫ける生徒（ルールを守り、いじめを許さない生徒） 
・感謝の心をもつ生徒（ありがとうが言え、人や物を大切にする生徒） 
・主体的に行動できる生徒（自らあいさつができ、自ら掃除ができる生徒） 

 

２．学校経営方針 

適切な人間関係づくりを基盤に、自分の生き方を確立するうえで必要な、確かな学力・豊かな感性・健やかな身体を
養い、これからの国際社会を主体的に生きる人間の育成を図るため、学校・家庭・地域の教育力の充実に努め、地域の
中の学校として、保護者・市民の信託に応える教育を推進する。 

 

３．本年度の取組内容及び自己評価 

基本 
方策 

項
目 

・本年度の重点目標 ○具体的な取組内容 
（◆活動指標・成果指標を含める） 

□取組内容の自己評価 

確
か
な
学
力
と
自
立
の
力
を
育
む
教
育
の
充
実 

学

習

指

導 

・個別最適な学びと協働的

な学びの実践 

・ICT機器を活用し、協同学

習を中心とした授業改善、

学力向上。 

・タテ持ち授業の推進によ

る協働的な授業づくり 

・生徒会活動（学習委員会）

による主体的な学びの充実 

・家庭学習等における自学

自習力の向上（シームレス

な学び）・教科部会のさらな

る充実 

・支援教育の充実 

・研究授業の充実 

〇言語能力の育成に向けたタブレット端末を活用

した授業づくりの研究 

◆⓵「コンピューター等を使った授業はわかりや

すい」に対する肯定的回答の維持・向上をめざす。

（参考：昨年度 95.6%） 

〇生徒会活動（学習委員会）を中心とした全教科共

通の「四中メソッド」に基づいた授業づくり 

◆②「授業では生徒の間で話し合う活動をよく行

っている」に対する肯定的回答の維持・向上をめ

ざす。（参考：昨年度 98.6%） 

〇協働的なタテ持ち授業による教科部会の充実、

単元計画の作成と教室掲示 

〇特別の教育課程に ICT 機器の有効活用 

〇研究授業を含めた相互授業参観の実施 

〇言語能力の育成を図るため、「言語

活動カード」や「言語能力チェックリス

ト」を開発・実践し、学識研究者からも

高い評価を受けた。 

〇時間割内の教科部会や月例の TTP

委員会の開催、また、相互授業参観の

取組により、授業づくりの質の向上が

図られた。 

①目標達成。：96.7％（昨年度比：＋

1.1%） 

②目標達成：99.1%（昨年度比：＋

0.5％） 

 

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体 

を
育
む
教
育
の
充
実 

人 

権 

教

育 

 

・生徒の自治能力を伸ばす

適正な人間関係づくり 

・人権教育の実施 

・生徒会活動（学校行事）の

充実 

・小中一貫によるキャリア

教育の推進 

〇学級経営についての研修会の実施 

◆⓵学校教育自己診断「学校に行くのが楽しい」

の肯定的数値について、維持・向上を目指す。 

（参考：昨年度 90.2％） 

〇「人権教育」「特別支援教育」「性の多様性」につ

いての講演会を実施する 

〇生徒会を中心とした学校運営・学校行事を実施

する 

〇職員会議や企画会議を通じて、学校

経営や校長のリーダーシップについ

て、講話。 

〇人権教育にかかる講演会は、計画通

り実施できた。 

〇コロナ禍の制限がある中、工夫して

各種行事を実施。保護者から高い評価

を得た。 

①目標達成。：90.5％（昨年度比：＋

0.3%） 

教
職
員
の
資
質
と 

指
導
力
の
向
上 

人

材

育

成 

・各分掌部会、各委員会の

充実 

・学年会、教科会、生徒指導

部会の充実 

・経験の浅い教員への指

導、助言の充実 

・その他、校内研修の充実 

〇学力向上委員会・ＩＣＴ委員会・ＴＰＴ委員会の継

続、充実 

〇文科省・府教委の指定事業研究報告会を実施す

る 

〇初任者指導教諭を中心に、３年目までの教員へ

の研修を随時実施する 

〇各種委員会の主担者を中心に、組織

的に運営できた。 

〇文科省・府の研究報告では、学校とし

ての取組に高い評価を得た 

〇初任期担当が中心となり、学習会を

開催。継続性が見いだされたるものと

なった。 
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学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築 

生

徒

指

導 

・いじめを許さない学校づ

くりの実践 

・不登校対策の実践 

・成長を促す指導の実施（生

徒会活動等による自治能力

の育成） 

・生徒指導部会を中心とし

た生徒指導体制の確立 

・枚方市（地域）と連携した

「防災教育」 

・地域教育協議会との連携 

〇正確ないじめ認知と事後対応の継続を徹底す

る 

〇不登校生徒一人ひとりの様態の把握と対策の

検討を図る 

〇生徒指導主事を基点とした情報統制及び、関係

各位との密な連携のもと、情報共有の徹底を図

る。 

◆⓵「学校のきまりを守っている」の肯定的回答

を１００％に近づける 

〇市役所と連携して、全学年、全学級での一斉防

災教育を実施する 

◆②「学校は安全対策に配慮している」について

の保護者の肯定的回答９０％以上をめざす 

〇地域教育協議会や PTA と連携し、校内環境整

備を実施する 

〇様々な生徒指導事案に際しては「報

連相」を徹底し、早期解決と事案の重篤

化防止が図られた。 

●市役所と連携した防災教育の実施に

は至らなかった。 

〇3 年ぶりに校内清掃を実施。PTA や

地域教育協議会との連携強化にもつな

がった。 

①目標達成。：98.7％（昨年度比：＋

0.8%） 

②目標未達成。：88.1％（昨年度：（-

2.0%） 

 

※必要に応じて欄を増やしてください。 
※基本方策については、枚方市教育振興基本計画（令和２年９月計画見直し）を参照のこと。 
※項目については、文部科学省学校評価ガイドライン（改訂）の内容を参照のこと。 
 
４．学校教育自己診断の実施状況 

学校教育自己診断の結果と分析 
①実施時期〔令和４年１２月〕 
②対象〔生徒・保護者・教職員〕 
③結果から特記すべき事項と分析 
生徒アンケート ：学校生活・授業・生徒会活動等のほとんどの項目において、肯定的回答が 90％を超えていた。それに比し
て、「自己肯定感」にかかる項目では 81.3％、「将来の夢や目標」にかかる項目では、74.4％と、やや低い結果が出た。また、
家庭学習については、「予復習をしている」についての肯定的回答が 6０.８％、読書にかかる項目では、35.5％と、昨年度の
課題をそのまま引きずった形となった。 
保護者アンケート：おおむね、学校の取組を評価いただいている結果となった。しかし、昨年に比して特に肯定的数値が落ち
たものは、自学自習にかかる項目「子どもは、家で自分で計画を立てて勉強をしている」（肯定値：４６．８、昨年比‐12.4%）で
あり、と、重点課題として浮き彫りになった。 
 

 
５．学校評議員制度及び学校関係者評価委員会、学校運営協議会等の運用状況  

学校評議員及び保護者、学校運営協議会委員からの意見内容等 
＜日時 令和５年２月２５日＞ ☑ 協議会形式   □個別    
○氏名 
大川 尚子 氏（京都女子大学教授） 
小林 一郎 氏（元 PTA 会長・元地域教育協議会会長） 

 安東 政子 氏（地域住民） 
 中川 るみ 氏（大阪地方検察庁再犯防止対策室・社会福祉士・保護司） 
 鴨田 慎司（校長）・畑 克延（教頭） 
 
○意見（協議）を求めた事項 

・令和４年度の取組（修学旅行、生徒会行事、部活動等）について 
・学校教育自己診断の結果について 
・令和５年度学校経営方針（案）について 

○意見の概要 
・各委員より今年度の取組について賛意および評価を受けた。 
・令和５年度の経営方針案に対しても、それぞれの立場からいただいた多角的な意見が取組の裏付けになること、ま

た、後押しとなる賛同を得ることができた。 
・引き続き、家庭、地域との連携を強化するよう助言をいただいた。 
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６．次年度に向けて 
項
目 

・内容 ○改善方策 

学
習
面 

〇誰一人おいていかない学びの実現 
・授業の改革 
・総合的な学習の時間の充実 
〇探究的な学びの創造 
・自学自習力の育成 
 

〇学力低位層、要支援、不登校、外国籍生徒への支援 
・共同学習、遠隔地学習、反転学習、教科間コラボ 
・市役所・市教委や企業の専門家とのコラボなど） 
 

生
徒
指
導 

〇安心して過ごすことのできる居場所の確立 
・学級活動、学年活動、異学年活動の充実 
・生徒会活動の活性化 
〇自走する組織の構築 
 

・SSTの実施や小中交流の実施など 
・生徒主体の運営や生徒発案の取組の実施など 
 

学
校
体
制 

・組織的な生徒指導、学習指導のための分掌組織の見直し 
・校内研修体制の見直し 
 
 

・分掌組織の再編（追加・統合等） 
・校内研修組織の再編 

 

 

■添付資料■ 
①学校評価結果の公表資料（保護者や地域住民等に公表した学校だより等） 
②職員会議、校内研修会等、職員を対象に作成した資料 
③その他、必要と思われる資料 
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３．施設配置・防災計画等  

（１） 教室配置図及び避難経路 
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（２）校地･校舎配置図 
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（３）校区地図 
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（４）いじめ未然防止計画 
○構成員 

  校長、教頭、首席、指導教諭、（こども支援コーディネーター）、生徒指導主事、各学年生徒指導担当者、養護教諭 

 ○主な活動 

  ① いじめの早期発見に関すること 

（いじめアンケート、取組評価アンケート、教育相談等） 

  ② いじめ防止に関すること 

  ③ いじめ事案に対する対応に関すること 

  ④ いじめが心身に及ぼす影響その他のいじめ問題に関する生徒の理解を深めること 

 ○開催 週１回を定例会とし、いじめ事案発生時は緊急開催とする。 

○体制図 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

〇緊急対応 

いじめ事案発生時には、必要に応じて「いじめ対策委員会」の構成員に次のメンバーを加えて、その対応にあたる。 

学年主任、関係教員、支援教育コーディネーター、スクールカウンセラー、その他関係諸機関等の専門家 

〇年間計画 
 １  年 ２  年 ３  年 教職員・ＰＴＡ等 

４ 
保護者集会 
家庭訪問 

 
家庭訪問 

 
家庭訪問 

状況報告 

５ 
 
生活アンケート 

保護者集会 
生活アンケート 

保護者集会 
生活アンケート 

状況報告 
アンケート分析 

６ 
教育相談 教育相談 教育相談 「いじめ防止基本方針」見

直し 

７ 
交通安全教室 
期末懇談 

薬物乱用防止教室 
期末懇談 

非行防止教室 
期末懇談 

状況報告 
夏祭りパトロール 

 

連携 

 

 

指導方針・役割分担 

 

 

未然防止のための学校体制 

加害生徒 被害生徒 周りの生徒 

保護者 保護者 

関
係
機
関 

連携 

 

 

いじめ対策委員会 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ 

地 

域 

校 長 

教 頭 

各学年生指担当 

生徒指導主事 

首 席 

養護教諭 

指導・支援 

 

支援 

 

指導・支援 

 

支援 

 

全 教 職 員 

スクールカウンセラー 
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８ 
 
 

  
 

夏季研修会 

９ 
 
 

  
 

状況報告 

10 
生活アンケート 
教育相談 

生活アンケート 
教育相談 

生活アンケート 
教育相談 

アンケート分析 
状況報告 

11 ＳＮＳ講演会 ＳＮＳ講演会 ＳＮＳ講演会 状況報告 

12 
期末懇談 
 

期末懇談 期末懇談 
 

状況報告 

１ 
 
 

  
 

状況報告 

２ 
生活アンケート 
 

生活アンケート 生活アンケート 
 

アンケート分析 
状況報告 

３ 
 
 

  
 

年間総括 

 

（５）防災計画 

   ＜目 的＞ 

   この計画は火災、風水害、その他突発的な災害発生時において、生徒の安全確保を第一の目的として、 

更に公共物や諸帳簿等をこれらの災害から保全することを目的とする。 
 

   ＜方 針＞ 

 防災計画にしたがって、日常における災害予防措置及び災害時の安全保護に重点を置く。 
  

  ＜火災予防対策＞ 

 Ａ 環境の整備及び改善 

 ①危険物の適正管理 

    ・電源回路の保全 ・ガス元栓の確認 ・薬品の適正管理 

    ・喫煙場所の安全確認 

  ②消火器の適正配置と定期点検及び消火栓の定期点検 

    ・消防設備の配置図を職員室に明示し、器具は緊急時に使用できる状況にする。 

    ③非常持出し諸帳簿の整理と適正保管 

    ・諸帳簿は校長室の非常持出しロッカーに保管する。 

    ④廊下及びその他の通路の整備 

    ・定期的な非常出口の確保、物品等の整理を行う。 
 

 Ｂ 防火管理者及び宿日直代行員による校内巡視 
 

 Ｃ 定期的な総合防災訓練の実施 

 

  ＜防災管理組織＞ 

管理権限者    鴨田         防火管理者   中村た  

 
消火用設備等の点検                田中・丸住  

 
危険物、可燃物、薬品等の点検      中村た・山崎・大内・井川  

  
火気使用設備の点検                高橋・碧山・神田・平山  

 
各室火元責任者 

 

施設名 責任者 施設名 責任者 

 校長室 鴨田  視聴覚室 石田 

 職員室 中村た  教材室 田中 

 校務員室･宿直室･作業室 北落  保健室 佐藤 

 音楽室･同準備室 宇井  パソコン室 阪上 

 美術室･同準備室 三浦  図書室･閲覧室 綿世 

 理科室･同準備室 穴田  体育館･同倉庫 岩本 
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 金工室・木工室･同準備室 松澤  プール機械室 川上 

 被服室・調理室･同準備室 小山  会議室 松野 

 男子更衣室 橋本  支援教室１ 碧山 

 女子更衣室 山形  支援教室２・３ 中村や 

 印刷室 丸住  支援教室３・４ 飯野 

 心の教室 井手  支援教室５・６ 神谷 

 クラブ室 各クラブ顧問  生徒会室 平山 

 放送室 井川  普通教室 各担任 

  

 

 

＜自衛消防組織＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各係は〇印の指示に従って行動する。 

・校内の通報

・各係間の連絡

・生徒の安全確認

1年

← 2年

3年

・避難経路の通行整理

○生徒指導主事（井手）

・初期消火（消火器・消火栓の使用）

・消防活動の障害除去、電気・ガス・危険物の安全措置

○碧山、橋本、神谷、阪上、中村や、飯野（支援学級担任）

・重要書類等の搬出

・負傷者の応急救護

＜広域避難場所＞

広域避難場所は、枚方市立五常小学校とする。

○教務主任
（小山）

○北落

○丸住

○学年主任（今井）　　栗田

○学年主任（山本）　　北川

○学年主任（北畑）　　諸沢

・消防署通報

・出火時の生徒誘導（出火時の各教科担当）避難誘導係

通報・連絡係

自衛消防隊長

副隊長

鴨田

中村

○田中

佐々木、飯野、山口、佐藤、大川原、阪上、神谷、

高橋、交河、鎗屋、石田、大内、綿世、奥田、穴田、川上

○佐藤　　碧山、飯野　

全教職員を各係に配置しているが、授業中等の災害発生時には
隊長・副隊長が状況を判断して適宜指示する。

○松澤　　井川、宇井

○前川　　河野、藤本、三浦

消火係

防護係

搬出係

救護係

支援学級生徒避難係

　　＜各担任＞

○平山、神田、神野、山崎、山形、北山、橋本
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（６）水泳指導時の緊急対応等 

＜プールの管理及び使用に関する規則＞ 

  

第１条(目的) この規則は、枚方市立第四中学校プール(以下「プール」という。)の管理及び使用に関し必要な事項を 

定めることを目的とする。 

第２条(使用期間等)  

１ プールの使用期間は、水泳部・体育科で判断するが、おおむね毎年５月中に開設し、９月中旬に閉鎖するものと 

する。ただし、枚方市教育委員会(以下「委員会」という。）が特に必要と認めたときは、これを変更する 

ことができる。 

２ プールの使用時間は、原則として午前８時３０分から午後５時３０分までとする。 

第３条(維持管理) 校長は、プールを円滑に運営させるため、濾過器の定期的な点検をし、水質管理に努める 

など、適正な維持管理に努めなければならない。 

第４条(換水) プールの換水は、事前に委員会に指示された日とする。臨時で給水をしなければならないときは、 

委員会の承認を得るものとする。排水（水の無い期間）については、枚方消防署に届けるものとする。 

第５条(常備品) プールには、管理日誌を置き、必要事項を毎日記入しなければならない。 

第６条(使用者) プールを使用できる者は、次のものとする。 

  （１） 枚方市立第四中学校生徒と中体連等の大会、記録会に参加する生徒並びに指導監督者 

  （２） 委員会主催による研修会等の参加者及び指導者 

  （３） 枚方市教育委員会所管に係る財産および公の施設使用規則に基づく、 

      市内の社会教育関係団体で、校長の承諾を得て、委員会が許可したもの 

第７条(使用責任者) プールの使用責任者は、前条各号に規定する者のうち、指導又は監督的立場にあるものとする。 

第８条(プールの使用) 

１ プールの使用に際しては、校長の指示に従わなければならない。 

２ 使用責任者は、プールの使用が終わったときは、管理日誌に必要事項を記載し、その使用状況を校長に報告しな 

ければならない。 

プール使用に関する規則について（使用管理マニュアル） 

１．生徒の安全管理について 

生徒の健康状態を常に把握すること・・水泳は、水という環境の中で全身を使い、水温、気温の影響を受けながら展開さ

れる運動であるので、生徒の健康状態によっては事故につながりやすいことに留意すること。 

    

指導監督者・・・ ①生徒の健康状態等を水泳の授業を実施するにあたり、養護教諭、担任から情報の収集に努める。 

          ②使用中に体調の不良を訴えた生徒がいた場合は、養護教諭に伝えるとともに担任にも伝え、 

様子を見る。 

 養護教諭、担任 ・①プールの使用にあたり配慮を要する生徒の状況等を指導監督者に連絡しておく。 

        ②導監督者から体調不良を訴えた生徒の連絡を受けた場合は、経過観察をするとともに、 

                     保護者に連絡を取り適切に対処する。 

 

 



76 

 

２．施設・設備について 

 排水溝・・・・① プールの使用前には、排水溝の蓋がねじ等でしっかり固定されていることを目視だけでなく 

                    触診して確認する． 

② 排水溝の吸い込み防止金具がしっかり設置されていることを確認する。 

③ ①と②に異常がある場合は、プールの使用を中止し補修に努める。 

 プールサイド・① 使用開始前には、周辺の整理整頓をする。 

② 補修の必要な箇所を発見した場合は、早急の修理に努める。生徒や他の教員に注意喚起する。 

 浄化装置・・・① プールの使用前には、適切に動いていることを確認する。 

② プールに関わるすべての教員に適切な操作が出来るよう努める。 

 水質管理・・・① 常に水質（水温・塩素濃度・濁度・浮遊物）に注意をし、管理日誌に記入をする。 

３．水泳指導について 

① 水温と気温・・プールの使用にあたり、水温・気温・日照に注意を払い、生徒の健康状態を把握しながら行うこと。 

② 準備体操・・・プールの使用する生徒には、十分な準備体操、シャワー等での体の清潔を保たせる。 

③ 人員点呼・・・人員点呼は生徒の安全を確認する上での基本と考え、プールの使用前と終了後は必ず行うこと。 

④ 入水時間と休憩・生徒の健康状態と水温・気温とを考慮し、入水時間と休憩時間を適切に取ること。 

⑤ 監視・・・・プールの使用中は、常に監視をし、異常があれば直ちに全員を水から上げ、適切に対処するとともに、応援を求める。  

４．救助方法と応急手当 

①プール使用に関わる教員だけでなく教員は救命講習の受講に努める。 

②プールの使用に関わる教員は、ＡＥＤの設置場所と使用方法を知り、緊急時に使えるように努める。 

 

この規則は、平成１８年４月１日から施行する 

 

プール日常点検リスト 

 

○ 異常なし 点検修理 △  修理依頼 × 

                     年   月  日（  ） 

１ 出入り口は施錠され、プール内に異常はないか。  

２ 管理室は施錠され、薬品類が適切に保管されているか。  

３ シャワー、洗眼用蛇口は破損していないか。  

４ プールサイドは整理整頓されているか。  

５ プール水槽に異物、危険物が混入していないか。  

６ 排水溝のふたは固定され、吸い込み金具が取り付けられているか。  

７ 浄化装置は正常に動いているか。  

８ 水質水量は適切に管理されているか。  

９ 生徒の健康状態は把握できているか。  

10 人員点呼を行ったか。  

11 管理日誌に必要事項を書き入れたか  
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（７）生徒の安全確保及び安全管理 

   ＜日常の危機管理＞ 

 (１)教職員の共通理解と校内体制 

①  毎日不審者情報を確認し、発生事象を職員打合せで周知徹底するとともに、各学級担任が 生徒への注意喚起を行う。 

②  毎週１回の生徒指導部会で校区内外の情報交換を行い、各学年の教職員に周知するとともに、迅速に行動できる履き物の着用等、

安全管理の意識向上を図る。また緊急時の役割分担を周知徹底し、生徒の安全確保と関係機関や近隣学校園等への連絡体制に万

全を期す。 

   ③ 「子ども安全確保推進月間」等に、不審者対応時の訓練を実施する。 

 （２）来訪者の確認 

①  東門は登校時以外は施錠する。また通常の出入りは正門のみとするが登下校後は閉門する。 

②  生徒指導部を中心に日常的な校内巡視を行い、来訪者には挨拶や声かけを励行して来訪の用件を確認する。 

③  ＰＴＡ関係者には名札（入校証ホルダー）を配布して識別可能とする。また参観日等で多数の保護者が来訪する場合は、案内プリン

トに名札の着用を依頼し、また正門付近に受付を設けて確認する。 

  ＜緊急時の安全確保＞ 

 （１）学校周辺で不審者情報がある場合の対応 

①  情報の出所や関連情報を正確に把握して警察に通報するとともに、市教育委員会にも報告する。 

②  教職員を招集して情報を周知し、各学級で生徒に注意喚起と、万一の場合の対処方法を指導する。 

③  放課後は複数下校の体制をとり、必要な場合は教職員が付き添って下校させる。 

④  保護者宛に安全確保に関する注意喚起の文書を配布する。 

⑤  緊急の対策が必要な場合は市教育委員会の指導･助言を受けて、学校待機や教職員の引率による集団登下校を行う。 

⑥  ＰＴＡに学校の対応策を連絡し、登下校の安全確保に協力を要請する。 

⑦  近隣学校園及び地域教育協議会とも情報を提供しあうとともに、生徒の安全確保のための協力体制を協議する。 

⑧  状況により必要な場合は、始業前や放課後に教職員または教職員とＰＴＡの協力で学校 周辺の巡回を行う。 

 （２）学校に不審者が侵入するなど緊急時の体制 

①  不審者を発見者した教職員は直ちに職員室に通報する。不審者が凶器等を持参している場合は、「緊急時の役割分担」によって行

動する。ただし、発見者が不審者との対応で即座に通報できない場合は防犯ブザーや非常ベル、 大声等で近くの教職員に緊急事

態発生を知らせる。 

② 「警察通報係」は、正門で待機し、警察を現場に誘導する。 

③ 「避難誘導係」は、先ず現場付近の生徒を安全な場所に避難させる。 

(ア)  「不審者対応係」は、さすまたや周辺の器物等を利用して危険を防御するとともに、不審者による生徒へ

の危害が及ばないように努める。 

④ 「緊急放送･指示係」は、全校生徒の安全確保の指示を行う。   

⑤  「救護係」は、怪我人がある場合の救護にあたり必要に応じて救急車を要請する。 

  ＜緊急時の役割分担＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

※ 状況により校長の指示で役割分担など臨機応変に対応する 

   ＜施設･設備･教具等の安全点検＞ 

①毎月、定期的に安全点検を実施し、教科･分掌等で破損･腐食等の有無を確認する。 

②安全性に問題があると判断した場合は、速やかに使用を停止し、生徒への注意喚起と 改善の措置を行う。 

＜報道関係対応＞

＜保護者対応＞

安全確認

・職員室待機の男性職員は、さすまたを持参して現場に急行する

・怪我人がある場合は、救急車の要請

・現場周辺生徒の避難誘導（居合わせた教員）

碧山

2年　　学年主任

緊急時対策本部長 鴨田

副本部長 中村

待機職員1名

田中・丸住・職員室待機職員1名

・市教委への報告、近隣学校園への連絡（田中）
・PTA・地域協への協力依頼（丸住）

・警察署への通報 ・現場への誘導（田中）

・人員確認（学級または教科担任）
・全校生徒の避難誘導及び安全確保（学年所属職員）

不審者対応係 第一発見者→現場周辺教員→生徒指導主事

救護係 佐藤、職員室待機女性職員2名

指示連絡係

3年　　学年主任

教務主任

（小山） ←

緊急放送及び指示 中村・職員室待機職員1名

警察等通報係

→

避難誘導係

1年　　学年主任

支援
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（８）沿革の概要 

昭和３６年４月 １日   大阪府枚方市立第四中学校創立。 

             校舎未完成のため枚方市茄子作、川越小学校跡を仮校舎として発足。 

昭和３６年４月 ２日   第１回入学式挙行 新入生５３９名。 

枚方小学校区、枚方第二小学校区、開成小学校区、香里小学校区の香里団地 

地区を第四中学校区とする。 

同日、第一中学校に通学する第２学年の内、枚方小学校区、枚方第二小学校区、 

開成小学校区の内、茄子作、村野、山之上地区の生徒３２０名を収容。 

昭和３６年 ６月１０日  枚方市香里ヶ丘５丁目２３３番地の１に新校舎完成、同日移転、  

             １期工事普通教室鉄筋３階建１８教室、仮管理棟木造平屋建９０坪。 

昭和３６年 ６月１１日  新校舎で授業開始。 

昭和３７年 ４月 １日  第２期工事の内、体育館完成。 

昭和３７年 ４月 ２日  第２回入学式挙行 新入生４８４名。 

昭和３７年 ４月 ８日  第２期工事の内、南館１２教室完成。 

昭和３７年 ６月２６日  第３期工事、管理棟、特別教室完成。 

昭和３７年 ７月１４日  市教育委員会主催、枚方市立第四中学校落成式。 

昭和３８年 ３月１０日  本校校区に五常小学校開校。 

昭和３８年 ４月 ４日  仮管理棟を技術科教室に改装。 

昭和３８年 ６月１０日  第１期工事完成日を創立記念日として本年より実施。 

昭和３９年 ４月 １日  本校校区に桜丘小学校開校。 

昭和３９年 ４月 ８日  南館に隣接して４教室完成。 

昭和３９年 ７月１２日  管理棟西側にプール完成、プール開き開催。 

昭和４０年 ９月２７日  東館３階に２教室完成。 

昭和４１年 ４月 １日  本校校区に春日小学校開校。 

昭和４１年１０月 １日  創立５周年記念式典。 

昭和４４年 ４月 １日  本校校区に山之上小学校開校。 

昭和４５年 ２月２８日  グランド排水工事完了。 

昭和４５年 ４月 １日  枚方中学校開校により枚方小学校区、枚方第二小学校区を本校より分離。 

昭和４６年１１月 １日  中宮中学校開校により桜丘小学校の内、池之宮地区を本校より分離。 

昭和４６年 ４月 １日  本校校区に香陽小学校開校。 

昭和４６年１１月１６日  創立１０周年記念式典(枚方市民会館大ホール) 

昭和４９年 ４月 １日  村野中学校開校により桜丘小学校区、開成小学校区の内、香里ヶ丘１丁目、 

             山之上小学校区の内、東田宮２丁目、山之上東町、山之上２丁目、 

             山之上３丁目、藤田町、東藤田町、春日小学校区の内、釈尊寺町本校より分離。 

昭和５３年 ４月 １日  東香里中学校開校により春日小学校区、香陽小学校区の内、香里ヶ丘１１丁目、 

             香里ヶ丘１２丁目、東香里３丁目、東香里新町を本校より分離。 

昭和５４年 ４月 １日  蹉跎東小学校区の内公団中振団地を本校に加える。 

昭和５６年１１月 １日  創立２０周年記念式典。 

昭和５９年 ４月 １日  蹉跎東小学校区の公団中振団地の新入生より蹉跎中学校へ。 

 

平成２年  ７月３０日  管理棟改築のため仮設教室設置。 

平成４年  ３月２８日  新管理棟竣工。 

平成４年  ３月１４日  創立３０周年記念、新管理棟竣工記念式典。 

平成６年  ２月２１日  新体育館竣工。 

平成９年 １０月２４日  文部省研究指定(コンピュータ)、研究発表 

平成１３年 ４月 １日  村野中学校との統合により開成小学校区の香里ヶ丘１丁目、山之上小学校区の 

             藤田町、山之上２･３丁目、山之上東町、東田宮２丁目を通学区域に変更。 
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平成１３年８月１～３日  枚方市立第四中学校上海交流団(２７名)派遣 

平成１３年１０月３１日  文部科学省研究指定(人権教育)、研究発表 

平成１４年１０月３０日  フランス パッサカイユ弦楽団(２６名) 歓迎交流会 

平成１５年１２月 ３日  中国上海市長寧区第８次教育考察団(５名) 歓迎 

平成１６年 ４月 １日  通学区域の弾力化により第１学年が１学級増加 

平成１６年 ９月２４日  中国上海市長寧区及びオーストラリア ローガン市青年音楽団 歓迎 

平成１６年１０月１３日  デンマーク バイエン市より教育視察団が来校 

平成１７年８月１～８日  枚方市立第四中学校教育交流団がオーストラリアローガン市を視察訪問 

平成２１年 ２月     普通教室空調設備完成 

平成２１年 ３月     プールの改修工事完了 

平成２１年 ４月 １日  香里小学校区の香里ヶ丘４丁目１７・１８番地、香里ヶ丘９丁目を第二中学校の 

             通学区域に変更。五常小学校区の東中振２丁目２０番を本校の通学区域に変更。 

平成２２年 ４月 １日  香陽小学校区の香里ヶ丘３丁目(２～９番地)、香里ヶ丘４丁目(１，２，17・18 番地は除く)

を東香里中学校の通学区域に変更。 

平成２３年１１月 ５日  創立５０周年記念式典 

平成２８年 ４月     小中一貫事業開始 

平成２９年１２月 １日  四中フォーラム開催 

令和 ２年１２月 ４日  タブレット研究指定報告会 

 

歴代校長 

 

  

初代 金治  勇 昭和３６年４月１日より昭和４０年３月３１日まで 

二代 北牧  一雄 昭和４０年４月１日より昭和４８年３月３１日まで 

三代 加地  嘉三 昭和４８年４月１日より昭和５０年３月３１日まで 

四代 阪本  治郎 昭和５０年４月１日より昭和５４年３月３１日まで 

五代 入江  幸男 昭和５４年４月１日より昭和５６年３月５日死去により退任 

六代 藤田  篤 昭和５６年４月１日より昭和５８年３月３１日まで 

七代 伊田  巧 昭和５８年４月１日より昭和６３年３月３１日まで 

八代 中野  一雄 昭和６３年４月１日より平成元年３月３１日まで 

九代 木南  勲 平成元年４月１日より平成５年３月３１日まで 

十代 小原  徹也 平成５年４月１日より平成９年３月３１日まで 

十一代 村田  悟郎 平成９年４月１日より平成１２年３月３１日まで 

十二代 池田  利貞 平成１２年４月１日より平成１８年３月３１日まで 

十三代 坂井  泉 平成１８年４月１日より平成２０年３月３１日まで 

十四代 髙橋  弘 平成２０年４月１日より平成２６年３月３１日まで 

十五代 岩谷  誠 平成２６年４月１日より平成３０年３月３１日まで 

十六代 大西  勝徳 平成３０年４月１日より令和２年３月３１日まで 

十七代 鶴島  茂樹 令和２年４月１日着任 
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校  歌 

作詞 金治  勇         

作曲 石桁 真礼生        
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幸
あ
り 

わ
れ
ら 

 
 

 

い
ざ 

新
し
き
日
本
を

お

こ
興
さ
ん 

  

三
、
青
空

は

る
遙
か
に 

生
駒
の
峰
を 

 
 

 

朝
夕
仰
ぎ
て 

た
て
る
は
母
校 

 
 

 

若
人
わ
れ
ら 

こ
こ
に
集
い 

 
 

 

不
抜
の

こ

こ

ろ

精
神 

こ
こ
に

つ
ち
か

培

う 

 
 

 

幸
あ
り 

わ
れ
ら 

 
 

 

い
ざ 

大
い
な
る
世
界
を

ひ

ら
拓
か
ん 


